
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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【プロローグ】






　平へい凡ぼんな日常を愛する平凡な主人公とやらには、イマイチ共感できたためしがない。

　だって奴やつらの語る「平凡な日常」ってヤツは、大たい抵てい最高に恵めぐまれているから。

〈可愛かわいいヒロインとラブコメして、カッコイイ親友と熱く語り、頼たよりになる師し匠しように背中を押され、時に気の合う趣しゆ味み仲間と目め一いつ杯ぱい遊ぶ〉

　仮にそれを「平凡」と呼ぶのならば。じゃあ昔の僕の日常は……。

〈友達の一人もおらず、クラスに居場所のない休み時間は校内を徘はい徊かいし、体育では笑えないタイプの失敗を重ね、班分けの際は「引き取る」と表現される〉

　そんな日常は、一体なんと呼べばいいのだ。地じ獄ごくか。孤こ独どく地獄か。流石さすがの僕でも自分の高校生活を地獄の一種と数えられるのは勘かん弁べん願いたい。

　とにかくそんな僕からすれば、どうしたって自分の環かん境きようと能力に満足しきった「平凡な日常を愛する平凡な主人公」のメンタリティが理解できないわけで。

　……それは、そう。たとえ、今の僕の日常が──

〈可愛いヒロインとラブコメして、カッコイイ親友と熱く語り、頼りになる師匠に背中を押され、時に気の合う趣味仲間と目一杯遊ぶ〉




　──という、まさに「いけすかない主人公野や郎ろう」そのものだったとしても、だ。

　だって僕は、この「日常」を「平凡」だなんて安く評価できない。したくない。




　この日常こそが僕にとって最高の宝物だと、僕は胸を張って言える。




　ただ、そうして日常が進化した今でも──僕、雨あま野の景けい太たの能力値自体は平凡だ。この一年で特とく殊しゆな才能を開花させた覚えもなければ、ゲームの腕うでが向上したとも言えず、熱い男気や高こう尚しような正義感に目覚めたりもしていない。

　結局はモブキャラがお似合いのぼっち高校生。

　ただまぁ、それでももし無理矢理にでも僕のキャラ的特とく徴ちようを挙げるなら、二つ。

　某ぼう妖よう怪かいウ○ッチ主人公と名前が丸まる被かぶりなことと、そして……。

「ゲームが趣味」

　ということだけ。……そう、僕は今もゲームが好きだ。ご大層な過去や特別な理由なんかこれっぽちもないけれど、昔から変わらず、ただ無条件に好きで。

　ピコピコとした電子音も、愛らしいドット絵も、高精細なグラフィックも、戦略的なストラテジーも、インフレの快感も、驚きよう愕がくのシナリオも、王道の冒ぼう険けん譚たんも。

　とにかくその全すべてが楽しくて、面おも白しろいゲームを遊んでいる時間が一番幸せで。だからそれさえあれば、高校生活における大たい概がいの嫌いやなことは忘れられる。

　それぐらいには、ゲームが好きで。

　……けれど最近はそこに、もう一つ、ゲームと同等かそれ以上に大切なものができた。

　それが、今の僕の彼女──天てん道どう花か憐れんさんだ。

　……なんだよ、結局リア充じゆうの惚のろ気けかよ、と思われたそこの貴方あなた。安心してほしい。




　その通り、これはリア充の惚気話だ。




　いやはや彼女ができるって凄すごいね。何が凄いって、もう、四六時中幸せなんだもの。ＲＰＧでレベルが上がった時の幸福感ってあるでしょ？　あれの十倍幸せな気持ちが、相手のことを少し想像しただけで、すぐに胸を満たすんだよ？　こんなコスパいいことってないでしょ。幸せの無限発生供給装置、それが恋こい人びと。

　……うん、この調子で惚気てたら、いくら文字数あっても足りないな。

　とにかく何が言いたいかと言えば、僕、雨野景太には「ゲーム好き」以外にもう一つだけ、確信をもって「好きだ」と言えるものが増えたということで。




　だから、そんな僕が、最後に語る物語は。

　僕自身の物語嗜し好こう的には非常に不本意で、大変遺い憾かんなことながら。

　なんだかんだで、結局のところ。




　最高の日常を手にした主人公が、紆う余よ曲きよく折せつを経てようやく美少女と正式な交際を始めたところから始まる、実に甘ったるくて、驚おどろく程ほどに共感のしようもない──




　──ゲームの、物語なのである。








【ゲーマーズと分ぶん岐き後展開】






「えっと、雨あま野のは天てん道どうと正式に交際を始めたんだよ……な？」

　運命のホワイトデーの翌日。久しぶりに行われたゲーム同好会の最さ中なか、上うえ原はら君がなぜか額に汗あせを滲にじませながら怪け訝げんそうに訊たずねてきた。

　放課後の喧けん噪そうに包まれた教室の中、僕はそれにこくりと頷うなずき返して応じる。

「うん、そうだけど。っていうかその質問、今日何回目？　しつこくない？」

「あ、ああ、わりぃ……。そ、それは、そうなんだけど、な。……えと……」

　なにか歯切れの悪い様子で僕と天道さんを交こう互ごに見てくる上原君。その隣となりではなにやらアグリさんまで神しん妙みような表情を浮うかべていた。

　が、そんなことはお構いなしとばかりに、僕の隣に座るチアキが目をキラキラと輝かがやかせてゲームの話題を続けてくる。

「それでそれでっ、ケータはどんなパーティ組んでいるんですか、今回の『竜りゆう血けつ樹じゆの迷めい宮きゆう』の新作！」

「あ、僕はまず定番編成にするから、パラディン、ソードマン、メディック、レンジャー、ゾディアックの五人かな」

「それそれっ、自分と全く同じです！　ふふっ、相変わらずですね、自分達」

「だね」

　ゲーム話で大いに盛り上がり、ニコニコと至近距きよ離りで微笑ほほえみあう僕とチアキ。気の合うゲーム友達同士の会話として、実に心温まる光景だ。……だというのに、それをなぜか冷や汗かきながら見守る、上原君とアグリさんの二名。

　僕とチアキは更さらに続ける。

「ケータはどこまで行きましたか？　自分はまだ二層までなんですが……」

「あ、僕も十時間かけて、まだ二層だよ。ほら僕、ＲＰＧはじっくりレベル上げしながら進んじゃうタイプだからさ」

「それそれっ、自分もです！　というか、自分はマップ埋うめは勿もち論ろんのこと、そこまでの範はん囲いで調達できる最強装備を全員に揃そろえた上で、更にだめ押しのレベル上げして、ようやく進む気になれる感じでして！」

「分かるわー！　ＲＰＧは万ばん全ぜんを期してこそだよねチアキ！」

「ですです！」

「いぇーい」

「いぇーい」

　あまりの気の合いっぷりに、遂ついにはハイタッチまで交かわし合うゲーオタ二名。

　上原君とアグリさんの冷や汗が更に量を増す中、突とつ如じよ、この楽しい空気を打ち砕くだくように僕の彼女──天道花か憐れんさんが、冷ややかな笑えみを浮かべながら口を開いてきた。

「あらあら……相変わらずぬるいプレイをなさっているようね、雨野君。嘆なげかわしい」

『!?』

　天道さんのあまりに冷たい態度と物言いに、ギョッとする上原君とアグリさん。

　しかし僕もまた彼女に対し、肩かたを竦すくめながら、極きわめて感じの悪い態度で切り返した。

「おやおや、また他人のプレイスタイル批判ですか、意識の高いゲーム部部長さん」

『!?』

　僕の言葉に、更にギョッとするリア充カップル。彼らがまるで別の世界線に迷い込んだかのようなリアクションを続ける中、僕と天道さんは──険悪な会話の応おう酬しゆうを続ける。

「そりゃ批判もしたくなるというものでしょう？　雨野君、貴方『竜血樹の迷宮』の新作、十時間かけてまだ二層だそうね？　私の方は七時間でもう四層よ？　そんな私から見れば、貴方のそれはただの──人生の無む駄だ遣づかいでしかないわ」

「はいはい、ほーら来ましたよ、その理り屈くつ。これだから自じ称しようガチ勢は。僕、初周からタイムアタックかますようなプレイスタイル、あまり好きになれないなぁ」

「タイムアタック？　あーら、ごめんあそばせ。これでも私なりに、随ずい分ぶんと遅おそい歩みだったつもりなのですが……。そうですか。雨野君レベルにはこれが『タイムアタック』の速度に見えちゃうのですねぇ？　くすくす」

「く……。……はんっ、こ、これだから意識高い自称ゲーマーは、憐あわれですね」

「……なんですって？」

「『ゲームを堪たん能のうする』って言葉の解かい釈しやくを、『攻こう略りやくする』と『クリアする』の二種類程度しか持たない存在。それが貴女あなたなんですよ。だからそんな、七時間で四層到とう達たつしただのって自じ慢まんげに話しちゃうんだ。……正直、わびさびがないんだよね、天道さんって」

「ぐ。な、なら訊ききますけど、雨野君。貴方が真にゲームを堪能していると仰おつしやるなら、今作の一層ボス戦でかかる特とく殊しゆ戦せん闘とうＢＧＭを、今、ここで口ずさんでみてくれるかしら？」

「え？　あ、えーと……。…………えーと……」

「フッ……あっはっは！　貴方それでよく『わびさび』がどうとか語れましたね！　実際私はあのＢＧＭ口ずさめますよ！　ええ！　ふんふふ、ふんふふーん♪」

「ああ、はいはい、来ましたよ、これまた自称ガチゲーマーの陥おちいりがちな罠わな。知識量イコールゲーム愛だと思っているその感じ。あーやだやだ」

「ハッ、まるでゲームの記き憶おくがない人よりは、愛を語る資格があると思いますけどね」

「なんだって？」

「なんですか？」

　バチバチと視線で火花を散らせる僕と天道さん。

　と、その様子をこれまでただ呆ぼう然ぜんと見守っていたリア充カップルが、遂に抑おさえ切れなくなった様子で僕らの間に割り入ってきた。

「ちょ、お前ら、ストップストップ！……え？　なにこれ？　なんなの？」

「あ、あまのっちさ。もう一回訊くけど……その、キミ、昨日ほしのんを振ふって、天道さんと付き合い始めたばかりなんだよね？」

　アグリさんの質問に、僕は大きく嘆たん息そくする。

「だから、今日何度目の質問ですかそれ。イエスですって！　僕は昨日チアキに『友達』になってくれと伝えて、天道さんとは正式に交際を始めました！　マジで！」

　イライラしながら強く言い放つ僕。

　と、上原君は一度軽くアグリさんと視線を合わせた後、遂に……

「……えっと、だったら、どうして……お前は──」

「僕は？」

　──遂に、本日ずっと訊きたかったのであろうその疑問を、口にしてきたのだった。

「どうしてお前は、星ほしノの守もりとイチャついて、天道とは凄すさまじく険悪なんだよ！」

　溜たまりに溜まったものを吐はき出すように大声で訊ねてくる上原君。その隣ではアグリさんも激しく同意するように頷きまくっていた。

　そんな二人の疑問に、僕と天道さんは一度目を見合わせ、やれやれと肩を竦めると。

　声を揃えて、それに対する実にシンプルな回答を口にしたのだった。




『絶賛ケンカ中だからですけど、何か？』




『いや早くない!?』

　僕らのスピード感に愕がく然ぜんとするリア充カップル。そんな中、僕の隣に座した女子──僕の「友達」たる女子、星ノ守千ち秋あきがニコニコと嬉うれしそうに呟つぶやく。

「逆に逆に、すっかり友達になった自分とケータは、さっきから話が弾はずんで仕方ない限りなのですっ、はい！　あ、これを『蜜みつ月げつ』と言うのでしょうか！」

『言っちゃダメじゃない!?』

　またも愕然とするリア充カップル。と、アグリさんが心底焦あせった様子で僕に切り出してきた。

「ちょ、ちょっとあまのっち！　キミ、カップル成立翌日になにしてんのさ!?」

「なにって……『天道さんとのガチ喧けん嘩か』と『チアキとの蜜月』ですけど」

「いやラブコメとしてクレイジーすぎるでしょう！　なんなの!?　あまのっちって、常に意外性を求めて生きてるの!?」

「まぁ、若じやつ干かんそこを売りにしてきた感は否いなめないですね」

「否めてよ！　カップル成立直後にパートナーと喧嘩して他の女とイチャつく男ってもはや意外性云うん々ぬんとかじゃなく、ただただ最低野や郎ろう以外の何者でもないからね!?」

「？　僕がチアキといつイチャつきました？」

「で、ですです。自分はあくまで『友達』として、ケータとゲームトークで盛り上がっているだけなのですよ。アグ姉ねえったら、失礼しちゃいます」

「え？　あ、ご、ごめんね、ほしのん。亜あ玖ぐ璃り、変に男女関係を疑っちゃって……」

「まったくですよ。自分はあくまで彼の『友達』だと言っているじゃないですか」

「だ、だよね」

「はい。ですから──こうして彼の腕うでに絡からみつくぐらいはしますよね、当然」

「いやアウトだよほしのん！　それは限りなく『浮うわ気き』に近い行こう為いだと思うけどな！」

「？　でもでも、アグ姉だって普ふ段だんから結構ケータとはベタベタとスキンシップとってますよね？　友達なのに」

「うぐ」

　痛いところを突つかれた様子で呻うめくアグリさん。まぁ……確かに。言われてみれば僕、アグリさんにはありとあらゆる場所を触さわられている気がする。

　アグリさんは上原君の視線を気にしながら、気まずそうに返してくる。

「そ、それは、まぁね……。で、でも、さすがに天道さんの前であまのっちの腕に絡みついたりしたことは、あんまりないような……」

「じゃあじゃあ、アグ姉は友達として、ケータ相手にどこまでなら許容できます？」

「え？　あまのっち相手にいける範囲？　あー、言われてみれば、改めてちゃんと考えてみたこともなかったよ、その線引き」

「お、それは俺もちょっと興味あるわ」

　突如前のめりになってくる上原君。なんだろう、まだ僕とアグリさんを何か疑っているのだろうか。飽あきないなぁ、上原君も。実際のとこ、今の僕とアグリさん程ほど、互たがいへの不ふ埒らちな感情がクリアな関係はそうないと思うけど。あ、だから、アグリさん相手のスキンシップがどこまで許容できるかという話なら、そう、僕側としては──

「あまのっち相手に亜玖璃が許せる範囲……そうだなぁ……ああ、あれかな？」

　──と、僕が思考を巡めぐらせたと同時に、アグリさんも結論を出したみたいだった。

　彼女はチアキと上原君に向き直ると、咳せき払ばらいして切り出す。

「こほん。亜玖璃は、流石さすがにほしのんみたく、腕には絡みつかないけど……」

「けど？　あ、もしかしてアグ姉、手ぐらいなら繫つないでもいいとか言い出します？」

「おいおい亜玖璃、それは俺、彼氏としてちょっと……」

　チアキと上原君がアグリさんの回答に先回りしてそれぞれの反応を見せる。

　が、当のアグリさんは、

「あはは、あまのっちと手なんか絶対繫ぎたくないよ、キモい」

　と笑顔でそれを軽く一いつ蹴しゆうした。なにそれ、地味に傷つくんですけど。いやまぁ、僕だってアグリさんと手を繫いだりはしたくないんだけどさ。だから、僕が許せる範囲と言えば、それは──

　──と、僕がある答えを思いついたのと同時だった。

「でも、まぁ」

　アグリさんもまた、それと全く同じ発想の答えを、笑顔で口にしたのは。




「あまのっちと一いつ緒しよにお風ふ呂ろぐらいなら、全然入れるよね、亜玖璃」




「いやなんでだよ！　全然入れるなよ！」

　突とつ然ぜん激しい勢いで立ち上がった上原君が、真っ青な顔でアグリさんにツッコんでいらっしゃった。見れば、チアキも……それどころか絶賛喧嘩中の天道さんまで、頰ほおを真っ赤に染めてワナワナしていらっしゃる。…………。

「（……あ、あれ？　今のアグリさんの回答、そんなにダメだった？）」

　そうして皆みんながアグリさんを睨にらみ付ける中、一人、ひっそりと冷ひや汗あせを搔かく僕。……あ、危なかった。今、上原君がすぐにツッコまなかったら僕、普ふ通つうに今のアグリさんの言葉に相あい槌づちを──「あ、僕も同じ見解でした」って賛同を返しちゃうところだったよ。ふぅ、ギリギリだった。……別に変な感情はこれっぽちもないのだけれど。

　いや、だって、ねぇ？　ほら「家族」で考えてみてよ。僕は現在、弟と手を繫いで歩くのは流石に恥はずかしいけれど、一緒に銭湯や温泉は全然入れるわけで、ねぇ？

『…………』

　僕とアグリさんは二人、軽く目を見合わせて本気で首を傾かしげる。……うん、やっぱり何度考えても、アグリさんと僕、手は繫げなくても、お風呂は入れるんだよなぁ。

　しかしやはりそれで納なつ得とくしているのは僕ら二人だけのようで、他三人からは凄まじい殺気が向けられていた。……う、うん、今回ズレてるのはどうも僕らっぽいな……。

　僕は空気を切り換かえるべくこほんと咳払いすると、とりあえず元の「チアキとのスキンシップに関して」へと話を戻もどすことにした。

「で、でもチアキ。確かにボディタッチは『友達』として微び妙みような領域かもだよ」

「ええ？　そうですか？　お風呂はいいのに？」

「いやお風呂が許されるのは僕とアグリさんだけだよ。っていうか僕、友達は友達でも、上原君とお風呂に入るのに関しては若干ＮＧだからね」

「いやそれもなんでだよ！」

　上原君が激しくツッコんでくる。僕はぽっと頰を染めて俯うつむいた。

「……は、恥ずかしいじゃないか……」

「いやそのリアクション取るべき相手おかしくね!?　なんで亜玖璃はいけるの!?」

「と、とにかく。異性の体にあんまり必要以上にベタベタと触るようなのは、『友達』としてちょっと違ちがうのかなとは思うよ、チアキ」

「ええー」

　僕の言葉に、チアキは露ろ骨こつに不満そうな態度を見せ、頰を膨ふくらませてきた。

「でもでも、本当の友達の距きよ離り感かんなら、多少の接せつ触しよくぐらい仕方ないと思います。上原さんだって、ケータの頭をわしゃわしゃとか、するでしょう？」

「た、確かに。友達なら多少は互いに触る……か？　い、いや、でも、男女が意識的にベタベタするのは友達として──」

「あ、意識的に触ってないです、自分。偶ぐう然ぜんですよ、ケータ。自意識過か剰じようですね」

　突然ピシャリと真顔で切り返してくるチアキ。……う、そんな風にハッキリ言われてしまうと、確かに過剰な反応していた自分の方が恥ずかしくなってくるわけで……。

「そ、そうなの？　ごめん、変な風に疑って。えと……じゃ、触っても大だい丈じよう夫ぶだよ」

「うんうん、それでこそ『友達』ですケータ。では遠えん慮りよなく。……ぴとー」

「…………。……まぁ、これも『友達』ならありえる距離感……なのかな……」

『いやガードゆるゆるかっ、雨野景けい太た！』

　と、なんか突然、上原君とアグリさんのみならず、これまでツーンとしていたはずの天道さんまでもが一いつ斉せいにツッコんできた。

　僕は戸と惑まどいながら皆に返す。

「い、いや、だって、僕の気にしすぎだって他ほかならぬチアキが……」

「純真無む垢くかよっ！　おい雨野！　お前の友達に対する絶対の信しん頼らいはそりゃご立派だと思うが、天道と交際を始める以上、ある程度の線引きはしないといけないぞ！」

「線引き？　いやそれは僕なりに、結構ちゃんと引いているつもりだけれど……」

「本当だな？　じゃあ訊きくがな雨野。お前、たとえば今星ノ守に『あのあの、今日は一晩中うちでゲームしまくりましょう。友達として』って誘さそわれたらどうするよ？」

「どうするって……はぁ。僕を馬ば鹿かにするのも大たい概がいにしなよ、上原君」

「お、おぅ、わりっ、流石にこれは設問としてレベルが低すぎ──」

「そんなの──イチゲーマーとして、僕が泊とまりに行かない理由がないじゃないか！」

『いやガードゆるゆるかっ！』

　またも全員から総ツッコミをくらった。そしてなにやら、隣となりでチアキが「……あ、いけるんだ、それ……なるなる」と等などと呟いてメモを取っていらっしゃった。何のメモだろうか。まぁ僕には関係ないだろう。

　一人皆のテンションについていけずに呆ほうけている僕に、上原君が諭さとすように語りかけてくる。

「お前な、天道と正式に交際が始まった以上、そういうのはマジで直した方がいいぞ？」

「そういうのって？」

「交際相手以外の女子にも全力で甘いところだ」

『…………』

「おっとなんだこの、同好会全体から突とつ如じよ俺に突き刺ささる視線は」

　上原君が壮そう絶ぜつに自じ爆ばくしていた。……しかし、なるほど。おかげで理解したよ、僕も。

「そうだよね……分かったよ、上原君。僕、キミみたいにはならないよう、頑がん張ばる！」

「分かってくれたようでなによりだよチクショウ！」

　そうして上原君が涙なみだ目めで引き下がったところで、今度はアグリさんが切り出してきた。

「ま、ほしのんとあまのっちのことは、とりあえずいいよ。色いろ恋こい沙ざ汰たの後でも、ちゃんと友達として仲良しでいるのは分かった。それ自体は確かにいいことだよ。けどさ……」

　そう言って、チラリと視線を横に向けるアグリさん。その先にいるのは……先程からもの凄すごく不ふ機き嫌げんそうな顔をなさっている、金きん髪ぱつ美少女で。

　アグリさんは一度ゴクリと唾つばを飲み込んだ後、僕に小声で訊たずねてきた。

「……アレは、何がどうして、ああなったのさ？」

　その疑問に、僕は「ですから」と同じ答えを繰くり返す。

「普通に喧けん嘩かしたんですって、僕ら」

「いや、だからさ。いったい何があったら、おめでたいカップル成立の翌日にそんなガチテンションの喧嘩ができるわけ？　未いまだあまのっちに漂ただよう他の女の気配が原因？」

「失敬な。僕がいつ、天道さん以外の女性の気配なんて漂わせましたか！」

「いや、今まさにほしのんが腕に抱だきついた状態で何言ってんのキミ……」

「う……でもこれは本当に喧嘩の原因じゃないんです。僕らの喧嘩は、もっと根が深い」

　声のトーンを落として語る僕、それに呼応するように俯く天道さん。

　そんな僕らの様子に、アグリさんと上原君は二人、ごくりと唾を飲み込んだ。

「な、なんかマジで深刻そうじゃん」

「だ、だな。おい雨野、天道。その……こういうお節せつ介かいが俺の悪あく癖へきだってのは分かってるんだが、それでも、もし良かったら聞かせてくれよ。俺の大事な友達である、お前達二人の……喧嘩の原因をよ」

『上原君……』

　彼の真しん摯しな眼まな差ざしを受け、流石に心が揺ゆさぶられる僕と天道さん。

　そうして僕らは、例の喧嘩以降初めてガッツリと視線を合わせると。

　二人、覚かく悟ごを決めてこくりと頷うなずき合い。

　そうして……二人一緒に、この深刻な「問題」を、親友達へと打ち明けることにした。




『子供の教育方針がね……』




『早くない!?』

　またも先さき程ほどと同じツッコミを繰り返すリア充じゆうカップル。

　上原君が心底動どう揺ようした様子で訊ねてくる。

「え、一応訊いておくけど、まだお前ら子供できたりしてないよなぁ!?」

「ハッ、これだから性の乱れたリア充の発想は……」

「い、いや、そんなつもりは……うぅ……」

　上原君が落ち込んでしまったところで、彼に代わるようにアグリさんが訊いてくる。

「と、とにかくさ。付き合い始めたばかりのこの段階で、どーして子供の教育方針を巡めぐってガチ喧嘩とかできちゃうかなぁ、あまのっち達は」

「どうしてって……そりゃ、互たがいに絶対譲ゆずれない部分が出てきちゃったからですよ」

「絶対譲れない部分？　あ、もしかしてそれって、卒業後の進路とかの話かな？　このまま北の大地で暮らすか、いや都会に出るかとか、そういう凄く大事な──」




「あ、ううん、『子供に最初に遊ばせるテレビゲームをどうするか』で揉もめてるんだ」




「いや激しくどうでもいいよ！」

　途と端たんに激げき昂こうしてくるリア充ギャル。そんな中、僕の理解者にして同じレベルのゲーマーたるチアキは、うむうむと頷きながら「確かにそれは譲れない話題ですね……」と理解を示してくれていた。うんうん、やはり持つべきものは同じ価値観の友達だなぁ。

　そんな僕らを憐あわれむような視線で見つめながら、アグリさんが訊ねてくる。

「え……あまのっちと天道さん、マジでそんなしょーもない話題をキッカケに、今のガチな喧嘩状態に陥おちいってんの？」

「しょーもないとは、聞き捨てなりませんね、亜玖璃さん」

　途端、ギロリとギャルを睨み付けるゲーム部部長。アグリさんは一いつ瞬しゆん引きつりながらも、すぐに「だ、だってさ」と続けた。

「そもそも子供の話が超ちよう先走りすぎってのは勿もち論ろんだけど。実際生まれたところで、最初に遊ばせるゲームソフトの一本や二本が、そう人生に影えい響きようするとは到とう底てい思えな──」

『……はんっ！』

「おっとなんか久々だよ、このゲーム同好会の酷ひどいアウェー感。ってか、なんで、ほしのんと祐たすくまで亜玖璃を見下すようなリアクションしたかな、今！　特に祐！」

　アグリさんに強く詰つめ寄られ、上原君は少したじろぎながらも言葉を返した。

「いや、その、交際初日から子供の話をしている件へのツッコミはさておきよ。マジな話、やっぱ『最初の一本』は人格形成に大きな影響を与あたえると思うぜ、俺もよ……」

「そんな祐まで……。いや、あの、マジで馬鹿にするわけじゃないけれど、ゲームって、結局娯ご楽らくじゃん？　要はただの遊びの一つなわけで。だから、たとえばこれが『最初に自力で読む本』とかだったら確かに大事そうな気がするけれど、ゲームって別に……」

「いやそれは甘ぇよ亜玖璃。甘々だ」

『うんうん』

「あぁ、なんかうちの彼氏さんがすっかりあちら陣じん営えいに……」

　絶望的な眼差しで上原君を見つめるアグリさん。少し可哀かわい想そうな気がしないでもないけれど、僕だってここは譲れない。

　そんな僕らゲーマー勢を代表するように、天道さんがピンと人差し指を立てて説明を始めた。

「いえこれは本当に大事なことなんですよ、亜玖璃さん。たとえば私が最初にのめり込んだのはとあるシューティングゲームなのですが、それによって私はスコアアタック……要は『自分との戦い』に重きを置いたゲームを好むようになり、その流れで現在の『自分を高める』ことに重きを置く人格形成にまで至ったものと思われます」

「う……そう言われると、確かに重大に思えるけどさ。それって天道さんだけじゃないの？　たとえば祐なんかも、最初にハマったゲームになんか影響されてたりするわけ？」

「ああ、されてるぜ。俺が最初にハマったのは緩ゆるめの格ゲーでな。今みたいにバランス調整とか厳密じゃない、明確に強キャラがいるようなヤツだ。それを、ダチとゲラゲラ笑いながら遊んだのが、俺の最初の印象的なゲーム記き憶おくだ」

「た、確かに祐のファーストゲームも、祐っぽいかも……。ほ、ほしのんは？」

「あ、自分は自分はっ、海外製の翻ほん訳やくがおかしな理り不ふ尽じんダンジョンＲＰＧです！　手て探さぐりで冒ぼう険けんを進めた末に、まったく納なつ得とくできない理由でゲームオーバーになるんです！」

「なんか凄くほしのんっぽい！　え、ホントにゲーマーにとっての『初めてハマるテレビゲーム』ってそんなに人格形成に影響するの!?　じゃあ、あまのっちは!?」

「内省的主人公が徐じよ々じよに仲間を増やしていく物語が魅み力りよくの、難易度低めＲＰＧです」

「あまのっちだぁぁぁぁあ！　え、なにこれ!?　マジで!?　めっちゃゲーマーの人格形成に関わってんじゃん、『最初の一本』！」

「だからそう言ってるじゃないですか。そしてだからこそ、僕も天道さんも、この話題では譲れないわけで」

「不本意ながらちょっとだけ理解はできたよ！　た、確かに、一いつ般ぱん家庭ならいざ知らず、確実に将来ゲーマー化するであろうあまのっちと天道さんの子供に関しては、『最初の一本』として与えるソフトがとても大事な気がしてきたよ！」

『でしょう!?』

　途端に前のめりで同意を求める僕と天道さん。アグリさんは「う、うん」と頷きながらも、すぐに更さらなる疑問で返してきた。

「えっとそれで、あまのっちと天道さんの主張って、どう食い違ちがっているわけ？」

「どうって……だから、互いのゲーム感そのままに基もとづいて、喧嘩している感じですよ」

「ああ、つまり、それぞれが自分を形成した『普ふ通つうのＲＰＧ』と『ガチなシューティングゲーム』を推おし合って、喧嘩したと……」

「あ、いえ、違います。むしろ逆ですね」

「へ？　逆？」

　僕の回答に、アグリさんのみならず上原君とチアキまで不思議そうに目をしばたかせる。

　そんな三人に対し、僕と天道さんは互いのことを指さし合うと。

　二人一いつ緒しよに、この喧嘩の核かく心しんを、口にしたのだった。




『僕ら（私達）の子供は、天道さん（雨野君）みたいにしたいに決まってる！』




『とんでもないバカップルだった！』

　理由を聞いて愕がく然ぜんとする三人。彼らを代表するように上原君が叫さけぶ。

「いやなんだこれ！　バカップルが一周して喧嘩してんのかよ、お前ら！」

　その叫びに対し、僕は少しムッとしながら応じた。

「いや、上原君も分かるでしょ？　何が悲しくて、天道さん譲りの優ゆう秀しゆうな遺伝子を持った子供に、わざわざ僕みたいなモブキャラぼっちのメンタルを宿さなきゃいけないのさ」

「う……ま、まぁ、雨野の言うことも一理あるような……」

「いいえありません！　親友を自じ称しようなさる上原君ならお分かりでしょう？　彼という人間の精神が如い何かに優すぐれたものか！　対する天道花憐の精神が、いかにポンコツか！」

「なんだその悲しい自信は。まぁ、天道の理り屈くつも分からないじゃないが……」

　僕らの主張を聞いて戸と惑まどう上原君に、僕と天道さんは更に激しく迫せまる。

「いいや、天道さんこそ至高の存在だね！」

「いいえ、雨野君こそ究極の存在です！」

『なんだこれ』

　気づけば三人がすっかり死んだ魚の目をしていらっしゃった。これには流石さすがの僕と天道さんも少し平静さを取り戻もどし、こほんと咳せき払ばらいする。

「まぁ、喧嘩の発ほつ端たんこそ、こんな話なんだけどさ。でもそれはやっぱり、あくまでキッカケでしかなくて。今のこの喧嘩状態とは、実はそんなに関係なかったり」

「？　というと？」

　首を傾かしげる上原君に、僕は苦笑いを見せながら答える。

「今日の序じよ盤ばんの揉め方を見て貰もらえたら分かる通り、今となっては僕と天道さん、普通に『喧嘩中』なんだって話。子供の教育方針とかはもう遥はるか彼方かなたで、今は前々から抱かかえていた互いへの不満をぶつけ合っている最中というか……」

「雨野君のことは好きですけど。雨野君の緩さには看過しがたい部分も多いですからね」

「それはこっちの台詞せりふです天道さん。天道さんのことは好きですけれど、天道さんの意識の高さは、正直ついていけない部分が多いんですって」

「あらあら、これだからエンジョイ勢の方というのは……」

「っ、だからそういう態度が、ガチ勢の悪いところなんですって！」

　言い合って、再び視線でバチバチやり合い始める僕ら二人。

　と……ことここに至って。

　ようやく上原君達三人は、どこか納得したように柔やわらかく微笑ほほえんでくれた。

「……んだよ、結局はバカップルなんじゃねーか、やっぱり」

「だね、祐。でも確かにああいう風に喧嘩している天道さんとあまのっちは新しん鮮せんで……うん、悪くないかも」

「……かもですね。うん、なぜでしょう、自分……二人がイチャイチャしているところを見るより、よっぽど妬やけちゃいます」

　どうやら三人にも、なんとなくこの喧嘩状態が表す、僕らなりのマイペースな「進展」だと伝わってくれたらしい。

　僕はそのことに少しだけ安あん堵どすると……しかしすぐにまた、目の前の小こ憎にくたらしい金きん髪ぱつ美少女と睨にらみ合うと。

　ゲーム同好会をも巻き込んだ、激しくもどこか楽しい口論を、再開させたのだった。




　　　　＊




「ようやく少しだけ暖かくなってきましたね」

「ですね」

　天道さんと二人、道どう路ろ脇わきの湿しめった雪を眺ながめながらとりとめもない会話を交かわす。

　午後五時過ぎ。同好会活動を終えた僕らは、二人で帰路についていた。

　天道さんの家がある街方面へと延びる道を、ざくざくと雪を踏ふみしめて歩く。

　本来なら上原君なんかも自宅はこっち方面だから一緒に帰宅して然しかるべきだったのだけれど、彼は「軽く運動部の友達冷やかしてから帰るわ」等などと言い残して、アグリさんを伴ともないさっさと校内へ消えてしまった。……相変わらず、気き遣づかいの鬼おにみたいな人である。どこかの魔ま王おう様とはえらい違いだ。──って、あ、そうか、もしかしたらアグリさんが上原君に惚ほれた理由の一いつ端たんって、そんなとこにもあったり──

「？　雨野君？　どうかしました？」

　僕がすっかり脱だつ線せんした考察をして無言になってしまっていると、天道さんが少し不安そうに顔を覗のぞき込んできた。

　僕は「あ、いえ」と苦笑いを見せながら、思わず無む配はい慮りよな言葉を紡つむいでしまう。

「アグリさんのこと、考えてまして」

「む」

　途と端たんに顔を顰しかめる天道さん。しまったと思ったものの、時既すでに遅おそし。彼女は僕からツーンと顔を背そむけると、ツカツカと早足で少し先を歩き始めてしまった。

「どうやら雨野君の中には、隣となりのカノジョより気になる女性がいらっしゃるようで！」

「い、いやいや！　違いますって！　というか、天道さんだって薄うす々うす分かってるでしょう？　僕らのそういうのって、大たい概がい心配する側の考えすぎだって」

「う……そ、それは、そうですけど。……じゃあたとえば雨野君は、私がぼーっとした後に『今、上原君のことを考えていました』と告白したら、どう思いますか？」

「当然、めそめそ泣いてやりますよ！」

「なんて男らしくない態度を男らしく宣言できる人なんですか貴方あなたは！」

　天道さんは呆あきれたように肩かたを竦すくめ、先を続けてくる。

「とにかく、これでおわかり頂けたでしょう？　貴方の口から他の女性の名前が出てくるというのは、ただそれだけで、私は、その……えっと……まぁ、なんというか……」

　言ってて途と中ちゆうから恥はずかしくなってきてしまったのか、髪かみ先をくるくると指先で弄もてあそびつつ言こと葉ば尻じりを濁にごし始める天道さん。……なにこの可愛かわいい生き物。僕今、エロゲやりながら寝ね落ちでもしているのだろうか。

　まあ冗じよう談だんはさておき、カノジョさんをいつまでも不安がらせていても仕方ない。

　僕は意を決すると、彼女の隣に並び、髪をいじるその手をそっと自分の手で覆おおった。

　そうして驚おどろいて足を止める彼女の目を、僕は、頰ほおを真っ赤にしつつ、きちんと正面から見み据すえる。

「たとえ誰だれの話をしていても、僕の中にはいつだって、貴女あなたがいますよ」

「……雨野君」

　天道さんの瞳ひとみが仄ほのかに潤うるみ、頰に赤みがさす。

　そうして彼女は、自分のマフラーに顔を埋うずめるように俯うつむきながら……返してきた。

「こんなに何気ない日常の一幕でその台詞は、流石にちょっと恥ずかしいです……」

「で、ですよね！」

　途端に恥ち辱じよくと後こう悔かいで顔の熱が尋じん常じようじゃなくなる僕。ああ、ただの平日の放課後に僕はなんてクサい台詞をサラリと放ってるんだ……！　浮うかれているにも程ほどがある……！

「うぅ、忘れて下さい……」

　そう呻うめくと共に、恥ずかしさのあまり彼女から手を離はなして頭を抱える僕。と──

「あ……」

「？」

　──天道さんは、なにやら寂さびしそうな声をあげたかと思うと……次の瞬しゆん間かん、口元はマフラーに埋めたまま、もじもじと僕に切り出してきた。

「でも、あの、『それ』はその……やめなくても、よかったと、思います……」

「え？」

　一瞬なんのことか分からず戸惑うも、彼女の視線がチラチラと僕の手に注がれているのを見て、ようやく僕も気がつき、あせあせと応対する。

「あ……はい、そ、そうですか……」

「そ、そうです……」

「じゃ、じゃあ、あの、改めて、その……」

「は、はい……」

　そうして、互たがいにふるふるとぎこちなく手を握にぎり合う。最初は、握あく手しゆをするように。

『…………』

　けれど、そのままゆっくり歩きながらも徐じよ々じよに……相手の出方をさぐるように緩ゆるやかに、指同士を絡からませた所謂いわゆる「恋こい人びと繫つなぎ」というやつに移行していく僕ら。

『…………』

　……まぁ、わざわざ描びよう写しやするまでもないことだろうけれど。




　今や僕ら二人とも、完全に顔真っ赤＆無言だよね。




　いや、恋人である以上、二人で帰宅する際に手を繫ぐなんてのは「基本」みたいな形態な気はするんだけれど……正直、全然「日常」に落とし込めないよね。というか、もはや繫いだ手に意識の九割がいってしまって、会話とか無理だよね。下手すると今どこに向かって歩いているのかさえ、おぼつかないよね。殆ほとんど状態異常の域だよね。

『…………』

　そのまま、いったいどれほどの時間歩いたろうか。ふと気が付けば周囲の景色はのどかな田園風景から活気づく街並みに切り替かわっていた。

　横断歩道の信号で足を止めた僕らは、そこで思わず二人同時に「ふぅ」と息を吐はいてしまい、互いに顔を見合わせる。

『……ふふっ』

　互いが同じぐらい緊きん張ちようしていたことに不思議と安堵し、ようやく心に余よ裕ゆうが生まれる僕ら。と、天道さんが改めて何かに気づいた様子で横断歩道の先を眺め、微笑んだ。

「そういえば、あそこが始まりだったのよね」

「始まり？……ああ、そっか、そうですね」

　彼女の視線の先を追ってみて、僕もまた納なつ得とくする。そこにあったのは、一いつ軒けんのゲームショップだった。なんの変へん哲てつもない、うらびれた田舎いなかのゲームショップ。けれど……。

「そういえばあそこで、天道さんに初めて声かけて貰ったんでしたっけ」

「ええ。だから、私と貴方の全すべては、あそこから始まった」

「ですね。まぁ僕の方は一方的に天道さんのことを知ってはいましたけれど」

「あら、それを言ったら私だって、貴方のことは何度か見かけていたのよ？　流石さすがに名前までは知らなかったけれど……」

　少し申し訳なさそうにする天道さんに、僕は慌あわててフォローを入れる。

「いやいや、そりゃそうですって！　というか、天道さんに『音おと吹ぶき高校の男子生徒Ｃ』あたりと認にん識しきされていただけで、もう光栄すぎですよ。…………。……あの、ところで天道さんて、今はもう僕の下の名前、ご存じですよね？……あの、景太といいます」

「自分の交際相手にそんな自己紹しよう介かいしたの、貴方が人類初じゃないかしら！」

　天道さんは呆れた様子で嘆たん息そくして続けてくる。

「雨野君って、あの頃ころからそこの感性だけは一いつ貫かんして変わらないわよね」

「ま、そりゃモブキャラはお姫ひめ様と交際したところで結局モブキャラですからね」

　しれっと当然のことのように告げる僕に、天道さんは若じやつ干かんひきつりながらフォローを入れてくれる。

「さ、流石にお姫様と交際するキャラがモブキャラってことはないんじゃ……」

「いえあります。僕なんてせいぜい、お姫様が単身で大きな事件を解決した後の雑なエピローグで語られる『後に彼女は結けつ婚こんして幸せに暮らしましたとさ』という一文の中にかろうじてその存在が確認できる程度の男だと思いますよ」

「なんて悲しい自己評価をする人なのかしら」

「少なくとも僕に『立ち絵』はない」

「いや『立ち絵』って」

　すっかり呆れた様子で大きく嘆息する天道さん。その反応に、僕は少しだけ後悔する。

「（う、流石に自じ虐ぎやくが過ぎたかな……？）」

　ぼっち歴が長いせいか、どうもこの辺のバランス感覚がまだ分からない。「自分を卑ひ下げすることが、親しい誰かを傷つける」なんていう発想も、僕にはなかったのだ。

　でも確かに僕だって、大好きなゲームクリエイターが自分の作品をボロクソ言ってたら嫌いやなわけで。まぁ、かといって尊大すぎる発言していてもそれはそれで嫌だけれどさ。

　信号が切り替わり、僕らはゲームショップへと向けて歩き出す。しかしその間も、僕らの間に会話はなかった。

　……実のところを言えば、昨日からの「喧けん嘩か」だって、根っこにはこの問題がある。

　僕は天道さんのことが大好きで、心から尊敬していて……だからこそ、普ふ段だんよりも更さらに自分を卑下してしまうところがあって。天道さんが本当に譲ゆずれなかったのは、決して「子供のファーストゲーム」なんて馬ば鹿かげた話じゃない。その奥にあるモノ。




　僕、雨野景太が、自分という人間の価値を未いまだ頑がんとして認めないところ。




　そこにこそ、本気で腹を立てたのだ。

　それは実際、僕自身も重々承知している欠点だ。だから勿もち論ろん、改善できるところはしていきたいという意志も、当然あるのだけれども……。

「（だからと言って、一いつ朝ちよう一いつ夕せきでこの『性格』は変えられないよなぁ……）」

　自分に自信がないというのは、僕を構成する柱の一本だ。それを改善するというのは、猫ねこ背ぜの矯きよう正せいと同じぐらい根気よく取り組まねばならないわけで。

『…………』

　結局ろくな会話もないまま、なんとなくゲームショップへと足を踏ふみ入れる僕ら。

　と、前を往ゆく天道さんが、新作ソフトの陳ちん列れつ棚だなを一いつ切さい見ることなく通過した。一体どこに向かっているのかと不思議に思っていると、彼女は……意外な場所で足を止めた。

「天道さん？　ここって……ギャルゲーのコーナーですけど……」

「ええ、そう。……私が貴方に、初めて声をかけた場所ね」

「ああ、そうでしたね」

「あの時の雨野君、凄すごく緊張してたわよね」

「う……そ、そうでしたね。まぁ、今でも天道さんの前じゃ緊張しますけどね」

　僕は当時を懐なつかしみながら、棚を見やる。しかしそこに、あの時見ていたソフトはもうなかった。時は移ろい、状じよう況きようは変わっていく。

　だけど僕は……僕の内面は、あの頃から殆ど変わっちゃいない。

　相変わらず自信がなくて、相変わらずゲーム好きで、相変わらず不器用で。

　……勿論、だからといって「釣つり合あわない」なんて逃にげをかますつもりはない。むしろ逆だ。現状釣り合わないなら、少しでも釣り合うよう努力するだけで。

　そう。

　僕は大好きな天道さんと一いつ緒しよにいるためなら、この自信の無さを少しでも克こく服ふくし──

　──と、僕が決意を新たにした、その瞬間だった。

「ま、実際別に私はどっちでもいいんですけどね、雨野君自身の自己評価なんて」

　ここにきて天道さんが、いきなり大きくちゃぶ台返しをかましてきたのは。

「へ？」

　驚き、素すっ頓とん狂きような声をあげる僕。すると彼女は──

「だって」

　──と、特にタメを作るでもなく、さも「当然のこと」とでも言うように、サラリとその続きを告げてきた。




「貴方あなたが私にとって『世界で一番素す敵てきな人』である事実は、永遠に揺ゆらぎませんから」




「…………」

　その言葉に、いっそ目め眩まいを覚える程の勢いで胸を撃うち抜ぬかれる僕。

　どうしようもない今の自分を、しかしその全部をひっくるめて、全肯こう定ていしてくれる存在。

　そんなものが、この世界に存在しうるとは。いやそれが恋人なのか。だとしたら、これまでは信じられなかったアホみたいな行動を取るカップルが街中に溢あふれているのも理解できる。

　これは……駄だ目めになる！　人として、駄目になる！　だから甘えちゃいけない！

　甘えちゃいけないけど…………。……どうしよう、それでも幸せすぎて辛つらい。涙なみだ出そう。ごめん噓うそ。もうほんのり泣いた。すぐ拭ぬぐったけど。

　一人気持ち悪く悶もだえていると、天道さんは心底不思議そうに僕を覗のぞき込んできた。

「？　あれ？　どうしました、雨野君？　なんか顔赤いですよ？」

　どうやら、マジで自分がどれほど破は壊かい力のある発言をしたのか分かっていないようだ、この人。僕はなんだか自分だけ照れているのが酷ひどく悔くやしくて、思わず顔を腕うでで隠かくしながら悪態をついてしまった。

「く……！　こ、これだから、信念持ったナチュラルガチ勢ってヤツは！　恥はずかしげもなく、よくもまぁそんな恥ずかしい言葉を堂々と……！」

「な──」

　と、その言葉に普通にカチンときた様子で天道さんが反論してきた。

「なんですか!?　また『ガチ勢』とか言って！　やりますか？　やるんですか!?」

「え、やりませんよ。っていうか、すぐ喧けん嘩か腰ごしになりますよね、天道さんって」

　彼女の子供っぽい反応を受け、思わず素で言い返してしまう僕。と、どうやらそれが更に気にくわなかったようで、天道さんは勢いを増してつっかかってきた。

「はぁ!?　貴方から喧嘩ふっかけてきておいて、そういうこと言いますか!?　あー、やだやだ、これだから勝手に大人気取った勘かん違ちがいエンジョイ勢男子って、ホント……」

「ちょ、それは聞き捨てなりませんね。目が合っただけですぐにバトルに持ち込む人よりは僕らの方が全然マシでしょう。ポケモ○トレーナーじゃあるまいし」

「な、なんですって!?」

「なんですか」

　そうして、交際二日目にして、二度目の大喧嘩に突とつ入にゆうしていく僕ら。

　それは、約一年前、ここで出で逢あった頃には、おおよそ考えられなかった未来で。

　けれど。




　それは確かに、僕らがこの一年を積み上げたからこその、現実で。

「だいたい雨野君って、前から──」

「いやいや、天道さんの方こそ出逢った時から──」

　小声で喧嘩を継けい続ぞくしながらも、周囲に迷めい惑わくをかけないようこそこそと退店していく僕ら。

　その時ふと、何気なく眺ながめた新作コーナーには。

　時の移ろいを示すかのように「きんいろ小細工３」が陳列されていたのだった。








【亜あ玖ぐ璃りとファミレス会エクストラ】






「そのうち二人で個室露ろ天てん風ぶ呂ろつきの宿にでもしけこまない？　あまのっち」

　放課後のファミレスで突とつ如じよ切り出される、彼氏持ち女子高校生からの淫いん靡びで背徳感に満ちた誘さそい。

　そんな提案に対し、僕、雨あま野の景けい太たは──

「ああ、いいですねー、それ」

　──温かい緑茶をずずっとすすりながら、ほっこりと応じた。と、隣となりからこちらの会話を盗ぬすみ聞ぎきしていたらしき見た目やんちゃなカップルが「なんだそのリアクション」とでも言わんばかりにギョッとこちらを窺うかがってきたものの、僕はそれをスルーして淡たん々たんと続ける。

「確かに、たまにはファミレスじゃなくて、景色のいい部屋でまったりしながら、互たがいの彼氏彼女に関する報告会とかしたいですねー」

　その言葉に、今度は「おいおい、お前ら互いに彼氏彼女いんのかよ！」という軽けい蔑べつ含ぶくみの目つきで睨にらんでくる隣りん席せきのヤンキーカップル。

　しかしアグリさんもまたそんな二人のリアクションなど気にしない様子で、ホットレモンティーで唇くちびるを湿しめらせつつ続けてきた。

「いやいや、どうせなら温泉入りながら話そうよ、あまのっち」

「いや温泉は男女別でしょ──って、ああ、個室露天風呂なら問題ないのか」

『（あるよ！）』

　なんか隣の男女が小声でツッコミを入れてきている気がしたが、僕らは構わず会話を継続した。

「あ、でもアグリさん、僕ら二人で温泉浸つかるのって……もしかして、まずいんじゃ？」

『（今気づいたの!?）』

「あ、そうかも、この前二人でお風呂入れる的な話したら、なんか変な空気になってたもんね、お互いのパートナー」

『（そりゃなるよ！）』

「ですねー。一見、浮うわ気きっぽいですもんねー」

『（一見どころか普通に浮気だろ入浴は！）』

「だよねー。でも実際浮気してないんだから、これギリセーフ案件じゃない？」

「……確かに。ギリ、セーフかもです」

『（バリバリアウトだわ！）』

「だってよく考えたら、亜玖璃とあまのっちの二人で温泉入るのなんて、皆みんなでプールで遊ぶのと同じじゃない？　なにもやましいことないじゃん」

「ですよね。むしろ天てん道どうさん達が何に引っかかっているのかわからない」

『（分かれよ！）』

「あー、でも言われてみれば、祐たすくと天道さんが二人で温泉行ったらやだよねー」

「そりゃイヤですよ。上うえ原はら君のモツ抜きますよ」

「うん、亜玖璃も天道さんをおろし金にかけるよね」

『（サイコパス！）』

「でも亜玖璃とあまのっちは、なんていうか、別べつ枠わくじゃん？」

「別枠ですね。僕ら二人の間あいだ柄がらに嫉しつ妬とするとか、ちょっと意味わかんないです」

『（勝手だなおい！）』

「あれだよね。亜玖璃にしてみたら、あまのっちとのこと疑われるのって、父親と寝しん食しよく共にしていることを浮気と責められるような意味わからなさなんだよね」

「ああ、それ超ちよう分かりますわー。天道さんと上原君が二人で出かけたらそれはもう浮気ですけど、僕ら二人は入浴しても浮気じゃないんですよね」

「だよね。それどころか、キスしてもハグしても裸はだかで寝ねても浮気じゃないレベルだよ」

「ですね。いっそ、籍せき入れても大だい丈じよう夫ぶなぐらいです」

『（何が!?　え、それ……もはや何!?）』

「……なんかこんな話してたら、どんどんマジでやりたくなってきました、ファミレス会ならぬ、温泉会」

「亜玖璃も。いいよねぇ、温泉。…………。……よし、あまのっち、こうなったら……」

「ええ、アグリさん。流石さすがに互いのパートナーに黙だまって週末潰つぶすのはアレですから……」

「そうだね。じゃ一いつ旦たん、とりあえず、祐と天道さんに……」

　そこで僕らは互いに目を見合わせて頷うなずき合うと、二人、声を合わせて結論を呟つぶやく。




『許可を求めてみよう』




　その瞬しゆん間かんだった。

『いや通らねぇから！』

　隣のヤンキーカップルが、遂ついに耐たえきれなくなった様子で僕らに激しくツッコミを入れてきたのは。




　　　　＊




「いやマジでビビッたね、あまのっち。まさか、初対面のカップルに怒おこられるとは……」

「はい。なにより凹へこむのは、あちらが普通にいい人達だったことですよね」

　隣席のヤンキーカップルにツッコミを受けてから約十分後。ヤンチャな見た目に反して僕らのことを真ま面じ目めに𠮟しかりまくった二人は、なにやら映画の時間が迫せまってきたとかで、明らかに僕らに後うしろ髪がみ引かれる素そ振ぶりを見せつつもつい先さき程ほど退店。

　そうして、それを見送り終えた僕らはと言えば現在……軽い反省会へと突入していた。

　アグリさんがすっかり冷めたレモンティーを飲み干して呟く。

「なんだろ、やっぱり亜玖璃達って、客観的に見てズレてんだろうね、これ」

「でしょうね。赤の他人にここまでツッコまれるとなれば、いよいよ認めざるを得ませんよね。……僕らがズレてるっぽいと」

　そこで二人、大きくため息をつく。

「仲の良い姉し弟ていや友達でお風呂入るとか、普通だと思うんだけどなぁ、亜玖璃」

「そうなんですけどね……。……でも確かに、天道さんと上原君が二人でお風呂入ってるの見たら、僕ら号ごう泣きゆう待ったなしですよね」

「そうなんだよねー。それが、一いつ般ぱん的な考えなんだろうねー。……飲み物貰もらってくる」

　言って、席を立つアグリさん。僕は窓から雪解けの始まった外の景色を眺めつつ、すっかり冷めた緑茶の渋しぶい残りを飲み干した。

　…………。………………ふむ。

「（…………。……いやまぁ、そうは言っても、流石に裸はドキドキするか）」

　ゆっくりと冷静に考えた結果、そんな結論に至る僕。いや、別にこれまでも噓うそをついていたつもりは全くないのだけれど、一方で真面目に想定もしていなかったわけで。でもいざ真しん剣けんに検討してみると、いくらアグリさん相手と言えど裸でお風呂は流石に──

「お、お待たせ、あまのっち」

　──と、僕がそんなことを考えていると、アグリさんが炭酸飲料を持って向かいの席に戻もどってきた。……なぜかほんのり赤面して、実に気まずそうな表情で。

『…………』

　どうやら、あちらも飲み物を取りながら僕と似たような思考経路を辿たどったらしい。僕らは無言で飲み物に口をつけた。……僕の緑茶は空だったけど。

　僕は気持ちを整えるべく一いつ旦たん離り席せきすると、冷たい烏龍ウーロン茶ちやを貰ってくる。そうして、ストローを使うこともなく一息に七割程飲み干すと、改めてアグリさんに切り出した。

「ま、まぁ、二人で温泉はやめときましょうか。……その、変な意味じゃなく、恋こい人びとに悪いんで」

「だ、だね。変な意味じゃなくね。うん。悪いもんね、うん」

　言って、互いにズズズと飲み物を啜すする。……なぜだろう、余よ裕ゆうで個室露天風呂入れるとのたまった時より遥はるかに、変に意識して取りやめた今の方が罪悪感が大きかった。

　アグリさんが咳せき払ばらいして話を切り換かえてくる。

「え、えーと、逆にあまのっち、天道さんと旅行行く予定とかないわけ？」

「そ、そんなのあるハズないじゃないですか！　恐おそれ多い！」

　思い切り否定する僕。アグリさんが呆あきれた様子で見つめてくる。

「いや恐れ多いって……」

「アグリさんこそ、上原君に旅行誘われたりしてないんですか？」

「ハッ、あるわけないじゃん。だって祐だよ？」

「酷ひどい言い草すぎるでしょう……」

　今度は僕が呆れる番だった。僕らは互いに顔を見合い、同時にため息をつく。

　──と、その直後。

『……ぷっ、あはははははは！』

　そのあまりに──あまりな「いつも通りのファミレス会」をしてしまっている自分達の姿に、僕らは思わず吹ふきだしてしまった。

　ひとしきり大きく笑い合った後、目め尻じりの涙なみだを拭ぬぐいながらアグリさんが呟く。

「なにやってんだろうね、亜玖璃達。お互い正式にカップル成立した直後の超幸せな時期のハズなのに、早さつ速そくこれだもんねー」

「ですね。なんだろ、アグリさんと僕とでファミレス来ると、むしろこれまで無かった問題が浮ふ上じようしてくる感までありますよね」

「あ、分かるー。なんだろね、これ。元々は二人で協力して問題を解決するためのファミレス会だったはずなのに、今や問題を発生させていることの方が多いかも」

「じゃあやめます？」

「やめないけどさ」

「ですよね」

　二人、底意地の悪い笑えみを交かわし合う。……互いに正式な交際が始まった今でも、僕らはこれを止やめるつもりなんかなかった。この行動を上原君や天道さんに「悪い」と思った時点で、それこそ本当の浮気になってしまうと考えているからだ。

　…………

　……ま、まぁ、そういう意味で二人で個室露ろ天てん風ぶ呂ろレベルだと流石に「悪い」と思ったわけだけれど……。……こほん！　と、とにかく。

　僕らは二人、窓から街を往ゆく人々を見つめながら会話を続ける。

「アグリさんは引きそうですけど、僕『交際の開始』って、イコールで一つの物語のゴールというか、到とう達たつ点だと思っていたんです。……ギャルゲー的観点から」

「なにそれ、引くわー。マジキモいんですけど」

　案の定引かれた。「マジキモい」という、攻こう撃げき力高すぎるオマケ付きだ。しかし僕はそれに負けじと、なんとか先を続ける。

「でも、なんていうか、当然なんですけど現実は違ちがいますよね。スタッフロールやエンディングが流れないどころか、物語は続くし、それどころかまだバリバリ好感度の数値も上下して、最悪、鬱うつ展開にだって入る。結局なにも区切られてなんか、いなくて」

「そうだね。もっと言えば、話を結けつ婚こんに置き換えたところで、そうなんだと思うよ。悲しいことに、安あん泰たいとか永遠なんてものは、そうそう転がってないんだよねー、この世界」

「ですね。でもだからこそ──」

　僕はそこで一いつ拍ぱく置くと、アグリさんの目を正面から確しつかり見み据すえて告げる。




「──アグリさんとのファミレス会だけは、一生続けたいです、僕」




　僕の言葉を受け、アグリさんは一瞬キョトンとするも……すぐに、呆れたように笑った。

「なにそれ、プロポーズ？」

「ある意味そうかもですね。一生一いつ緒しよにいて下さいと言ってるんで」

「きゃっ、照れるー」

「吞のみ友として」

「うわっ、萎なえるー」

「あ、『ズッ友』と言い換えてもいいです」

「余計萎えるからやめて。まあ言いたいことは分かるけれど……」

「そうですか。それは良かっ──」

「あ、じゃあ指輪ちょうだいよ、あまのっち。愛情こめなくていいから、高いやつ」

「最低だなこのズッ友」

　僕は呆れながらも、とりあえずテーブルの上に放ほうられていたストローの包み紙を手に取ると、テキトーに丸めて指輪を作り、それをスッと差し出してみた。アグリさんがそれを摘つまんで、露ろ骨こつに不満げな表情を見せてくる。

「うーわ、一番要いらないタイプの来た」

「誓ちかいを立てるのに高価さなんて関係ないじゃないですか」

「地味にいい台詞せりふっぽいのが余計うざい……仕方ないなぁ」

　アグリさんは苦く笑しようしつつもそれを左手中指にすんなり塡はめる。そして……

「あ、じゃあ亜玖璃もあまのっちに指輪あげるね」

「え、マジっすか。じゃあ後で換かん金きんしやすい高いのを──」

「はい、とても高い──温度で揚あげたタマネギ」

「オニオンリングじゃないですか！」

　すっかり冷めたオニオンリングを差し出してくるギャル。僕はそれを渋しぶ々しぶながら受け取ると、躊躇ためらいながらも「サク……」と中指に塡めた。

「……あ、油でギトギトする……！」

「《１８０カラット》でございます」

「百八十度の油でカラッと揚げたものを《１８０カラット》とは言わない！　しかも今は完全に冷めてるし！」

「ふ……果たして冷めたのは、指輪か、愛情か……」

「揚げ物と友情ですよ！　なにこれ！　早く外したいんですけど！」

「ひどーい、あまのっち。それ外したら、絶交だかんね」

「無理ゲーが過ぎる！　頑がん張ばっても数日で腐くさりますけど、これ！」

「だったらそこが友情の終わりだよね。まぁ、その前に亜玖璃がこれ外すけど」

　そう言って僕のあげたストローの包み紙でできた指輪を外す──どころか、ちぎろうとするギャル。

「いやなんでですか！　なんで僕より貴女あなたの方が先に脱だつ落らくするんですか！」

「だってキモいし、ゲーオタが汚きたない指で作った包み紙リングとか」

「悪あく魔まか！　ギャルの余らせたオニオンリングの方が遥かに指輪として悪質ですよ！」

「食べられるだけマシじゃん。こっち食べられないからね。つまりゴミ」

「指輪の評価基準おかしくないですか!?」

「なんにせよ、この指輪をヨスガとしたら、亜玖璃達の友情は、超ちよう短いよね」

「う、ぐ！　わ、分かりました！　じゃあ、指輪が成り立っている間に、宣せん誓せいでもしましょう！　それをもって、永遠の友情の誓いとします！」

「うん、行こう為いがいよいよ結婚式めいてきているけど、浮うわ気きじゃないの、これ？」

「友情を誓う行為の何が浮気なもんですか」

「まぁ、そう言われたら、そうかもしれないけどさ。……まいいや、だったらさっさと済ませちゃおう、あまのっち。包み紙指輪、外したいし」

「それは僕の台詞です。早く油が拭ふきたい……」

　なんかもう、中指の根元がぬっとぬとだ。そして基本真ま面じ目めに育ってしまった自分としては、今や「食べ物で遊んでいる罪悪感」もむくむくと湧わき始めているため、もうとっととこのオニオンリングを食べてしまいたくて仕方ない。「スタッフが後で美味おいしく頂きました」の一言を添そえたくて添えたくて、仕方ない！

「じゃ、始めようか、あまのっち。……えーと、指切りでもしとく？」

「ああ、いいですね、それ。誓いっぽいです」

　僕らは互たがいにファミレスのテーブル上へと最低の指輪を塡めた手を差し出し合うと、その手の小指で指切りを交わした。

『…………』

　な、なんだこの気まずい空気は。どうも無言なのもアレっぽいので、とりあえず僕が神父的なものも兼かねて、テキトーに誓約の言葉を口にしてみた。

「えーと、健すこやかなる時も、病やめる時も……懐ふところが温かい時も無一文の時も、ゲームの発売日も注目実じつ況きようの配信日も、これを愛し、これを食し、これを慰なぐさめ、これを助け、その命ある限り、ドリンクバーで粘ねばることを誓いますか？」

「いやだよ。特に病める時と無一文の時にまで使いたくないよ、ドリンクバー」

　普ふ通つうに断られた。おかしいな。こういう誓約の言葉が断られるとことか、見たことないんだけど、僕。……仕方ない。

「……では、無理のない範はん囲いで、ファミレス会を定期開かい催さいすることを誓いますか？」

「なんか凄すごい緩ゆるくなったね誓約。でもまあそれなら……。……はい、誓います」

「よろしい。では誓いの──」

「ち、誓いの？」

　頰ほおを赤らめ、緊きん張ちようした面おも持もちで僕を上うわ目め遣づかいで見てくるアグリさん。

　僕はそんな彼女に──思い切って、要求する。

「誓いの──年会費を」

「年会費！」

「週二回開催で、年会費二十万円になります」

「高いよ！」

「ちなみに予定回数開催されなくても、払はらい戻もどしはございませんので、ご了りよう承しよう下さい」

「やり口が殆ほとんど詐さ欺ぎだよ！　亜玖璃、なに誓わされかけてるの!?」

「さぁ、アグリさん。僕を想おもうなら──年会費を」

「いやそんな『想い』の表現方法でいいの!?　あまのっち!?」

「…………。………………。……ちっ。…………。……冗じよう談だんですよ、冗談」

「いや今ちょっと待ったよねぇ!?　冗談の一言で取り下げる前に、数秒だけ亜玖璃が引っかかるのを待ったよねぇ!?」

「そんなことないですよ。仕方ないですね。そんなに誓いの年会費がいやなら、代わりに、誓いのキスでいいですよ、キスで」

「こんなにぞんざいな扱あつかいされた『誓いのキス』を、亜玖璃は他ほかに知らないよ」

「ほら、早くキスして下さい。できるだけに熱ねつ烈れつに。ほら、ほら」

「え、ええ？　あ、あまのっち、それ、本気──」

「ええ、是ぜ非ひキスして下さい──このファミレスのテーブルに」

「誓い方がえげつないよ！」

「でもファミレス会の誓いなんですから、ファミレスに接せつ吻ぷんするのが筋でしょう」

「人としての筋をもっと重視しようよ！」

「え、アグリさんもしかして、僕とキスしたかったんですか？」

「デリカシーゼロか！　ってか違うし！　別にあまのっちとキスはしたくないよ！　でもファミレスのテーブルともキスしたくないの！」

「じゃあもう勝手に好きなものにキスしたらいいじゃないですか、気が済むまで」

「なんで亜玖璃がキス魔まみたいな扱いなの!?　っていうか、ぶっちゃけキス以外でも良くない？　誓いの行為」

「なるほど、じゃあ杯さかずきに互いの血を注いで吞み合いますか」

「それは重いよ！　おおよそファミレス会の誓いとは思えないダークさだよ！」

「じゃあ『ルネッサーンス』の言葉とともにワイングラスを鳴らしますか」

「今度は軽いよ！　うざったい飲み会の悪ふざけのテンションだよ！」

「互いの家の墓前で手でも合わせますか？」

「だから重いって！　バランス取り下手か、あまのっち！」

「剣けんを掲かかげて打ち鳴らしますか」

「剣どこ!?」

「…………。我ら二人、生まれし日、時は違えども──」

「それ桃とう園えんの誓い！」

「このネタにギャルが的確なツッコミを入れてくれたことに今僕、感動してます」

「どうでもいいよ！　ああ、もう、なんかないの、亜玖璃達らしい誓いの行為！」

「そう言われましてもねぇ。桃園の誓いみたいに酒を酌くみ交かわすわけにも──」

　と、そこまで言いかけたところでとある妙みよう案あんを思いついた僕は、「ちょっとすいません」とアグリさんに断りを入れて、席を立つ。そうして数分後。両手にコップを持って席に戻ってきた僕を、アグリさんが不思議そうに見上げて訊たずねてきた。

「えーと、あまのっち？　なにそれ、どうしたの？」

「飲み物ですよ。はい、一つどうぞ、アグリさん」

　アグリさんの前に片方のコップを置きつつ、自分の席に戻る僕。アグリさんはしばしそのコップを不ふ審しんそうに観察した後、何かを察した様子で鼻を近づけて、顔を顰しかめた。

「……なにこれ。なんか……色んな匂においするけど。あまのっち、まさか……」

「そのまさかです。この店の飲み物、全部ミックスしてきました」

「げ」

　身を仰のけ反らせるアグリさん。いや、あんたも以前似たようなことしてたろうに……。

　僕は説明を続ける。

「これを、互いに飲み干しましょう。一息で」

「正気か、あまのっち」

　ドン引きのギャル。僕はそれに対し、こくりと頷うなずき返す。

「僕らにぴったりでしょう？　それに、もう作ってしまった以上、残すのは罰ばち当あたりです。ちゃんと美味しく頂きましょう」

「いやあまのっちが勝手にやったんじゃ……」

「オニオンリングを指輪にしてきた人に文句を言う権利はないです。これつけたまま、人前で飲み物混ぜてきたんですからね、僕」

　正直傍はたから見て完全にアレなノリの最低男子高校生だった。僕は絶対に友達になれないタイプだ。オニオンリング指にはめて飲み物混ぜているヤツ。でも実際のとこ真しん剣けんにやっているんだから、仕方ない。

　僕の覚かく悟ごを見て、アグリさんがいよいよ折れる。

「はぁ……分かったよ。飲むよ。飲めばいいんでしょう？」

「はい。全部を、一息にですよ？」

「それがネックだけど……まぁ、『誓ちかい』としては丁度いいかもね」

　アグリさんの覚悟が決まったところで、僕らは互いにコップを持ち上げる。

　そうして──二人微笑ほほえみ合うと、誓いの言葉を告げた。




『我が最愛なる友達に！』




　そうして二人、コップを勢い良く傾かたむけてぐびっと中身をあおる。……不味まずい。とてつもなく不味い。一息に、とは言ったが、とてもじゃないが一気に喉のどを抜ぬけていかない。

「……くぅ！」

　仕方なく二人とも目を瞑つぶり、こくこくと、少しずつ喉に流し込んでいく。そうして、一体どれほどの時間がかかっただろう。

「……ぷはぁ！」

　二人同時に謎なぞ液体を飲み干し終えた僕らは、コップをタンッとテーブルに置くと、その「試練を乗り越こえた」が故ゆえのテンションのまま……互いを熱く見つめ合い、今一度指輪をした手で小指を絡からめ合うと、無む駄だに愛情たっぷりの声こわ音ねで誓い合った。




「これからも一生（友達として）僕の傍そばにいて下さいね、アグリさん」

「勿もち論ろんだよ、あまのっち。亜玖璃の心は、永遠に（友達として）あまのっちと共に！」




　プロポーズの成じよう就じゆ。永遠の友情の誓い。それは僕の人生史上トップ３に入る程ほどの、あまりに感動的で、素す晴ばらしく美しい一場面だったのだ。

　…………そう。




『…………は？』




　──いつの間にか、先程のカップルが出て行って空いた隣となりの席に、上原君と天道さんが着席してさえ、いなければ。

　途と端たん、凄すさまじい勢いで立ち上がり大声をあげ始める金きん髪ぱつ女子とリア充じゆう男子。




「ちょ、雨野君、それどういう──」「亜玖璃！　お前やっぱり本当は雨野のこと──」

『…………ああ、もう……！』




　＊　以下「いつもの流れ」なので省略させて頂きます。








【星ほしノの守もり心春このはと初はつ恋こいファンディスク】






「あの……いい加減、そろそろ僕の方の本題に入っちゃ駄だ目めですかね？」

「駄目ですね」

「そうですか。…………えと、あの、僕の方はかなり大事な恋れん愛あい絡がらみの話で──」

「無駄口叩たたく暇ひまあったら、ちゃんとエロゲ探して下さいよ、センパイ」

「あ、はい、すいませんでした」

　コノハさんにすげなく意見を却きやつ下かされ、僕は再び黙もく々もくと作業へと乗り出した。

　夕ゆう陽ひの差し込む碧へき陽よう学園生徒会室の中。ブルーシートの敷しかれた床ゆかに腰こしを下ろした僕は、脇わきに置かれたカビの生えた段ボール箱を開いては、舞まい上がる埃ほこりにイチイチ噎むせては乱雑に詰つめられた中身を一つ一つ丁てい寧ねいに確かく認にんしていく。

　ちなみに今回僕の開けた箱には、「生徒会の一存」というライトノベルの見本誌と思おぼしきものがギッチリ詰まっていた。この箱の底の方にエロゲが隠かくされている可能性など、殆どないに等しい。が、コノハさんによれば、

「ここまで来ると、まさかのマイクロＳＤカード媒ばい体たいという可能性すらあります！」

　とのことなので、わざわざ本を一冊ずつ取り出しては、念のためぱらぱらと「生徒会の一存」を捲めくっていく。と──

「あ、センパイ、ちゃんとカバーも外してみて下さいね」

「……へーい」

　言われたとおり、カバーを外して表紙裏も確認してみる。……当然、なにもない。うん。丁寧にカバーをかけなおし、次の「生徒会の一存」の確認へ。

「…………」

　一冊の確認にかかる時間はおよそ十秒。箱の中をザッと見る限り、収められている冊数は百冊近く。つまりは集中して作業してもこの一箱を調べるだけで千秒──十五分以上はかかるわけで。そしてそんな僕の脇には、まだ未確認の段ボール箱が十箱以上も積み上がっていたりする。

　ふと壁かべ掛かけ時計を見上げると、時刻は午後六時を回ろうとしていた。僕がここに到とう着ちやくしたのが午後四時半前だから、もうかれこれ一時間半も作業していることになる。

　僕はごくりと唾つばを飲み込むと、覚悟を決め、人見知り系ぼっち男子としては異例とも言える提案を切り出すことにした。

「……あの、コノハさん？　もしよければ、もう少し人手を増やすわけには……」

　しかしコノハさんはそれに対し、作業の手をとめることもなく鼻で笑って返してきた。

「フッ、これだから人間関係の素人しろうとは……」

「人間関係の素人」

　ぼっちに対する新しん鮮せんなパワーワードにも程があった。コノハさんは続けてくる。

「いいですか、センパイ。あたしはセンパイと違って、クラスメイトの集合写真に写り込んだら、気味が悪いからとフォトショで消されるような人種じゃないんですよ？」

「なんて扱あつかいだよ僕。流石さすがにそこまでじゃないと思う……けど。……多分……」

　酷ひどい言いがかりに確信を持ってツッコミを入れられない自分の境きよう遇ぐうが悲しすぎた。

　しょんぼりする僕とは対たい照しよう的に、コノハさんは胸を張って「その点このあたしは」と続けてくる。

「碧陽学園の頂点にして皆みんなの憧あこがれの超ちよう絶ぜつ美少女生徒会長、星ノ守心春ですよ？」

「？　いや、だからこそ、僕と違って手伝ってくれる人はごまんといるんじゃ……」

「甘いですねぇ、センパイは。むしろ、そんなあたしだからこそ──」

　彼女はそこで少し溜ためると──次の瞬しゆん間かん、妙みように切実な表情で訴うつたえてきた。

「──他人に『《伝説のエロゲー》を一いつ緒しよに探して！』なんて恥はじ知しらずな頼たのみができるはず、ないじゃないですか！」

　涙なみだ目めのコノハさん。確かに彼女の言い分は分からないじゃないものの、しかし……。

「でも、それは変だよ。実際キミ、僕には普ふ通つうに要よう請せいしてきたじゃない」

「そりゃそうでしょう。だってセンパイはあたしにとって、全然他人じゃないので」

「え……？」

　その言葉で不意に先月好意を告げられたことを思い出した僕は、思わず頰ほおを赤らめる。

　コノハさんは潤うるんだ瞳ひとみで僕を見つめると、艶なまめかしく唇くちびるを湿しめらせて、続けてきた。

「だって、あたしにとってセンパイは──」

「……ごくり」

　もしかして僕は、今一度、切ない告白を受けてしまうのだろうか──




「センパイは──『快楽の友』なので」




「うん、エロゲ仲間ね！　やめてくれる、その凄まじくいかがわしい表現！」

「いや『エロゲ仲間』も大たい概がいだと思いますけど……」

「ぐ……！」

　悔くやしいぐらいに至し極ごく真っ当なツッコミだった。僕は咳せき払ばらいして続ける。

「ま、まぁ、それはさておきさ。それなら皆に『エロゲ探してる』とは言わなきゃいいんじゃないの？　単純に、昔の生徒会が残した『データ媒体』を探している、ぐらいの表現に留とどめておけば、それで充じゆう分ぶん人手は集まるんじゃないかと……」

「ハッ、これだからキャラ説明に三行要いらない系男子は」

「ねぇ、キミって一ヶ月前本命チョコくれた人だよね？　あれ幻まぼろし？」

「あたしはセンパイの浅せん薄ぱくさに呆あきれているんです。いいですか？　そうやって人手を増やしていざ《伝説のエロゲー》を見つけたとして、もしその発はつ掘くつされた媒体表面に『痴ち漢かん陵りよう辱じよく白はく濁だくスペシャル』とか書かれちゃっていたら、どうなると思います？」

「…………場の空気が死ぬことは明白ですね」

「でしょう？　下手すると即そく廃はい棄きの流れにまでいきますよ。あたしたちみたいなオタク属性皆かい無むの一いつ般ぱん人によるエロゲへの拒きよ絶ぜつ反応、甘く見ないことです」

「それはもう、僕自身、骨身に染しみるほど理解しているけどさ」

　たまに会う親しん戚せきのおばちゃんのインドア趣しゆ味みに対する理解のなさとか、アグリさんの比じゃないからね。でもそれは決して異常なわけじゃなく、極きわめて一般的な感性なわけで。

　コノハさんはこくりと頷いて続けてくる。

「だからこそ、この作業は秘ひ密みつ裏りに行わなきゃいけないんです。あたしとセンパイという──『悦えつ楽らくに溺おぼれし者達』で」

「うん、エロゲ仲間ね。やめてくれる、そのいかがわしい表現。僕、彼女持ちなんで」

「いや他校の美少女と密室でエロゲを探してる時点で、もうアウトな気がしますけど」

「ぐ……！」

　至極真っ当なツッコミだった。これだから、頭のいい変態さんは……！

　しかしそれでも僕はせめてもの反論をせんと、コノハさんを睨にらみ返す。

「そ、そもそも僕は今日、こんなエロゲ探たん索さくじゃなく、かなり遅おそくなったホワイトデーの『お返し』及および『お返事』をするべく、貴女あなたに会いに──」

「ほら、口ばっかり動かしてないで、腰も激しく動かして下さいセンパイ」

「手ね！　ただ文庫本開く作業に、腰要らないからね！」

「あぁ、そんなに激しくツッコむと、あたし……壊こわれちゃいますよぉ、センパイ」

「なんか今軽く勘かん違ちがい案件狙ねらわなかった!?　生徒会室の外で誰だれかがこれ聞いちゃうパターンとか想定してない!?」

「あ、ちなみに今日はお姉ちゃんを迎むかえに呼んであります」

「畜ちく生しよう、やりやがったなこの妹！」

　僕は慌あわてて立ち上がると、生徒会室の戸をガッと開いてみる。が、そこには特に誰もいなかった。一応首を出して左右も確認してみるも、薄うす暗ぐらい廊ろう下かはシンと静まりかえり、誰かがいた形けい跡せきさえなかった。

　コノハさんが悪びれもせず「あ、そういやまだ呼んでませんでした」などとのたまう。

　ホッと胸をなで下ろしながら後ろ手に戸をしめつつ作業場所に戻もどると、彼女はなぜか小こ悪あく魔ま的な笑えみを浮うかべて僕を見つめていた。

「ふふっ、今のセンパイの動き、なんかやらしー。ホントに浮うわ気きしているみたい」

「してないから。っていうか、なんで僕は浮気をしてないのに『浮気発覚の恐きよう怖ふ』だけは存分に味わわされてるのさ。ちょっと理り不ふ尽じんすぎない？」

「じゃあ、折角だからホントに浮気しちゃいます？」

　言いながら、胸むな元もとのリボンタイに指をかけて上うわ目め遣づかいで見つめてくるコノハさん。

　僕は大きく嘆たん息そくすると、エロゲの捜索に戻りつつ淡たん々たんと切り返した。

「口より手を動かして下さい、コノハさん」

「あらあら、うふふ、センパイは、口よりも手が好きなんですね？」

「はいはい、もうそれでいいですから」

「……ぶー。なんか今日のセンパイ、ノリ悪くてつまんなーい」

　僕が全然ノッてこないため、不満そうに頰を膨ふくらませるコノハさん。それでも僕は彼女の方は見ずに、黙々と作業を続けていく。するとコノハさんもまた、どこか渋しぶ々しぶといった様子で自分の作業に戻っていった。

「…………」

　碧陽学園生徒会室に、二人の無機質な作業音だけが響ひびき渡わたる。

　……別に僕は、コノハさんに本気で怒おこっているわけじゃない。

　むしろ逆だ。

　今日の僕は、コノハさんにいつも以上に気を遣い……だからこそ、軽いセクハラ的なノリに、どう反応していいか分からなかっただけなのだ。

　なぜなら僕は、今日。

　彼女、星ノ守心春さんを──




　──手酷く振ふる目的で、この碧陽学園生徒会室を訪おとずれたのだから。




　　　　＊




　もう春休みも目前の本日。ホワイトデーからは約一週間も過ぎてしまったこの時期に至ってようやく、僕はコノハさんと二人きりで話す機会を得ることに成功した。

　が、こうしていざ指定された放課後の碧陽学園生徒会室を訪れてみても、ご覧の通り、「僕側の本題」たる「告白へのお返事」はまだ切り出せていない。

　それどころか、代わりにコノハさんの兼かねてからの探さがし物──碧陽学園生徒会室に眠ねむるという、実に眉まゆ唾つばな伝説のエロゲ探しにまで巻き込まれてしまっている有様だった。

「…………」

　探索作業を黙もく々もくと続けながら、ちらりとコノハさんの様子を窺うかがう。と、彼女もまた僕の様子を窺っていたらしく、一瞬目が合ってしまった。これはチャンスだと思い、僕はホワイトデーのお返しに関する話題を切り出そうと口を開きかけるも、コノハさんはまるでそれを潰つぶすように視線を逸そらしながら声をあげてきた。

「あー、あたしちょっと、資料棚だなの方確かく認にんしてみますね」

「え？　あ、うん、わかった」

　言うや否いなや立ち上がり、完全に僕に背を向けるカタチで作業を始めるコノハさん。僕はその華きや奢しやな背中をジッと見つめる。……どうやらこれはもう、僕の思い過ごしとかじゃないと確信していいだろう。




　近ちか頃ごろの彼女は、明らかに僕の「返事」を、避さけている。




　思い返してみれば、この一週間ずっとそうだった。勿もち論ろん、ホワイトデー当日に会えなかったことに関しては、彼女なりの、僕らに対する「気遣い」の賜たま物ものだというのは分かっている。だからそこにはただひたすらに感謝しかない。

　けれど、その翌日以降の──僕がどれだけ予定を訊たずねても「終日忙いそがしい」の一点ばりだったここ一週間に関しては、明らかに「気遣い」の範はん疇ちゆうではなかった。どう考えても、僕との接せつ触しよくを避けていたわけで。

　けれど僕側にしてみれば、ホワイトデーのお返しは勿論、大事な「告白への返事」を保留したままズルズル日にちを重ねてしまうのは絶対嫌いやであり。そのため、基本人見知りで弱気な僕にしては珍めずらしく、ぐいぐいと攻せめの姿勢で食い下がりまくること一週間。

　本日、遂ついにコノハさんを根負けさせ、生徒会室で会う約束を取り付けるまでに至ったというわけだ。ちなみにこの際思わず電話口でガッツポーズを取っていたら、丁度一緒に帰宅中だった天てん道どうさんが

「いやいやいや！　カノジョの隣となりで他の女性に必死の猛もうアプローチを見せた上、約束取り付けた瞬間には人生ベスト級の笑顔見せるカレシって、なんなんですか!?　雨あま野の君!?」

　と涙目になってしまい、これのフォローにも大変な労力を要したわけだけれど……。こほん。この話はまあいいや。果てしなく長くなるから。

　とにかく、僕としてはようやく手にしたチャンスであり、今日は是ぜが非ひでもカバンの中に詰つめてきたお返しの贈ぞう答とう、及び考えに考え抜ぬいた「お返事」をさせて頂きたい所存だったわけだけれど、肝かん心じんのコノハさんはと言えば……。

「はっ！　も、もしや、ＳＤカードどころか、クラウドストレージにデータ上げているなんてオチだったりするんじゃ!?　となると、この生徒会室のどこかにＵＲＬやＱＲコード仕込むだけでいいわけで、いよいよ書類の一枚一枚まで確認しなきゃいけなく……！」

　……相変わらず必要以上に《伝説のエロゲ探し》へと打ち込んでいた。まるでテスト勉強前に部屋の掃そう除じを始めちゃう学生だ。必ずしも今やる必要のない作業で、僕の「返事」を先延ばしにかかっている。

　このままじゃいけない……そう思っているのはきっと、僕だけじゃないだろう。コノハさんだって分かっているのだ。けれど僕らは、それでもどうにも踏ふん切ぎりがつかずにいた。

　なぜなら僕らは今日これから──




　──お互たがいに、「振ること／振られること」が、分かっているからだ。




　約一週間前から僕が天道さんと正式に交際を開始したことは、身近な人達には周知の事実だ。特にあの日の当事者の一人たるチアキの妹たるコノハさんが、この状じよう況きようを知らないということはないだろう。

　だからそういう意味で今日という日は、以前チアキに僕の答えを告げた時ともまた全然違う、独特の「重さ」を伴ともなっていた。

　そもそもチアキと話したあの日の時点では、僕の本当の気持ちなんて、僕以外の誰一人知らなかったのだ。勿論、天道さんさえも。

　だからチアキはあの日あの場に、ある種の希望も当然抱いだいた状態で臨のぞんでくれていたはずで（勿論それが必ずしも「救い」であったとは、僕だって思っていないけれど）。

　それは天道さんだって同じだ。彼女もまたチアキと同様、僕の口から「答え」が出るその瞬しゆん間かんまで、何も確定しないまま、ホワイトデーの約束に臨んでくれていた。その胸に期待と不安の、半分ずつを抱いて。

　もっと言えば、この僕自身だってそうだ。チアキをどれだけ傷つけてしまうのか。そして天道さんは今度こそ僕の好意を受けいれてくれるのか。自分の返事がもたらす未来は未知数で、不安だらけで、でもだからこそ、微かすかな希望を胸に一歩を踏み出せて。




　けれど彼女──星ノ守心春さんだけは、全然違う。




　コノハさんは今日ここに……一いち縷るの希望さえも持てずに、臨んでいるのだ。

　それが、どれほど残ざん酷こくなことか。僕にだって、それぐらいは理解できる。

　だからこそ切り出すのが苦しくて仕方ないし、本当なら逃にげ出したくてたまらない。

　どう考えたって、誰一人得をしないイベントなのだ、これは。

　けれど、それでも……たとえそうだとしても。




　彼女からの告白を、まるで「なかったこと」のように流すのだけは、絶対違うから。




「…………よし」

　僕は苦く渋じゆうの末、意を決すると顔を上げ、改めてコノハさんへと告白の返事を──

「ところでセンパイって、痴ち漢かんモノはイケるクチですか？」

「バッキバキに折ってくるなぁ、シリアスムード」

　──切り出そうとして、一気に萎なえさせられてしまった。……流石さすがにここから恋れん愛あい方面に話の舵かじを切るのはしんどい。仕方なく、僕は文庫の確認作業を続けながら、とりあえず軽くその話題に付き合うことにした。

「前も言ったかもだけど、僕にそういう特とく殊しゆ性せい癖へきっぽいものはないよ」

「またまたぁ。だってあたし知ってるんですよ？　センパイが天道さんを選んだ理由」

「え？」

　意外なことに、突とつ然ぜんコノハさんの方から恋愛方面に話の舵を切り直してくれた。特殊性癖の話はもう終わったのだろうか？　まあなんでもいい。僕としてはありがたいし。

　居住まいを正す僕に、コノハさんはどこか神しん妙みような面おも持もちで、切り出してくる。

「センパイが天道さんを選んだ最大の理由。それってセンパイが──」

　そうして彼女は──その切なげに揺ゆれる瞳ひとみで僕を真まっ直すぐとらえて、告げるのだった。




「──無類のブロンドフェチが故ゆえですよね？」




「違うよ！」

　どうやら特殊性癖の話題はまだ終わっていなかったらしい。

　僕はコノハさんに全力で抗こう議ぎする。

「僕の一世一代の大恋愛の結論を『特殊性癖』の四文字で片付けるのはやめてくれる!?」

「や、でもセンパイと天道さんの物語が『きんいろ小細工』を起点として始まっていることを考えると、あながち……」

「確かに上手うまい伏ふく線せん回収っぽくはなっちゃってたけども！　別に僕、そういう趣しゆ味みは隠かくしてないから！　元々異様なブロンドフェチだったとかじゃ、ないから！」

「でもワカメとブロンドなら、ブロンド選ぶのが男のサガじゃないですか？」

「いや髪かみ質しつで最終判定下す男ってなんなの!?　それは関係ないから！　マジで！」

「でもそれだと、ぽんこつな天道さんを選んだ理由の説得力が大分落ちますけど？」

「なんでだよ！　天道さんの魅み力りよくをどうして金きん髪ぱつに集約させちゃうかな!?　言っとくけど、天道さんの髪が何色だろうと、僕は絶対天道さんを大好きになったからね！」

「え、レインボー染めでも？」

「ぐ、そ、それは若じやつ干かん人ひと柄がらの違いまで感じるから即そく答とうしづらいけども！　とにかく、僕は天道さんの『天道さんらしさ』に惚ほれてるんだよ！　一生一いつ緒しよにいたいぐらいには！」

「……ふーん」

「あ」

　コノハさんの淡たん泊ぱくな反応を受け、今のは若干「やらかした」ことを悟さとる僕。……そもそも「振る」前提でここに来ているとはいえ、自分に好意を持ってくれている女性相手に、カノジョへの愛を熱く惚のろ気けるっていうのは、流石にナシだろう。うん……。

『…………』

　再び重たい沈ちん黙もくに包まれる室内。まぁ、場の空気的にはこのまま「返事」のくだりにいけそうなぐらい締しまってはいるものの、これはこれで非常にやりづらい。もう充じゆう分ぶん勝負の決まっている試合で追加得点叩たたき込むみたいで。

　なんにせよ交際相手への惚気からの「なのでごめんなさい」は、普ふ通つうにナシだろう。

　僕は空気を仕切り直すべく、一いつ旦たん話題を変えることにした。

「えっと、ところでコノハさんは《伝説のエロゲー》ってどういうものだと思うの？」

「へ？　あ、あー、そうですね……」

　僕の意図を察してか、コノハさんも積極的に話題に乗ってくれる。

「……えと、あたしの無難な予想としては『有名クリエイターの関わった未発表のエロゲー』あたりかなと思って、期待はしていますけど」

「あ、それは確かにいいね！　実際あるとしたら超ちよう興味湧わくよ！」

　燃えるゲーム話題に思わずテンションの上がる僕。するとコノハさんも少しノッたようで、「ですよね！」と笑え顔がおでこちらを振ふり向いて話題を続けてきた。

「特にあたし、最近じゃラノベとかも書いているとあるライターさんの大ファンでして！　えっと、こういう作品群の方なんですけど……」

　言いながらスマホでその人のウィキを検けん索さく、僕に提示してくるコノハさん。僕は作業を中断して彼女からスマホを受け取ると、作品リストをスクロールさせながら「ああ！」と目を輝かがやかせる。

「僕もこの人の作品大好きだよ！　なんていうか、ヒロインの心情の描えがき方が抜ばつ群ぐんに切ない上に、毎回主人公もいい味出しているんだよね！　熱血とかとは違うんだけど、その上できちんとヒロインが惚れる理由が分かるキャラ付けがされているっていうか！」

「そうなんです！　そうなんですよセンパイ！　あたしも沢たく山さんエロゲはプレイしましたし、各方面に尖とがった神作・名作を経験させて貰もらいましたけど、もしこの世界にエロゲーのシナリオライターが一人しか残らないとしたら、迷うことなくこの方を残して欲しいと言えるぐらいには、愛してまして！」

「分かる！　書き手としての安定感というか実績と信しん頼らいが抜群だよね！」

「ですです──て、あ」

「あ」

　テンション上がりすぎたのか、勢いで姉の口くち癖ぐせを使ってしまうコノハさん。僕らは一瞬目を見合わせた後、思わず吹ふきだしてしまった。

「あははっ、僕、コノハさんにこんなにも『チアキの妹』感を覚えたの、初めてかも」

「ふふっ、そんなの、あたしだってそうですよ。でも、趣味話でテンション上がった時の同意の言葉として、超しっくり来ますね、これ」

「そうかも。チアキのアレって意外と周囲に染しみこんでるよねぇ」

「ですね──って、あ、『ですです』」

「いや言い直さなくても。ま、そこで自然に出てこないあたりが、僕らの限界だよね」

「むぅ。妹をもってしても意外と難しいですね『ですです』遣つかい。精しよう進じんしないと」

「……だねだね」

「いやその亜あ種しゆは全然可愛かわいくないです、センパイ」

「ぐ。確かに難しいね。やはり《チアキ道》は、奥が深い……」

「なんですかそれ。おかしいんだから、もう」

　今日初めて、心の底からの自然な笑みを見せてくれるコノハさん。つられて僕も笑ってしまう。そうして一通り笑い合った頃ころには、今日の僕らの間に絶えず漂ただよっていた妙みような緊きん張ちよう感かんが、すっかり薄うすらいでいた。

　僕からスマホを受け取りながら、コノハさんが優やさしい顔で続けてくる。

「今のあたしを知るセンパイは信じてくれないかもしれませんけど、あたし、そもそもは別に《エロゲー》の《エロ》に惹ひかれてこの世界にハマったわけじゃ、なかったんですよね」

「ああ、分かるよ、うん。割と多くの人がそうじゃないかな。ただ《エロ》だけ求めるなら、このご時世、もっと他ほかに優ゆう秀しゆうな媒ばい体たいがいくらでもあるものね」

「ですね。で、じゃああたしはエロゲの何が好きなのかというと……多分色んな意味で『リミッターが外れている』ところなんだと思います。えっちな表現は勿もち論ろんですけど、一つのエンタメ、創作物として、とても自由に見えたというか。……まるで、お姉ちゃんの作品みたいに」

「え？」

　そこでチアキの名前が出てきたことが、僕には少し意外だった。

　コノハさんは僕に苦笑いをしながら続けてくる。

「意外でしたか？　でもあたしこれでも、実はずっと姉に憧あこがれていたんですよ」

「……そっか。うん、確かに驚おどろきはしたけど、納なつ得とくはできるよ。チアキは実際、僕が心の底から尊敬する、数少ない人間の一人だから」

「……そういう惚気、妹にしますかね？」

「惚気じゃないよ。ただの事実だ。チアキは凄すごいし、僕は彼女の作品が大好きだ」

「はいはい、そうですか。相変わらず毒気抜ぬかれるなぁ、センパイ達と喋しやべってると」

　コノハさんはやれやれと肩を竦すくめた後、笑顔で続けてくる。

「でも、あたしもそうです。あたしはずっとお姉ちゃんに憧れていて……だからこそ同時に、強い劣れつ等とう感も抱いだいていたんです。──あたしには、どうして『ああいうもの』がないんだろうって」

「ああいうもの？」

「えっと、なんて言うんでしょうね。そう、たとえばゲーム制作の──」

「いや、大だい丈じよう夫ぶ。言わなくていいよ。分かるから。僕もそれ、凄く分かる……」

「センパイ……」

　瞳を潤うるませるコノハさん、僕は彼女に優しく語りかける。

「そっかそっか。やっぱりコノハさんも、僕と同様、羨うらやましかったんだね、チアキが」

「はい……」

「だよね。実際欲ほしいよね、チアキの、あの──」

　僕はそこでぐっと拳こぶしを握にぎりしめると、力を込こめて高らかに宣言する。

「──ＲＰＧの主人公に堂々と《ポリ袋ぶくろ》とか据すえちゃう鬼おにセンスが！」

「いやそれは全然要いりませんけど!?」

　途と端たんにコノハさんが思いっきり否定してくる。僕が目をぱちくりとさせていると、彼女は心底呆あきれた様子で続けてきた。

「こ、これだから、奇き才さいクリエイターとその信者ってのは……！」

「えぇ？　確かに僕は熱狂的な彼女のファンだけど……でもコノハさん、《ポリ袋》主人公だよ？　この発想に関してはもう、ファンとか関係なく、誰もが憧れるでしょう？」

「憧れないです。そもそもあたし、やったこともないですし、姉のその作品」

「そんな……是非プレイしてみてよ、あの大傑作《ポリスライフ》を！　あのポリ袋達の生き様ときたら……あぁ、今思い出しただけでも泣けるよ」

「泣けるポリ袋の生き様って。……あー、もしかして、最後はプラゴミに出されて、新しいプラスチック製品にでも生まれ変わるとかなんですか？」

「っ！　な、なんでそれを……!?　さ、流石は姉妹だ……」

「こんなに嬉しくない姉妹評価初めてですよ」

「とにかく、そのラストに限らず、他にも見所だらけの作品なんだよ。作者自身のボイスパーカッションによるこちらが赤面する程稚ち拙せつな戦闘ＢＧＭ、体がポリ袋が故にほぼほぼ全ての敵の通常攻撃にさえ耐えられないという鬼畜仕様、それでいてラスボスはまさかの米軍という超理不尽展開……まさに《のべ》節炸裂！　くぅ、たまらない！」

「先輩、先輩。なんか盛り上がっているところ悪いんですけれど、これ、そもそもあたしが姉に対してコンプレックスに思っていることの話ですよ？　覚えてます？」

　呆れたように話を戻してくるコノハさん。僕はそれにキョトンと応じる。

「いや普通に考えてあのセンスは喉のどから手が出るほど欲しいでしょ？」

「いや普通に考えてあのセンスは反へ吐どが出るほど要りませんから。そうじゃなくて、あたしが姉に比べて自分に著いちじるしく足りないと思っていたもの、それは──」

「あ、分かった！　胸だ、胸！」

「失敬な！　あたし結構胸ありますし！　確かにお姉ちゃんほどじゃないけど！」

「胸じゃない？　となると……もうコノハさんがチアキに憧れを抱く要素なんて、殆ほとんどない気が……」

「せ、センパイって何気に毒どく舌ぜつですよね。お姉ちゃんだって、いいとこは沢山……」

「勿論、それは分かってるよ。けどチアキとコノハさんの間で明確に差があるものなんて、これっぽちもないじゃない」

「！」

「うん。コノハさんは全然、チアキに劣おとってなんかいないよ。コノハさんはチアキと同等かそれ以上に素す晴ばらしい女性だと僕は思っているし」

「せ、センパイ……！　あたし、センパイのそういう真まっ直すぐなとこ、ホント──」

「胸のサイズ以外」

「──どうかと思います。ぼっちこじらせすぎて、台詞せりふのチョイスがバカになっているんですか？　これだからエロゲが教科書の素人しろうと童どう貞ていは……」

「いや台詞チョイスの酷ひどさはお互たがい様さまじゃないですかねぇ!?」

　視線で火花を散らしあう僕ら。が、数秒後には二人同時になにか激しく虚むなしくなると、嘆たん息そくして各おの々おのの作業へと戻もどっていった。

　そうして資料棚だなの確かく認にんを再開させながら、コノハさんが嘆息混じりに続けてくる。

「あたしとお姉ちゃんの能力差はさておきですね。とにかく昔のあたしは、あたしになくて、姉だけが持っていたものが、羨ましかったんです」

「えと、それって、具体的には？」

　僕が訊たずね返すと、コノハさんは作業の手を一瞬止めて、その答えを口にした。

「熱くなれるもの、打ち込めるもの、一芸、才能──そんな風に呼ばれる何かです」

「あぁ、チアキに対するその羨せん望ぼうは、僕もちょっと分かるかな」

　僕とチアキは何かと同一存在に扱あつかわれがちだけれど、だからこそ、創作という一点において余計に、僕にもチアキが酷く眩まぶしく思える時がある。……少し胸が痛むぐらいに。

　コノハさんは更さらに続けてくる。

「要は、『己おのれを己たらしめる何か』っていうんですかね？　こんな風に言語化しちゃうと、なんか陳ちん腐ぷでありきたりな悩なやみですけど。でも、あたしには切実だったんです。……実際昔のあたしは、本当に……ただのつまらない優等生でしたから」

　そんな風に自分を卑ひ下げして自じ嘲ちよう気味に笑うコノハさんに、なぜか少しムッとした僕は、腕うでを組んで仏ぶつ頂ちよう面づらで切り返す。

「いや『優等生』は全然つまらなくないでしょ。真ま面じ目めなこと、頭の良いこと、それらは絶対的に褒ほめられて然しかるべきことで、少なくとも僕は一ミリもそれを『つまらない』とは思わないし、だから僕は過去のコノハさんを全面的に肯こう定ていしますよ」

　そう僕が淡たん々たんと語る間に、コノハさんの頰ほおがみるみる朱しゆ色いろに染まっていった。

「せ、センパイ……！　やだ、なにその男気、マジで惚ほれ直すんですけど──」

　そんなコノハさんに僕は「ですからコノハさんは──」と、力強く拳を掲かかげながら、全力で主張した。




「──今すぐ全国の優等生達と、過去の自分に謝って下さい！　土下座して！」




「──いや違ちがう！　相変わらずこじらせてるだけだこの人！」

　なにか酷くガッカリした様子のコノハさん。しかし僕は構わず続ける！

「たまに犬にエサやる不良がモテる世の中なんて、クソ食くらえなんですよ！　きぃ！」

「なんかどっかで聞いた論理！　落ち着いてセンパイ！　話題飛ひ躍やくしてるから！」

「そ、そうでした。これ元々コノハさんの話でしたね。失敬」

「そうですよ。センパイが過去のあたしを肯定してくれたまでは、良かったんです」

「ああ、そうでしたね。そう──僕は今の『闇やみ堕おちコノハさん』より、断然過去の『優等生コノハさん』を推おしていくという話でしたよね！」

「なんか思ってた結論と全然違った！　なにこれ、惚れ直し損にも程ほどがあります！」

「だから──目を覚まして、コノハさん！　強い心で本当のキミを取り戻すんだ！」

「まさかの今のあたし全否定!?　別に邪じや悪あくな存在に憑ひよう依いとかされてませんけどっ！」

　いよいよコノハさんのボルテージが上がり始めたところで、僕はいい加減ふざけるのをやめて、朗ほがらかな笑顔で本当の結論を切り出した。

「ま、コノハさんは今でも充じゆう分ぶん『優等生』だと思いますよ。だから僕は大好きです」

「え……」

「あ、いや、今の『好き』は──」

「ふふっ、ダメですよセンパイ。言い直し禁止です」

　自分の唇くちびるに人差し指をあて、「めっ」と悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむコノハさん。僕は「う」と胸を押さえて呻うめくように漏もらす。

「で、でも、僕は天道さんに不誠実な振ふる舞まいをするわけには……」

　そんな僕の言葉に、しかしコノハさんは露ろ骨こつに意い気き消しよう沈ちんしてみせてきた。

「……はぁ……これから思いっきり傷つけられる予定の女の子を相手に、多少の『解かい釈しやくの自由』さえ与あたえてくれないんですね、センパイって……」

「ぐ……!?　で、でもこういうとこハッキリさせていくのが彼氏としての誠意で──いや、かといって他者の『解釈』にまで踏ふみ込む余地があるのかと訊きかれたら……！」

　頭を抱かかえて考え込む僕。するとコノハさんはクスクスと心底可お笑かしそうに笑い、今日まで何度も聞いた感想を漏らしてきた。

「センパイって、ずっとセンパイですよね、一いつ貫かんして」

「それよく言われる気がするけど、マジでどういう意味で──」

「大好きってことです」

「────」

　いつもの飄ひよう々ひようとした態度と違い、意外な程真っ直ぐな瞳ひとみで告げてくるコノハさん。その表情に僕は不覚にもドキリとさせられ、頰を赤らめると共に……すぐに更なる罪悪感に苛さいなまれ始める！

「ああ、僕は天道さんというものがありながら、何を照れているんだ……！」

「いや修しゆ行ぎよう僧そうじゃないんですから。むしろセンパイが今の告白を受けても表情筋がピクリとも動かないような人間だった方が、天道さんだって引くと思いますけど？」

「そう言って貰もらえると僕も多少は救われる──って、僕は何を天道さん以外の女子に救われちゃってんだ！　ああ、もう！」

　言って、遂ついにはブルーシート越ごしの床ゆかに頭を打ち付け始める僕。コノハさんはと言えば、そんな僕を見て相変わらず心底可笑しそうに笑っていた。

　僕の自じ戒かいとコノハさんの笑いが一段落したところで、各々持ち場へと戻る。そうしてしばらく作業したところで、僕は一度大きく伸のびをしつつコノハさんに切り出した。

「コノハさん。ちょっと気分転てん換かん兼かねて、そっちの資料棚探たん索さくと作業交こう換かんして貰っていいですか？」

「ああ、いいですね、それ。あたしも飽あきてきてたんで。了りよう解かいです。代わりましょう」

　言って、お互いに場所を交換する。コノハさんが背後で文庫の確認作業に取りかかり始める中、僕は資料棚の中の書類達──ではなく、まず、既すでにコノハさんが物を取り出した後の棚や引き出しの中を確認してみることにした。

「？　センパイ？」

　空の棚の中を見回す僕に不ふ審しんそうな視線を向けてくるコノハさん。僕は目を皿のようにして資料棚自体を観察しながら、コノハさんに返す。

「あ、いえ、気にしないで下さい。ゲーマーのサガというか、謎なぞ解ときゲーの行動パターン辿たどっているだけなんで」

「はぁ……まぁ確かにそんなマヌケな姿勢で、バカみたいに丁てい寧ねいな探索するとか、一いつ般ぱん的感性の持ち主たるあたしの発想にはありませんでしたけど」

「うん、なんか僕をめっちゃ見下すのやめてくれる？　気持ちは分かるけれど、これでも一応必死に協力しているんだからね？」

「えへ、センパイ大好き」

「なんか『好き』の価値が暴落している気がするなぁ、最近……って、あ」

「あ？」

　僕が思わず声をあげると、コノハさんが自分の作業の手を止めこちらを見つめてくる。僕はそんな彼女をちょいちょいと招き寄せると、タラタラとやってきたコノハさんを自分の隣となりに立たせ、そして空の引き出しの奥──底板の隅すみっこを指さしてあげた。

「なんなんですか、一体……」

　極きわめてだるそうに腰こしを曲げ、僕の指定したポイントを見つめるコノハさん。

　が、次の瞬しゆん間かん──彼女は「あ！」と大きな声をあげたかと思うと、鼻先が触ふれそうな程僕に顔を近づけ、大興奮で訊ねてきた！

「せ、せせせ、センパイ！　あれ！　あれ、なんですか!?」

　その質問に、僕は照れ交じりに後頭部をぽりぽり搔かきながら応じる。

「えっと……なんか鍵かぎマークみたいなのあるよね、底板の隅に」

「はい！　ありました！　凄すごい……凄いですセンパイ！　あたし、あんなの全然気がつかなかった！　凄い凄い！」

　ぴょんぴょんと無む邪じや気きに喜びながら、僕の手を両手で握にぎってぶんぶん振ってくるコノハさん。……そのあどけない様子に僕は……。

「え、あ、うん。あ、ありがとう……」

　なぜだか分からないけれど、彼女が小こ悪あく魔ま的な誘ゆう惑わくを仕し掛かけてくる時の数倍、照れ臭くさくなってしまった。

　何かを誤ご魔ま化かすように、僕はこほんと咳せき払ばらいすると同時にそっと手を振りほどき、話の先を続ける。

「しかしそれにしても、こんなにも露骨な『鍵マーク』があるとはね……」

　言いながら、今一度その場所を確認する。そこには「これは謎解きゲームの一いつ環かんですよ」と言わんばかりの鍵マークがあった。……うーん。

　コノハさんが興奮さめやらぬ様子で僕の腕を引っ張ってくる。

「ね、ね、センパイ！　これ絶対『伝説のエロゲー』に繫つながる何かですよね!?」

「う、うん、まぁ、そうだと思いますけど……。……でもここまで往年の脱だつ出しゆつゲーム的な演出されているのは意外だったというか……」

「？　ゲーム的演出なんですか、これ？」

　僕の感想に首を傾かしげるコノハさん。僕は「あ、うん」と頷うなずいて応じる。

「昔のブラウザゲームとか、今でもアプリなんかで一定の人気を誇ほこる『脱出ゲーム』的演出に近いですね。ポイントクリックで鍵や暗号なんかを探させて、最終的にはドアなり箱なりを開かせる類たぐいのゲームなんですけど……コノハさんはやらないかな？」

「最終的に開く……あ、最後にいたいけな少女に股またを開かせる類のゲームなら、少々」

「うん、それは違う意味でリアルを脱出しちゃいかねないゲームジャンルだね。全然違うから。謎を解いたり部屋を探さぐったりするゲームはやらないのかって訊いてるの」

「紐ひもを解いたり体をまさぐったりするゲームなら、少々」

「ごめんもう訊くのやめるわ。キミはやらないんだね、エロゲー以外」

　僕はそこで一度区切ってから、改めて説明を再開させる。

「とにかく、この『引き出しの中の露骨な鍵マーク』とかって、ホントに脱出ゲームっぽいんだよ」

「へぇ……。確かにあたしはその手のゲームをやったことなかったんで、全然そういう発想がありませんでした。引き出しの中の底板を調べるとか……」

「まぁ、今やミステリー的というよりは、ゲーム的な発想だよね。《伝説のエロゲー》を隠かくした人は、他のゲームジャンルも好きだったのかな？」

「いや、そういう話はあまり……。あ、でも、なんか《キー・ＪＣ・ケープ》とか名乗っていたかもです」

「『キー』……鍵マーク……」

「ああ、なるほど、だから鍵！　センパイ、これはいよいよ確定的ですね！　では、早さつ速そく調べて……いよいよご対面と行きましょうか、《伝説のエロゲー》と！」

「あ、いや……」

　僕はそこで少し注ちゆう釈しやくを入れようとしたものの、コノハさんの勢いは止まらない。

　彼女は引き出しの中に手を入れると、鍵マークの部分を指で押し込んだ。すると、ガコッという音と共に、外れる底板。……どうやらこの引き出しは二重底だったらしい。

「むふふふふ……！」

　コノハさんは欲望にまみれた瞳で外れた底板に手をかけると、今にもよだれをたらさんばかりの興奮と共に、底板を持ち上げた。

「いざ……ごたいめーん！」

「…………」

　そうして、いよいよ外される偽ぎ装そう底板。すると、その下から出てきたのは──

「──って、あ、れ？」

「…………」

　──脱出ゲームを嗜たしなむ僕にとっては、正直予想通りだったアイテム。つまりは……

「エロゲ本体じゃなくて……カギ？」

「……ですよね」

　……底板の下から出てきた小さな鍵を手に取り呆ぼう然ぜんとするコノハさん。僕はそんな彼女に、嘆たん息そく混じりに解説してあげた。

「コノハさん。これが本当に脱出ゲームを模した何かだとしたら、そう簡単に《伝説のエロゲー》は手に入らないと思いますよ」

「え、どういうことですか？」

「そのまんまの意味です。魔ま王おうを倒たおす目的のゲームが、最初から魔王と戦えるわけじゃないように。この手の謎解きゲームもまた、最初から目標物を与えてなんかくれないってことです。つまり……」

「これはまだ、第一ステージでしかないと……」

「その通りです」

　僕の解説を受け、小さな鍵を持ちながら大きく嘆息するコノハさん。彼女はしばらく落らく胆たんしていたものの、「……よしっ」という気合いの声と共に復活すると、僕に改めて向き直ってきた。

「あ、あの、センパイ。既にもう大分遅おそい時間なのに、今一度こんなことお願いするのはアレなんですけど……」

　そうモジモジと切り出してくるコノハさんに、僕は……笑え顔がおで応じる。

「いや『お願い』なんてする必要ないですよ、コノハさん」

「え？」

「この僕が、面おも白しろそうな『ゲーム』を放ほうり出して帰宅できる人間だと思いますか？」

「……センパイ」

「いっそコノハさんが帰ったって、僕は続けますからね、このゲーム」

「……ありがとうございます」

　そう言って、僕に心底愛いとおしそうな目を向けてくるコノハさん。僕は思わず彼女から視線を逸そらすと、照れを誤魔化すようにおどけてみせる。

「ははっ、自分の大好きな『ゲーム』に興じるだけで美少女に感謝までして貰えるなんて、ぼっち男子からしたら夢みたいな話だねぇ」

「あ、なんだったらこのまま抱だいてくれても、あたしは構いませんけど」

「いや夢は夢でも淫いん夢むみたいな話になってきたな！」

「ま、その際の盗とう撮さつ動画はきっちり姉と天道さんに送りつけますけどね」

「淫夢と見せかけた悪夢だった！」

「…………ふふっ」

「……ははっ」

　期せずして交かわされた「いつも通りの」やりとりに、僕とコノハさんは思わず笑ってしまう。

　そうして、碧陽学園生徒会室に一時の平へい穏おんが訪おとずれたところで……コノハさんは腰に手を当て、いかにも会長然とした振ふる舞まいで、宣言したのだった。




「では始めましょうか……昔せき日じつの生徒会とあたし達による、ゲームという名の闘とう争そうを！」




　　　　＊




　結論から言えば、この謎解きゲーム自体にそう時間はかからなかった。

　そもそもコノハさんの《伝説のエロゲー》探しがここまで難航した理由は、偏ひとえに「ノーヒントが過ぎた」のが原因だ。きっとキー・ＪＣ・ケープなる人間はアホなのだろう。徳川埋まい蔵ぞう金気取りなのか知らないが、最初の一歩のヒントさえ提示しないのでは、少なくともゲームとしては全くもって成り立っていない。

　だからコノハさんはこの生徒会で約一年かけたところで何も摑つかめなかったわけで。

　けれど、だからこそ「一歩目」を踏ふみ出せた後は、もう早かった。

　元来コノハさんは非常に頭の良い女性だ。通常の「謎解き」的仕し掛かけは簡単に解いてしまう上に、なぜか時折挟はさまる「エロゲー知識がなきゃ解けない問題」さえもスムーズにクリアしていった。

　ただそんな彼女が唯ゆい一いつ詰つまる場面が一つ。それは、最初の鍵マークみたいな「ゲーム的発想」が必要になる部分だ。しかしこの部分は、多少なりともゲーム好きな僕がカバーさせて貰もらった。決してゲーム知識が豊富というわけではない僕なのだけれど、不思議とこの謎解きにおいては知識の深さより「ゲーム好きか否いなか」を問われる部分が多かった。

　それこそ最初の謎のように「おおよそゲームでしか調べないような場所」を調べるとそこにヒントがあったり、有名なコ○ミコマンドを用いた謎解きがあったり。決して深い知識は問わないながら、出題者の「これ、ゲーム好きなら分かるよね？」とでも言いたげな要素がそこかしこに散りばめられており、僕としては大層楽しませて貰った。というか、ぶっちゃけこの「出題者さん」に対して是ぜ非ひお友達になりたいと思うぐらい、惚ほれこんでしまった。

　でも少し不思議だったのは、こんなに丁てい寧ねいなゲームネタを盛り込む人と、雑な振る舞いをするキー・ＪＣ・ケープなる人物が、同じ人間とは思えなかったところだ。ただこれに関してはコノハさんによる、

「謎周りは誰だれかの協力を得て作ったんじゃないですか？」

　という推理で大いに納なつ得とくさせて貰った。ぼっちの僕にはエロゲーを隠すという馬ば鹿かみたいな悪戯いたずらに誰かを巻き込むという発想がなかったけれど、確かに、こんな馬鹿にさえ付き合ってくれる程ほどのよっぽど仲の良い仲間がいたのなら、話は別かもしれない。

　とにもかくにも僕とコノハさんは互たがいの知識を上手うまく組み合わせ、スムーズに謎を解いていった。

　そうして……例の鍵の発見から、約四十分後。

「どうやらこれで……最後みたいだね、コノハさん」

「ですね、センパイ」

　僕らは机の上に置いた錠じよう前まえ付きの小箱を前に、ごくりと唾つばを飲み込んでいた。

　コノハさんが、この箱と共に出てきた紙に記された文言を今一度読みあげる。

「『この箱の中に、キミ達の探し求めた《伝説のエロゲー》は眠ねむっている』……ね」

「いや不思議だね、その『キミ達』っていう表記。まるで最初から複数人で探す事態になることを想定していたみたいだ」

「ですね。でも実際想定していたのかもしれません。ほら、ディープなエロゲーと浅いコンシューマーゲームを並行して遊ぶ人って、そう多くはないですから」

「確かに。遥はるか昔のとんでもないマニアックなエロゲー知識を必要とする謎があったかと思えば、次の問題でマリ○パーティをネタにしてきたりしたもんね。問題制作側も複数人なら、挑ちよう戦せん側も複数人であることを想定したっぽいね」

「……複数人で生徒会室にエロゲー隠す環かん境きようも大たい概がいなら、複数人で生徒会室のエロゲー探せる環境も大概ですよね」

「言わないでよ。それじゃまるで僕らがキー・ＪＣ・ケープさんと同レベルの変人みたいじゃないか」

「いや実際そうなんだと思いますよ……」

　苦笑いを浮うかべつつも、なぜかどこか嬉うれしそうでもあるコノハさん。かくいう僕も、なんとなくその気持ちは分からないじゃなかった。

　だって、こんな風に極きわめて馬鹿な謎なぞ解ときゲームに共に臨のぞめる友人がいることを、幸せと言わずして、なんと言うんだ。

　コノハさんが小箱を見つめながら呟つぶやく。

「こんな遊び、生徒会の皆みんなは勿もち論ろん、お姉ちゃんとさえできませんでしたよ」

「それは……僕もそうだよ。天道さんは勿論、上うえ原はら君とだってできない遊びだ」

「ですね。今なら少し分かります。これを隠した人達は、《伝説のエロゲー》それ自体は勿論のこと、この過程を楽しんでくれる後こう輩はい達にこそ、この極めて特とく殊しゆで馬鹿げた……だけど最高に愉たのしい遊びを遺のこしたかったんじゃないでしょうか」

「かもね。実際僕、凄すごく楽しかったし」

「あたしもですよ、センパイ」

　最後の小箱を前に、僕らは二人、穏おだやかに微笑ほほえみ合う。そうして──

「あたし、センパイに会えて本当に良かったな」

「そんなの僕の台詞せりふですよ、コノハさん」

　──これから互いに振り、振られするとは到とう底てい思えない感謝の言葉を交わし合う僕ら。

　そのまましばらく互いに見つめ合った後、コノハさんが「さて」と小箱の方に視線を向けて切り出してきた。

「じゃ、最後の問題たるこの錠前をパパッと開けちゃいましょう！……と言いたいところですが、センパイ、どうです？」

「正直、さっぱり」

「ですよねー」

　そこで二人、同時にため息をつく。

　そう、この最後の難関たる錠前。構造的に八文字のアルファベットで開く形式の錠前なのは分かるのだが、問題のその八文字に関しては──まさかのノーヒントだった。

「んー」

　コノハさんが先程の文言が書かれていた紙をまじまじと眺ながめる。が、どれだけ観察してみても、問題文やヒントらしきものは見当たらないようだった。

　僕もまた手て慰なぐさみに錠前をいじってみるものの、まあ当然ながら無策で開けるものでもなさそうだった。三桁けた程度の数字で開く錠前ならいざ知らず、なにせ今回の解答はアルファベット八文字だ。偶ぐう然ぜんや総当たりに頼たよるのは無理があるだろう。

　コノハさんと二人、それっぽい単語をあげていってみる。

「エロゲー……はダメか。アダルトゲームも……いや英語にすると九文字だね」

「キー・ＪＣ・ケープもダメそうですね。でもあたしの覚えている限りでは、ここまでの謎解きでもそれっぽい単語やヒントは出てきてないと思うんですが……」

「そうなんだよねぇ。うーん……でもここに来てノーヒントってのもなぁ。それこそこういう謎解き系のものって、最後の謎は、前半に使ったものを再利用とかさせられるのがド定番というか、流れ的にも美しくていいんだけどね」

「いやセンパイ、残念ながらこのキー・ＪＣ・ケープはそういうバランス感とか絶対ないヤツだと思いますよ」

「だよね。そもそも最初の探たん索さく過程が完全にノーヒントだったぐらいだもんね」

「やっぱり順当に思いつくもの総当たりで行くしかないですかねぇ……」

「だねぇ」

　僕がそう応じると、コノハさんはおもむろに錠前へ手を伸のばし、そしてなにやらカチャカチャといじり始めた。

「じゃあとりあえずあたしが思いつく単語で──」

「うんうん」

「──フェラ○オっと」

「いや『とりあえず』で出てくる言葉としてはパワーが破格すぎるよ！」

「あ、違ちがったみたいです。えー、じゃ、次は……順当にア○ルセックスかな」

「何が順当か分からないんだけど!?」

「あ、そもそもスペルにしたら七文字でした。仕方ない──じゃ、まんぐ○返しっと」

「いやもうそれは字数的に明らかに違うじゃないか！」

「すいません、今のはただセンパイに卑ひ猥わいな単語を聞かせたかっただけです」

「なんの告白されてんの今、僕！」

「じゃあ次はセンパイの好きな体位をどうぞ」

「なんで体位しばりなの!?　というかそんな種類知らないし僕！」

「えー？　じゃあセンパイ、なんか五文字の好きな英単語言ってみて下さいよ」

「え、五文字？　錠前の桁けた数すうは八文字だよね？　なんで五文字？」

「や、とりあえずセンパイの思いついた英単語に、片かたっ端ぱしからセックスつけようかと」

「最低だな！　僕の好きな五文字の英単語を全すべて汚けがす方式はやめてくれる!?」

「あ、センパイの好きなマ○オって、英語にすると五文字……」

「カートやテニスみたいな気軽さでセックスつけるのやめてくれる!?　最低！」

「む、よく考えてみたら『花か憐れん』ってローマ字なら──」

「こーのーは、さーん？」

　僕が本気で睨にらみ付けると、流石さすがにコノハさんもたじろいだ様子で「じょ、冗じよう談だんですって」と引き下がってくれた。

　コノハさんは一いつ旦たん錠前から手を離はなすと、大きく伸びをしながら呟いてくる。

「でも実際、こうでもしなきゃ解けないですよ、こんなの。ノーヒントすぎますし」

「まぁ、そうなんだけどさ」

「八文字のエロ単語、八文字のエロ単語っと……」

　遂ついにはスマホでそんな不毛すぎる検索をかけ始めるコノハさん。しかし僕はそれに対し、思わず疑問を口にする。

「いやそもそも、解答は本当にエロ系統の言葉なんでしょうか？」

「？　だって、中に入っているのは《伝説のエロゲー》ですよ？」

「まあそうなんですけど。でも、これまでの問題や解答に実はあまり直接的なエロワードって、出てこなかったじゃないですか」

「あー、確かに。とりあえずキー・ＪＣ・ケープは確実にヘタレ童どう貞ていでしょうね」

　とりあえずで後輩の女子高生に童貞認にん定ていされるキー・ＪＣ・ケープが悲しすぎた。

　僕はこほんと咳せき払ばらいして続ける。

「童貞かどうかはさておき。とりあえず彼は意外と真っ当な言葉選びをする感性の人だと思うんですよ。どこかのリミッター外れたエロゲマニアの生徒会長と違って」

「失敬な。あたしはせいぜい『センパイと濃のう厚こうなシック○ナインがしたい！』程度までしか口にしませんよ！　乙女おとめなんで！」

「うん、それで発言にセーブがかかっていると思い込んでいるその感性がヤバすぎるよね。まぁそんな変態女子高生のことはさておき、キー・ＪＣ・ケープは違うはずなんだ」

「確かにエロゲーネタこそあれど、直接的エロネタはなかったかもですね、問題に」

「でしょう？　本人の性質もさることながら、一いつ緒しよに問題作成してくれた協力者の手前もあって、そういう単語は使うのが躊躇ためらわれたんじゃないかなと思うんだ」

「協力者って……ああ、センパイと気が合いそうなゲーム好きの人ですね」

「そう。この謎解きの半分を作ったっぽい人。で、そんな人と一緒に作り上げる最終問題の解答ともなれば、エロ単語よりは、どちらかというと二人の──」

　僕がそこまで語ると、コノハさんはハッとした様子で結論を口にした。

「エロゲーにもコンシューマーゲーにもある、ゲーム用語の可能性が高いかもですね！」

「そうなんだよ！」

　推理の進んだ感かん触しよくに目を輝かがやかせあう僕ら。しかしその興奮も長続きはしなかった。

　コノハさんが軽く肩かたを落としながら大きく息を吐はきつつ愚ぐ痴ちをこぼす。

「ゲーム関連の言葉って、エロ用語と同じかそれ以上に選せん択たく肢しが多くないですか？」

「そうなんだよね……」

　ここまで絞しぼったところで、まだ選択肢は多すぎた。けれどもうめぼしい情報はない。

「あとはもう、いよいよ総当たりですかねー」

　箱を手に取りながら、コノハさんがかったるそうに呟く。僕はと言えば、それにただ「かもね……」と返すことしかできなかった。

　沈ちん黙もくの室内に、秒針の音だけが鳴り響ひびく。

　コノハさんはカチャカチャとアテもなく錠じよう前まえをいじり倒たおしながら、僕に……まるで何かのついでのように、その話題を切り出してきた。

「あたしって──これからセンパイに、振ふられるわけじゃないですか」

「っ！」

　思わず緊きん張ちようし、背筋を伸ばす僕。しかしコノハさんはと言えば、感情の読めない表情で錠前をいじりながら淡たん々たんと続けてきた。

「センパイも薄うす々うす感づいていると思いますけど……正直不毛ですよね、このくだり」

「それは……」

　確かに不毛と言えば不毛だ。僕もコノハさんも、誰だれも得しない。ただ傷つき、傷つけられるだけ。希望なんかどこにもない。けれど……。

「……ケジメは、つけないといけないから……」

「まぁ、そうですよね。センパイは、そういう人ですもんね」

「…………」

　決して、褒ほめられているわけではなさそうだった。僕が無言で俯うつむいていると、コノハさんは「あ、別に責めているわけじゃないです」とフォローを入れてきた。

「センパイは人として、男として、極めて正しいと思いますよ。むしろそういうセンパイだからこそ、あたしは、好きになったわけだし」

「……ありがとう」

「どういたしまして。……まぁ、だからあたしも頭では分かっているんですよ。これが、如い何かに不毛でも、ちゃんと通らなきゃいけないイベントだって。分かっているんです。……どんなにキツくても、『終わり』は迎むかえなきゃいけないんだって」

「……うん」

　蛍けい光こう灯とうをつけるタイミングを逸いつして薄暗いままの室内に、重たい沈黙が横たわる。

　と、コノハさんがカチャカチャと錠前いじりを再開させながら、この空気を切り換かえるように明るいノリで続けてきた。

「そんな不毛で不毛で──本当にどうしようもなく苦しい日だからこそ、せめてもの前進の証あかしが、ほしかったんだけどなぁ」

「あ、それで、《伝説のエロゲー》を……」

「そうです。我ながら馬ば鹿か馬ば鹿かしい話ですけどね──って、ああ『ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ』も違うかぁ。いい発想だと思ったんだけど」

　どうやら僕と話しながらもコノハさんなりに思いつくゲーム用語を試ためしていたらしい。確かに「ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ」は上手うまい単語だけれど、残念ながら違ったようだ。

　彼女は苦笑いを浮うかべながらやるせなさそうに呟つぶやく。

「やっぱり、あたし如ごとき凡ぼん人じんじゃ、ここが限界なんでしょうかね」

「ま、またキミはそういうことを……」

「や、これは卑ひ下げというより事実なんで。奇き才さいの考えることなんか分からないし……だからこそ、恋れん愛あいでも決勝の舞ぶ台たいにさえ立てない女なわけですし」

「な──！　いや、僕は天道さんやチアキとコノハさんを分けて考えたりなんか──」

「あ、はい、センパイ自身の考え方はそうでしょうね。でも客観的事実として、あたしは天道さんやお姉ちゃんより、一歩も二歩も引いた人間なんです」

「そんなこと──」

　その酷ひどい卑下に対する反論の言葉は僕の中から無数に湧わいてきた。けれど、他ほかならぬコノハさん自身がそんな気休めのフォローなんか求めていないであろうことがその表情から痛いほどに伝わってきて、僕はぐっと言葉をのみ込む。

　そんな僕を見てコノハさんが薄く笑った。

「あははっ、やっぱりあたし、センパイ好きだなー」

「…………」

　こんなにも苦しい響きの「好き」を、僕は初めて耳にした。

　コノハさんはどこか遠くを眺ながめながら続けてくる。

「キッカケこそエロゲーですけど、あたしはきっと、たとえセンパイがエロゲープレイヤーじゃなかったところで、結局好きになってた気がするな」

「コノハさん……ありがとう。その言葉は、正直泣きそうな程ほど嬉うれしいです」

「うん、そういう素す直なおなリアクションしちゃうぼっち感、ホントたまらないですよね」

「酷いなぁ」

　ケラケラと笑い合う僕ら。それでも、空気の重さは微み塵じんも改善はしてくれなくて。

　僕は今このタイミングしかないと思い、脇わきに置かれた自分のカバンを漁あさりだした。

「えっと、振るとか振らないとかは別にして。僕的に今日のもう一つの本題として、ホワイトデーのお返しを渡わたしたいというのがありまして……」

「ホントですか？　それは嬉しいです。あ、でもなぁ……」

「？　どうしました？　あ、振られる相手からお返しは貰もらいたくないとか──」

「いえ、性玩がん具ぐって、結構好みが出るからなぁと思って」

「いやなんで僕のお返しが性玩具だという前提で喋しやべっているんですか！」

「え？　だってセンパイって、相手のことを考えに考えぬいた上でプレゼントする人じゃないですか。なら、あたしには性玩具一択かなって」

「なにその悲しい一択。コノハさん……僕らは、お互たがいの関係性やキャラ認識をそろそろ真しん剣けんに考え直す時期に来ているんじゃないかな」

「あ、もしかしてこれ、振られるくだり始まってます？」

「いや始まってないから。もっともっと、それ以前の、人としての話をしているから」

「あ、前置きはいいんで、早く試させて貰っていいですか、その性玩具」

「だから性玩具じゃないって！　というかぶっちゃけゲームソフトで……」

「なるほど、そのソフトのパッケージの角が絶ぜつ妙みようの肌はだ触ざわりなんですね？」

「だから性玩具じゃないって！」

　この数十秒で僕は何回「性玩具」と口にさせられているのだろうか。美少女と密室でエロゲ探しながら性玩具の話してたらもう、下手すると普ふ通つうの浮うわ気きより遥はるかにアウトな気がするのは、僕だけだろうか。天道さん、マジごめんなさい。

　僕は仕切り直すように一度咳払いすると、改めてカバンからプレゼント包装されたゲームソフトを取り出し、コノハさんに「はい」と手渡す。

　それを受け取ったコノハさんはと言えば……明らかに不満顔だった。

「性的な目的に使えないゲームソフトなんて、ただのゲームソフトじゃないですか」

「うん、ただのゲームソフトだからね……」

「まぁ、あたしぐらいになれば、センパイが触さわったという一情報だけで充じゆう分ぶんですけど」

「うん、フルスイングのセクハラ発言ありがとう。一周回って清すが々すがしいわ」

「さてさて、パッケージの『艶なまめかしさ』はどうかなっと……」

「そんな着眼点でゲームソフトを開かい封ふうする人、僕初めて見たよ……」

　僕が呆あきれて嘆たん息そくする中、包装を丁てい寧ねいに剝はいでいくコノハさん。ガサツな発言をしながらもこういう部分で作業が丁寧なあたりに彼女の本質が見られて妙に微笑ほほえましい。

「まったく、お返しがゲームソフトだなんて、ほんとセンパイらしすぎるというか……」

　そんな風にボヤきながらも、決して機き嫌げんを損そこねた様子はなく、むしろどこか楽しげに開封作業を続けていくコノハさん。

　そんなコノハさんの様子に僕もホッと安あん堵どし、そうしていよいよパッケージの表面が現れた──その瞬しゆん間かんだった。

「…………え？」

　コノハさんの手がぴたりと止まり──

　──そして、これまでエロ発言を交えてどこか飄ひよう々ひようとしていたその瞳ひとみに、初めて、激しい動どう揺ようの波が現れたのは。




　星ノ守心春




「《恋こいするレインボー》……」

　センパイから渡されたホワイトデーのお返しは、まさかのギャルゲーだった。

　パッケージイラストには、如何にもオタク受けしそうな瞳大きめの美少女達がこれでもかと描えがかれている。バレンタインの本命チョコに対するお返しとしては、外しているどころかむしろ一番やっちゃいけないカテゴリにまで入ってくるだろうチョイスだ。

　けれど──

「い、いや、ごめん！　別にふざけているわけじゃなくてね!?　あ、だからほら、一応……と言っちゃなんだけど、ちゃんとしたお菓か子しの方も用意したし！」

　と、あたしの硬こう直ちよく反応を見てなにやら早とちりしたらしきセンパイが、あせあせと追加で小さな紙かみ袋ぶくろを渡してきた。見てみると、そこには少し高めの焼き菓子が入っている。確かにこれはあたしの好きなブランドのやつだ。どうやら以前何かの雑談の際にぽろっと漏もらしたことを、律りち儀ぎに覚えていてくれたらしい。それだけでも、あたしには充分すぎる程のお返しだ。けれど……。

「…………」

　気がつけばあたしの視線はまた、《恋するレインボー》の方へと戻もどってしまっていた。

　それもそのはず。なぜならこのソフトは──そもそも、あたしがこの人を好きになったキッカケなのだから。まぁ、センパイ自身は与あずかり知らない事実でもあるのだけれど。

　ギャルゲーを一心不乱に見つめたままのあたしの様子に、センパイはやはり何か怒おこられるとでも思ったらしい。酷く気まずそうに頰ほおを搔かきつつ説明を入れてきた。

「え、えと、コノハさん？　それはその……僕のオススメゲームといいますか……」

「…………」

「い、いや、勿もち論ろん最後まで迷ったんだよ!?　僕だってホワイトデーにオススメのギャルゲー渡しちゃう男の痛さ、ヤバさは重々承知しているんだよ!?」

「だったらどうして……」

　あたしは包装を完全に剝がし、《恋するレインボー》のパッケージを見つめたまま、感情を排はいした声でセンパイに問い直した。

「どうしてこれを今日、あたしに？」

「えっと、それは……」

　センパイはそこで一度大きく息を吸うと、次の瞬間には極きわめて神しん妙みような面おも持もちで切り出してきた。

「コノハさんに対する僕の気持ちが、一番的確に伝わりそうだったから、かな」

「…………」

「だから僕のセンスのことは存分に軽けい蔑べつしてくれて構わないのだけれど、そのゲームは是ぜ非ひ一度ちゃんとやってみてほしいというか、きっとコノハさんなら気に入って──」

　そう必死に説明してくるセンパイに、あたしは……クスクス笑いながら切り返す。

「大だい丈じよう夫ぶですよセンパイ。遊んでみてほしいもなにも……あたしもうこれ、とっくの昔にやってますから」

「え!?」

　途と端たん、ショックを受けた様子で顔を青ざめさせるセンパイ。彼は口をあわあわとさせながら訊たずねてくる。

「ま、マジで？」

「はい、マジで」

「そんな……どこまで期待を外せば気が済むんだ、僕のお返し……」

　ガックリと肩かたを落とすセンパイ。思わずあたしがフォローの言葉をかけようとしたところで、センパイが前のめりに訊ねてきた。

「で、でも、なんで？　だってこれ、元々エロゲーとかじゃないよね？　そういう意味で、コノハさんの元来の趣しゆ味みから外れていると確信していたんだけれど……」

「あ、はい、そうですね。確かにあたしが選ぶゲームじゃないですね。けれど……」

「けれど？」

　あたしはそこで、少し意地悪に小こ悪あく魔ま的笑えみを覗のぞかせるとともに、告げてあげた。




「あたしにとって凄すごく大事な人が、勧すすめてくれたゲームなんで、これ」




「え!?　あ、そ、そうなんだ……。大事な人が……な、なら、いいんだけど……」

　心なしかしょんぼりする雨野センパイ。そんなセンパイがあたしはたまらなく愛いとおしくて……だからこそ、その「凄く大事な人」が昔のセンパイ自身なのだとすぐに明かすことはしなかった。

「（もう振ふられることが確定しているんだから、せめてこれぐらいの楽しみはあってもいいよね）」

　そう心の中で舌を出しつつも、あたしはソフトの表面を優やさしく撫なでつつ、あの時のことを回想する。

「（……センパイが友達にこのソフトを勧めている場面を盗ぬすみ見たのがキッカケで、あたしはこの人のことがたまらなく気になるようになったんだものね……）」

　あたし──星ノ守心春という人間にとって、それは今でもとても大事な一場面で。

　ゲームの評価を通して、あたしの努力まで報むくわれたような気がした、あの瞬間。

　あの日から今日まで、あたしは何度頭の中であの台詞せりふを反はん芻すうしたか分からない。

　自分に自信をなくしたとき、くじけそうな時、へとへとに疲つかれ切って眠ねむる間ま際ぎわ。

　そんな時にセンパイの言葉はいつだってあたしに力をくれて、その度たびにあたしは、勝手に彼のことがどんどん好きになっていって。

　そうして気がつけば、それは紛まぎれもなく、恋と呼ぶべきものに昇しよう華かされてしまった。




　──これから彼に振られることが、どうしようもなく痛くて、耐たえ難がたい程度には。




「（覚かく悟ごなんかとっくにできてた──つもりだったんだけどなぁ……）」

　だからこそあたしはクリスマスやバレンタインデーで姉のサポートに回ることを決めたのだし、そこに痛みこそあれど、後こう悔かいはなかった──はずだった。

　なのにいざ「恋の終わり」を目前にしたら、途端に膝ひざが震ふるえてきて。

　……もしセンパイの選んだ相手がお姉ちゃんだったなら、この激しい痛みにはもう少し耐えられたのだろうか？　あたしは自分の献けん身しん的なサポートが報われたことに、充じゆう足そく感を得ることができたのだろうか？

　……今となっては、それも酷ひどく怪あやしく思える。

　だってセンパイが誰だれを選ぼうと、あたしが失しつ恋れんしたことには、なにも変わりがなくて。

　失恋──それはつまり。




　あたしとセンパイ、二人で歩む未来が、もうそこにないってことで。




　──酷くシンプルで残ざん酷こくなその事実が、今のあたしには心底恐おそろしくて。

　だけどそんな事実を、あたしは、このセンパイにだけは知られたくなかった。

　だってこの人は……この馬ば鹿かみたいに繊せん細さいで優しい男は、きっとあたしの涙なみだで、あたしと同じかそれ以上に、深く傷ついてくれてしまうから。

　だからこそあたしは「センパイの幸福を笑顔で祝福できるいい女」でなきゃいけない。

　それが、星ノ守心春として、最上級のカッコイイ振る舞まい。

　それは分かっている。……分かっているのよ。当然じゃない。

　なにせあたしは、碧陽学園生徒会長にして、生きつ粋すいのエロゲーマニアたる女よ？

　振られ役のサブヒロインとして、最高に輝かがやける身の引き方なんて、心得ているに決まっている。

　……決まっているのに……なぜか今のあたしには、そんな「カッコイイ女」が、どうしても上手うまく、演じられる気がしなくて。

　でも、少し時間を置いて落ち着けば大丈夫。そう考えたあたしは、この一週間のらりくらりとセンパイからの誘さそいをかわして、逃にげて、時間を稼かせいだわけだけれど──

　──結果はごらんの通り。




　あたしは、今この瞬間も、まだセンパイのことが──好きで好きでたまらなくて。




「なんなのよ、もう……！」

　苛いら立だち紛れに、思わず《恋するレインボー》のパッケージをカツンと指先で強く叩たたいてしまう。

「あ、あわわ……」

　そんなあたしの態度にいよいよセンパイは自分のプレゼントが「外している」と確信してしまい、顔を青ざめさせちゃっていたものの……今のあたしにフォローを入れてあげられる余よ裕ゆうはなかった。

　なんて……なんて忌いま々いましいのだろう、現実の恋愛というやつは。

　どうして、定番のギャルゲーやエロゲーみたいに綺き麗れいに終わってくれないのか。

　もう、センパイという主人公にとってのヒロインは確定したじゃない。なら、あたしみたいな余計なサブキャラには、軽く祝いの言葉だけ述べさせたら、後は徐じよ々じよに登場機会を減らして、最終的にはぬるっとフェードアウトさせればいいじゃない。それで誰もが幸せじゃない。なのにどうして──




　──どうして、このあたしの恋こい心ごころを、まだ育はぐくませ続けるの。




　ホント、最悪だ。なにせこれから「振られるイベント」が起こると分かりきっている今日この日でさえ、あたしは既すでに何度も──彼にときめいてしまっているのだから。

　あたしの《伝説のエロゲー》探しに付き合ってくれるセンパイ。

　一いつ緒しよに謎なぞを解いて、無む邪じや気きに一いつ喜き一いち憂ゆうしてくれるセンパイ。

　本当なら天道さんとただ幸せに過ごしていればいいだけのこの時期に、それでも辛つらい思いをしてまで、こんなあたしに誠実に向き合ってくれるセンパイ。

　そしてトドメに──《恋するレインボー》だ。

　マジで勘かん弁べんしてほしい。まるで絶版のエロゲーに絶賛のＡｍａ○ｏｎレビューが次々に寄せられているのを見ているかのようだ。

　手に入らないからと諦あきらめられることもあれば──手に入らないからこそ、余計に欲ほつしてしまうこともある。あたしのセンパイに対する想おもいは、残念ながら後者に属していた。

「……コノハさん？」

　流石さすがに無言の時間が続きすぎたせいで、センパイが酷く心配そうに声をかけてきた。

　あたしはハッと意識を浮うき上がらせ、咄とつ嗟さにセンパイに「あ、大丈夫です」と切り返す。が、本当は大丈夫でもなんでもない。あたしは何一つ答えを見み出いだせずにいたのだから。

　しかしセンパイはあたしの言葉に一いつ瞬しゆん安あん堵どの表情を見せると、今一度その表情を硬かたく真ま面じ目めなそれに戻し、一度咳せき払ばらいしてから仕切り直してきた。

「それで、僕の答えなんですけど──」

「いや、ちょ──」

　センパイが今にもこの恋を終わらせようとしている。それを察したあたしは、慌あわてて目の前にあったものを手に取ると──苦し紛れに切り出した。

「──こ、これ！　これの謎、あたし、解けたかもです！」

「え？」

　小箱──《伝説のエロゲー》が入っていると思おぼしき錠じよう前まえ付きの小箱を手にそう叫さけぶあたし。と、その発言は流石に誠実なセンパイと言えど看過できなかったらしく、恋の話を一いつ旦たん中断してノッてきてくれた。

「そ、それ、ホントですか、コノハさん」

「う、うん。ホントホント」

　こくこくと頷うなずくあたし。……正直完全に噓うそだった。恋の終わりを遅おくらせるためだけの、口から出任せ。

　けれど当然ながら純じゆん真しん無む垢くなセンパイはあたしを疑ったりなどしない。彼は目をキラキラと輝かせて解錠を迫せまってきた。

「じゃあ是非、答えを入れてみて下さい！　ほら、早く早く！」

「は、早く挿いれたいだなんて、センパイったら、野や獣じゆうさん──」

「あ、そういうのはいいんで。マジで」

「うぅ、センパイったら、すっかりセクハラネタ耐たい性せいをつけてしまわれて……」

　おいおいと嘆なげきながら鍵かぎをいじり始めるあたし。それを爛らん々らんとした目で見守るセンパイ。

　…………。

「（……ど、どうしよう。マジでなんも考えてないんだけど）」

　アルファベット八文字から成り立つ単語なんて、そうそう咄嗟には出てこない。その上、既に思いつく限りの主要な単語はもうお試ためし済みだ。少なくとも恋愛話題を中断させる程ほどに説得力のある単語を、あたしはとてもじゃないが思いつかなかった。

　カチャカチャとテキトーに錠前をいじるあたし。と、センパイが不ふ審しんそうに首を傾かしげてくる。

「コノハさん……本当に答え、思いついてます？」

「う……」

　いくらセンパイでも流石にあたしの様子のおかしさに気づいたらしい。先程までの無邪気な瞳ひとみを一転、今度は疑いの眼まな差ざしを向けてくる彼に、あたしは軽く切り返す。

「そ、そんなにがっつく男子って、イマドキ流行はやらないですよ？」

「いや別に僕、流行りたいと思ったことないんで。それより答え、なんなんですか？」

「それは解錠した後のお楽しみです」

「いや解錠してなさそうなんで、訊きいているんですが」

「…………」

　カチャカチャとテキトーに錠前をいじるあたし。見れば手元は無茶苦茶なアルファベットの並びになっていた。……いよいよセンパイが見限った様子で、大きく嘆たん息そくする。

「コノハさん。……そろそろちゃんと僕と話して貰もらうわけには、いきませんか？」

「…………」

　あたしはただ苦い顔でそれに返す。センパイもまた、酷く苦しげな表情で続けてきた。

「……この話を先延ばしにしたい……いや、できることならしたくないのは、僕だって同じです。だって僕も貴女あなたも、ただ傷つくだけだ。何も楽しくないし、誰も得しない」

「…………」

「けれどそれでも……これはやるべきことだって。やる価値のあることだって、僕は、思うから……」

「センパイ……」

　そんなことを、今にも泣き出しそうな顔で切り出してくるセンパイを見て、あたしは自分が恥はずかしくなってしまった。

　どうしてあたしは、彼にここまでさせてしまっているのだろう。ホント、ヤな女だ。あたしの好きな、カッコイイ退場をするヒロイン達とはまるで対極。負けは決まっているのに、かまってかまってと、みっともない……。……ホントに……。

　…………。

　あたしは錠前をいじる手を止めると、センパイに苦笑いを向ける。

「し、仕方ないなぁ、センパイは。そ、そこまで言うなら、聞いてあげますかっ」

「コノハさん……」

　自分の声が震ふるえているのは、自分でも分かっていた。本当にみっともない。けれど……それでもこれが今のあたしの、精せい一いつ杯ぱいだから。

　あたしの返答を受けて、センパイもまた覚かく悟ごを決めたように椅い子すから立ち上がる。

　そうして、椅子に座り小箱を手にしたままのあたしに対して──深々と頭を下げると共に。あたしがずっと逃げ回ってきたその言葉を──遂ついに、突つきつけてきた。

「コノハさん。今、僕には……僕には、心から愛する女性がいます」

「……はい」

「僕はその人のことが好きで好きで……だからこそ、彼女を悲しませるようなことや、そして失望させるようなことは、絶対にしたくなくて」

「……はい」

「だから、本当に身勝手で最低だと分かりつつも、貴女に言わせて貰います」

「……はい」

「僕。雨野景けい太たは、星ノ守心春さんとお付き合いすることは、できません」

「……はい」

　顔を俯うつむかせ、下した唇くちびるをぎゅっと嚙かむ。……なんだこれ。この事態はずっと想定済みだったハズなのに……もう何度も覚悟を重ねてきたハズなのに──

　──なのに、信じがたい程に、胸が痛い。

「う……あ……」

「…………」

　思わず声が漏もれる。耐たえなきゃいけない、笑え顔がおを見せてあげなければと理性では考えているのに……体が、心が、言うことをきかない。

　自分がこんなにもセンパイを欲ほしかっただなんて、自分でも知らなかった。

　負けたら清すが々すがしく諦められる感情だと思っていた。手放せる想いだと思っていた。

　……でも違ちがった。

　そこには、後こう悔かいしかなかった。どうして自分は他者のサポートなんかに回ろうとしたのか。どうして姉のように最後まで全力でセンパイにぶつからなかったのか。

　今になってやっと分かった。あたしが、この恋の終わりから逃げ続けた理由が。あの姉が受けいれられたものが、あたしには、こうも受けいれがたいのか。

　そう、あたしは……あたしは、きっと、まだ……。

「コノハさん……あの……」

　肩かたを震わすあたしが心配になった様子で、センパイが優やさしく声をかけてくる。

「……僕は別に、貴女との絶交を宣言したようなつもりとかは、なくて。……その、もしキミが許してくれるなら、ではあるんだけれど……」

　そこでセンパイは頰ほおを搔かくと、そのあたしにとって救いのような言葉を続けてきた。

「これからも、僕と『友達』でいてくれたら……凄すごく嬉うれしいです」

「……センパイ」

　あたしはそこで思わず顔を上げると、センパイを見つめ返す。

　そこには、いつも通りとても優しい顔をした……あたしの大好きなセンパイがいて。

「（ああ──そっか）」

　その顔を見た瞬間──そして彼の言葉を聞いた瞬間。

　ようやくあたしは、「二つの答え」へと至ったのだった。

　あたしはそれらのうちの一つを証明するべく、早さつ速そく──錠前に手をかける。

「？　コノハさん？」

　突とつ然ぜんのあたしの行動に目をぱちくりとさせるセンパイ。あたしはそれに何も応じず淡たん々たんと作業を進めると、次の瞬間──

〈ガチャリ〉

　──実にあっさりと、錠前を解錠してみせたのだった。

「え──」

　センパイはその光景に目を見開き、言葉を失い……そして一いつ拍ぱく置いてから、絶ぜつ叫きようしてみせる。

「ええええええええええ!?　な、なんで!?　なんで急に!?　ってか答えは!?　答えはなんだったの!?　手元隠かくしてたから全然見えなかったんだけど──」

　矢や継つぎ早ばやに質問を繰くり出してくるセンパイ。しかしあたしはそんなセンパイの唇くちびるにそっと人差し指を当てて黙だまらせると──にこりと微笑ほほえんで、切り出す。

「センパイ。さっきの、答えですけど──」

「？　さっきの？」

「あたしと、友達でいたいっていう要よう請せいです。姉にもくれたような……優しい救いの話」

「あ、ああ。いや別に救いとかのつもりはないけど、そうなってくれたら、僕は凄く嬉しいなって話なだけで……」

「ふふっ、充じゆう分ぶん光栄ですよ。こんなあたしを友達としてまだ傍そばに置いてくれようだなんて、ホントお人ひと好よしというか、センパイらしいというか。安心します、一いつ貫かんしていて」

「そ、そう？」

「はい。だからこそあたしは、そのセンパイの優しさに最大限甘えさせて貰うカタチで、こう答えさせて頂きたいと思うんです」

「コノハさん……！　じゃあ……！」

「はい……！」

　あたしはそこでニッコリとセンパイに微笑みかけると。

　確固たる意志と信念を胸に──その「答え」を、ハッキリと口にしたのだった。




「その実に慈じ悲ひ深い最高のお友達申しん請せい──あたしは丁てい重ちようにお断りさせて頂きます」




　　　　＊




　自じ慢まんじゃないけど、あたしは昔から「友達」を作るのが得意だった。

　ニコニコと笑顔で調子を合わせ、変な自己主張さえしすぎなければ、後は自動的に増えるもの。それが友達で。

　当然、エロゲの話なんかはしない。「自分の全すべてを曝さらけ出せる相手こそ真の友達」、みたいな酷ひどくこじらせた鬱うつ陶とうしい理り屈くつなんかクソくらえだ。事実あたしは現生徒会役員にエロゲ趣しゆ味みを明かしていないものの、彼女達のことは本当にかけがえのない仲間だと思っているし、それをまがい物みたいに言われる筋合いはない。

　とにかく、あたしにとって「友達」の定義は、共にこの日常をつつがなく過ごせる者。それ以上でも、それ以下でも、なくて。

　だからこそ──

「貴方あなたと『友達』になるのなんてまっぴらごめんだって言ってんですよ、センパイ」

「…………」

　あたしの容よう赦しやない決別の言葉に、無言で顔を青ざめさせるセンパイ。……正直。「なんで!?」みたいな涙なみだ目めリアクションが来ると思っていたため少し意外だったものの、すぐにそれがセンパイなりの覚悟に裏打ちされたものだと気づかされた。

　センパイは神しん妙みような面おも持もちで、自らの二にの腕うでをぎゅっと握にぎり込みながら呟つぶやく。

「そ……そうだよね。手て酷ひどく振ふっておいてまだ友達でいてくれなんて、身勝手な言いぐさだよね。うん、それは、自分でもちゃんと分かっていたんだけどね……でも、言わずには、いられなくて……」

「……そうですか」

「……うん」

　あたしみたいなサブキャラ相手でも、友達申請を拒きよ否ひられたことは堪こたえたらしい。センパイは上手うまく次の言葉が紡つむげない様子で、黙り込んでしまった。

　あたしはそんなセンパイの様子を見ながら嘆息すると、改めて小箱を──先さき程ほど解かい錠じようした《伝説のエロゲー》が入っていると思おぼしき小箱をゆっくりと開いた。すると、中から出てきたのは──

「エロゲー……ツクール？」

　──そんなタイトルのラベルが貼はられた、一本のＵＳＢメモリだった。

「え、ツクールって……つまり、そういうこと？」

　気づけばセンパイがすぐ隣となりに来て、一いつ緒しよに小箱を覗のぞき込んでいた。

　友達申請のことはさておき、あたしとセンパイは思わず顔を見合わせ──二人同時に、大きくため息を吐ついた。

「まぁ確かにこのツールは、あたし達にとって《理想のエロゲ》になり得うるけど……」

「なんか、ガッカリ感、パないよね。『ここまで来たキミ達の冒ぼう険けんそのものが、本当の宝物だ』と大差ないオチだよね」

「ですよね……」

　二人意い気き消しよう沈ちんしながらも、とはいえ一応は備品のノートパソコンを起動して、ＵＳＢの中身を確かく認にんしてみる。と、そこにはソフト本体のインストールデータと共に、レジュメとは別の一つのテキストファイルが格納されていた。

　タイトルは「遺志を継つぐ者達へ」。……これはテンションがあがる。あたしとセンパイはごくりと唾つばを飲み込むと、いざ、そのファイルを開き、そして──




〈おめでとう！　そう、キミ達のエロゲ探しの旅路こそが、真のエロ──〉




『うっさいわ』

　ファイルが破損することも厭いとわず乱暴にＵＳＢを引っこ抜ぬいてやった。断だん末まつ魔まの悲鳴みたいな警告音と共に、閉じられていくファイル。

　あたしはノートパソコンの電源を落として戸と棚だなに片付けると、「さて……」とセンパイを振り向く。

「センパイと友達にはなれないという話の続きを、させて貰もらっていいですか？」

「あ、うん……」

　センパイはまるで捨てられた子犬みたいな顔で立ちすくんでいた。

　あたしはそんなセンパイに対し、依い然ぜんとして厳しい面持ちで距きよ離りを詰つめていく。

「そもそもそれ、お姉ちゃんへの断り方の焼き直しみたいで、腹立つんですよね」

「そんなつもりは……」

「それをお姉ちゃんが曲がりなりにも『よろこんで』受けてくれたものだから、妹のあたしもきっとそうしてくれるだろうって──そういう打算が透すけて見えるんですよね」

「…………。…………ご、ごめん……なさい」

　センパイの顔がどんどん青ざめていく。

　あたしはそんなセンパイの目の前で立ち止まると。俯く彼の目を、これまでで最も冷たい瞳ひとみで覗き上げた。

「っ！　ご、ごめん、ホント──」

　そうして、怯おびえ、震ふるえ、縮み上がる彼の顔に──




　──その頰に、自身の唇を触ふれさせた。




「──えっ!?　あ、え……え？」

　瞬間、驚おどろいたように顔を跳はね上がらせ、一歩後退するセンパイ。

　そんなセンパイにあたしは、「にひひっ」と上うわ目め遣づかいの照れ笑いを浮うかべると、あたしの結論を──いや、宣戦布告を、彼へと突つきつけたのだった。




「あたしはまだ、センパイへの恋こいを終わらせるつもりなんて──ありませんからね」




「……へ？」

　頰を赤らめながらも、素すっ頓とん狂きような声をあげるセンパイ。

　あたしはこの後来るであろう疑問に先回りするように、言葉を続ける。

「センパイが天道さんと交際するのは、分かりました。だから今はあたしと付き合えない。その理屈も分かります。けれど──」

　あたしはそこで今一度センパイにぐいっと顔を近づけると、真しん剣けんな眼まな差ざしで伝えた。

「──あたしがセンパイを好きでいることにまで、勝手に終しゆう止し符ふを打たないで下さい」

「────」

　その言葉に、センパイは一度大きく目を見開くと。

　次の瞬間「──まったく」とどこか呆あきれたように……それでいて何か眩まぶしいものでも眺ながめるかのような眼差しで、あたしに微笑み返してくれた。

「ホント、マイペースな人だよね、コノハさんって」

「あ、それ、センパイにだけは言われたくないんですけどぉ」

「？　僕は全然マイペースじゃないと思うけど……」

「マジかこの人……エロゲだったら天然でアブノーマルプレイ強要してくるタイプだよ」

「いやそういう発言サラッとしちゃうところが、マイペースだって言ってんだけど」

　互たがいにジト目を向け合うあたし達。と、そこであたし達は思わず吹ふき出してしまうと、ひとしきり笑った後、補足するように話を続けた。

「とにかくそんなわけで、あたしはセンパイの『友達』に確定されるつもり、ありませんから。今後ともどんどんそのカラダ、狙ねらってきますからね」

「なんですかその犯行予告。勘かん弁べんして下さいよ、それじゃもう、今後コノハさんと全然落ち着いて話せないじゃないですか」

「ええ、それでいいんです」

「え？」

　あたしはそこで少しハニカミながらも、センパイの胸に軽く手を置いて、切り返す。




「あたしが欲ほしいのは、センパイの友情じゃなくて……ドキドキですから」




「コノハさん……」

　……一瞬だけ彼の鼓こ動どうが速まったように思えたのは、あたしの希望的観測だろうか。

　あたしはそのまま彼に身を寄せると、そのまま更さらに──

「あ、やっぱり今の、『ドキドキ』じゃなくて『劣れつ情じよう』の方が良かったですね。友情じゃなく、劣情が欲しい。うん、語感もしっくりくるし、あたしの意図により近い」

「コノハさん……」

　あ、あれ、なんだろう。心なしかセンパイの体温と心しん拍ぱく数すうが完全なる平常値に戻もどった気がするけど……き、気のせいだよね？　こんな美少女後こう輩はいに迫せまられて、男子が興奮しないわけないもんね？

　そんなあたしの希望的観測も虚むなしく、センパイはぐいっとあたしから身を離はなすと、酷く淡たん々たんとした口調で切り返してきた。

「あの、やめてくれますそういうの。僕カノジョ持ちなんで。友達でもないなら尚なお更さら」

「冷たっ！　え、そんな態度急変します!?」

「しますよ。だって……」

　センパイはそこで、少し照れ臭くさそうにあたしから視線をそらして、呟いた。

「コノハさんが本気で来るなら、僕も本気で拒否しないと、危ないですからね……」

「え？　センパイ、今なんて？」

「な、なんでもないです」

「あたしが本気で来たら危ないって言いましたよね？　ね？」

「聞こえているんじゃないですか！　って、ああ、これか、僕がたまに上原君とかに苛いらつかれるやつ！　確かにこれはイヤかも！」

「ふっふー、そっかそっかぁ、センパイと言えど、ドキドキはしちゃいますかぁ」

「う、うるさいなぁ」

　照れ臭そうにあたしから離れていくセンパイ。そんなセンパイに更にじゃれつこうとあたしが追いかけていると、唐とう突とつにセンパイが「あ」と声をあげた。

「そういえば、結局例の錠じよう前まえの解答ってなんだったんですか？」

「え？　あー、あれですか。あれはですね──」

　とそこまで解説しかけたところで。あたしはふと言葉を止めると……机の上の錠前と小箱をえいっと回収し、センパイから答えが見えないようにお腹なかに抱かかえ込んだ。

「──ヒミツです」

「ええ!?　なんで!?　ここまで付き合わせておいて、それは酷ひどくない!?」

　えらくショックを受けた様子のセンパイ。あたしはそんなセンパイにチロッと舌を覗かせて、小こ悪あく魔ま的な笑えみで挑ちよう発はつする。

「知りたかったら、強ごう引いんに奪うばってみたらどうですか？　ほらほら……」

「く……えい！」

「やーん、センパイのえっちぃ」

「ちょ、今わざと僕にお腹触さわらせて──」

「えー、なんの話ですかねぇ？　ほら、もっと奪いに来なくていいんですか？　戸棚の引き出しにしまっちゃいますよー、小箱」

「う、ぐ……！」

「はーい、時間切れぇ。下校の準備してくださーい」

「ああ……」

　がっくりと肩かたを落とすセンパイ。と、次の瞬しゆん間かん、突とつ如じよコンコンと生徒会室に戸が叩たたかれる音が響ひびき渡わたった。驚くあたし達に、外から声がかけられる。

「あのあの、コノハ、いますか？　言われたとおり、迎むかえに来ましたけど……」

「え、チアキ？」

　その声に思わず反応してしまうセンパイ。すると次の瞬間、外から我が姉の酷く動どう揺ようする声が響いてきた。

「え、ええ？　ど、どうして生徒会室にケータが!?　こんな人ひと気けもない中……」

「ちょ、変な勘かん違ちがいしないでよチアキ。僕は……」

　慌あわてて自分のカバンをひっつかみ、外に出ようと駆かけ出すセンパイ。あたしはニィッと悪い笑みを浮かべると、彼に大きめの声をかける。

「あ、センパイ、帰る前にそこのあたしのブラ取って貰っていいですか？」

「ブー──!?」

　外で我が姉が激しく動揺する気配がする。センパイはあたしを真っ赤な顔で睨にらみ付けると、思いっきり文句を垂れてきた。

「コノハさん！　キミという人は、またそういう……！」

「言ったじゃないですかセンパイ。あたしは友達に収まる気は、ないって」

「く……！」

「あ、ところで、なんかうちの残念な姉が駆け出す気配が……」

「ちょ!?　ま、待ってチアキ！　マジでそういうんじゃないから、これ！　ねぇ！」

　慌てて戸を開け、必死で廊ろう下かを駆けていくセンパイ。

　……ああ、やっぱり楽しいなぁ、センパイと過ごす時間は。

　…………。

「……絶対に振ふり向かせてみせるんだから。……ね、センパイ？」

　あたしは一人、仕切り直すようにそんな言葉を呟つぶやくと。




　さしあたっては、まず──




　──「ＣＯＮＴＩＮＵＥ」の八文字が刻まれた錠前と小箱を、丁てい重ちように、そっと引き出しの奥へとしまうことから始めたのだった。








【ゲーマーズと導かれし者達】









　雨あま野の景けい太た




「ところで、次の週末は僕、貴女あなたと長時間、二人きりで過ごしたいです。天てん道どうさん」

「え」

　ある日の昼休み。いつものようにゲーム部部室で天道さんと二人、昼食を摂とり終えたところで、僕は端たん的てきに切り出してみた。

　と、途と端たんに対面に座る天道さんの頰ほおがみるみる紅潮し始める。

「え、あ、え、あの、それは、あの」

　紙パックの豆乳を手に持ったまま、わたわたと焦あせり始める天道さん。今にも豆乳が噴ふき出しそうなので僕が「危ないですよ」と指し摘てきすると、彼女は「そ、そうですね」と頷うなずき、動揺を誤ご魔ま化かすように両手で紙パックを持って「ちうー」と豆乳を啜すすり始めた。

　紙パックが凹へこんだところで、天道さんが少し落ち着きを取り戻して（とはいえ頰にまだ赤みは差したまま）、訊たずね直してくる。

「そ、それはその……なんでしょう。お、お泊とまりの誘さそい的なことで……」

「あ、違ちがいます」

「……そうですか」

　なにやら落らく胆たんした様子で肩を落とす天道さん。今度は一瞬僕の中に「もしかして『お泊まり』に誘った方が良かったのか」と動揺が走ったものの、それは誤魔化すように咳せき払ばらいして、説明を続けさせて貰もらう。

「えーと、お泊まりの誘いじゃなくて、単純にデートの誘いです。土日のどちらか」

「？　それは勿もち論ろん構いませんが……それでしたら、なんなんです、さっきの若じやつ干かん持って回ったような不思議な言い回しは？　二人で長時間過ごしたい、みたいな」

「ああ、それなんですけどね」

　僕は自分の紙パック烏龍ウーロン茶ちやをストローから一口啜った後、その真意を明かす。




「僕らにありがちな『バッティング事故』は、今度こそ完全回かい避ひしたいと思いまして」




「それには深く同意します！」

　こくこくと激しく頷いてくれる天道さん。僕は嘆たん息そくしながら続けた。

「なんか僕らって、こういう……日常的な昼食とか、帰り道とか以外の『大イベント』って、基本周囲の人達に巻き込まれません？　ダブルデートやゲーム同好会括くくりでのお出かけは勿論ですが、最初二人きりで出かけても、結局誰だれかと出くわしたり……」

「ですね。言われてみれば『徹てつ頭とう徹てつ尾び、雨野君と二人きりで完結したイベント』というのが、さっと思い当たりません。あ、修学旅行中に多少そういうこともありましたが……」

「ああ……でもあれは……まぁ……」

「え、ええ……」

　苦いファーストキスと「別れ」という、僕らの感情として複雑すぎなイベントなので流石さすがにノーカンとしておきたい。

　僕らの間に漂ただよい始めた妙みような空気を振り払はらうように、僕は咳払いして続ける。

「なので今度こそ、誰とも──特にゲーム同好会の面子メンツとは絡からまない『デート』を遂すい行こうしたいなと、そう考えているんですよ、僕は」

「意図は了りよう解かいしました。私もそれは望むところです。ですが……」

「はい。一口にそうは言っても、誰とも絡まないで済む場所なんて、そうそう思いつきませんよね」

「ええ、それこそ、どちらかのお部屋とか……」

　少し頰を染めながらそんな提案をしてくれる天道さん。僕もまたほんのり頰を染めながらも「残念ながら……」と否定させて貰った。

「それも実際万ばん全ぜんとは言いがたいと思います。お互たがい、家族いますしね……」

「ですね。以前貴方あなたが私の部屋に来た時も、母の介かい入にゆうとか色々ありましたものね。雨野君の家に関しては、弟さんの光こう正せい君もいらっしゃいますし……」

「それどころじゃないです。今や僕の部屋は……いつ真ま音いんさんとエンカウントしても不思議じゃない魔ま窟くつなんです。戸と締じまりとか関係ないですからね、あの人」

「なんですかその恐おそろしい部屋は。もはやダンジョン判定じゃないですか」

「ええ。この前なんて夜中にふと目覚ましたら、なんか闇やみの中、真音さんが僕の机で自分のスマホいじりつつスルメ嚙かんでましたよ」

「もはや喫きつ煙えん所レベルの気軽な休きゆう憩けい場所扱あつかいじゃないですか」

「……闇の中にくちゃくちゃと魔王の咀そ嚼しやく音だけが響く中、僕は震ふるえながら寝ねました」

「怪かい談だんのモンスター側が知り合いであるケースは初めてです、私」

「とにかく、互いの部屋は意外と『二人きり』の安心感がないということです」

「なるほど……でもそうなると当然『外』に出ることになるわけで。そうすると、もう『二人きり』を確約できる場所なんて──」

　そこまで言ったところで、突とつ然ぜん頰をこれまで以上に紅潮させる天道さん。

「──いえ！、あるには、ありますけど、それは、その……」

「あ、ああ、はい、それは、まぁ」

　僕も彼女の言わんとしていることをなんとなく察して、照れながら否定する。

「その……変なお泊まり的なのはナシというか、今企き画かくしている『デート』とは外れてきちゃうかなと。そういう意味で、密室でカラオケもなんか……正直違いますよね」

「そうですね。カラオケはカラオケで楽しいですけど、今の私達が望む『デート』のカタチでは、ちょっとないですよね。うーん……では、二人、こそこそと人目を忍しのんで、誰も来ないような山中にでも分け入りますか？」

「なんですかその事件性がパない行動は」

　後日僕か天道さんのどちらか、もしくは両方が変死体で発見されるパターンだ。

　天道さんは更に、次々と思いつく限りの『二人きりデートプラン』を口にしてくる。

「学生のする秘密の逢おう瀬せというと……一般的には、深夜の学校に忍び込むとかかしら？」

「確かにちょっと青春っぽいですけど、流石に法律やマナー違反はしない方向で」

「そうよね。それには同意だわ。では法律やマナーは遵守して……あ、でしたら」

「なにかいい場所に心あたりが？」

「ええ！　法律上やマナー上はなんら問題なく、更には天道家の人間しか知らない、そんなとっておきの場所があったわよ、雨野君！」

「え、そうなんですか!?　それは凄い。つまり天道家のプライベートビーチ的な──」

「ええ！　まぁ──祖母が《禁足地》と呼び、酷く恐れている土地なのですか」

「それ、法律やマナー以上の禁忌を犯してません!?」

「人気はないですよ？」

「でしょうねぇ！　すぐに僕らも消えそうですけど！」

「だ、駄目ですか。……ええと、でしたら、ゲームセンターは如何いかがです？」

「は？　ゲーセンですか？　いやそれじゃ二人きりには……」

「いえ、二人乗りのガンシューティングの筐きよう体たいに一日中籠もればいいんですよ」

「ごめん天道さん、如い何かにゲーム好きの僕でもそれをデートとは呼びたくないです」

「でも、それじゃあ《禁足地》になるけど？」

「いつの間にその二択に絞られたんですか!?　も、もうちょっと考えましょうよ」

「そうですねぇ……二人きり……邪魔されず……一日中……。……そうだわ！　あるわよ雨野君、二人きりで過ごせて、絶対誰の邪魔も入らない……鍵のかかる場所！」

　鍵のかかる場所、という表現に少しドキリとする僕。動揺を隠すようにそわそわと前髪をいじりながら、僕は天道さんに確認する。

「え、そ、その場所って……」

「……貴方と私だけの秘密の空間。大声を出しても、激しく動いても問題ない楽園」

　高鳴る鼓動。紅潮する頰。交わる瞳。そして……天道さんは興奮交じりに告げる！

「それは──ネトゲのプライベートセッション部屋！　これよ、これだわ！」

「天道さん」

「では雨野君、デート当日はそれぞれ自宅でゲーム機を起動するということで──」

「天道さん！」

「ごめんなさい」

　僕がツッコミをするまでもなく自省する天道さん。途中から自分でも気付いていたんだろうな。完全に方向性を見失っていると。

　僕は嘆息して仕切り直す。

「というか、まず『楽しいデート』であることが大前提です。『ただ二人きりになること』だけを目的にしても、仕方ないじゃないですか」

「え、そうですか？　私はただ貴方だけいればそれで幸せですけど」

「勿論僕だってそうです。今だって最高に幸せですし」

「ですよね」

「ええ」

「…………」

「…………」

　──真顔で淡たん々たんと惚のろ気けあった後、ようやくその言葉の恥はずかしさに気づいて赤面し、同時に俯うつむく二人。……どうも僕ら二人には、共通してこういうところがある。僕も彼女も自分の好意や信念を、とりあえず一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよ無く口にしてしまいがちというか。

　僕はこほんと咳払いして、話を戻もどす。

「と、とにかく、僕としては今回『二人きりになりたい』というよりは、『邪じや魔まされないで、楽しくデートをしたい』わけですよ」

「わ、分かります。でも『楽しくデート』となると……この時点でもうこの田舎いなかじゃ選せん択たく肢しは限られますよ？　絶対他と被かぶらないという前提で行ける場所なんて……」

　困り果てる天道さん。そんな彼女に僕は、不敵な笑えみを浮うかべると共に、胸を張って切り出した。

「いや、あるじゃないですか、一いつ箇か所しよだけ。デートに非常に向いていて、けれど僕らゲーム同好会の面々には非常に『苦い思い出』がある故ゆえに、自然と足が遠のいてしまいがちな場所。けれど概おおむね誤解が解けた今となっては、実はそこまで忌き避ひする理由もない……むしろ僕や天道さんみたいなゲーマーにとっては、雰ふん囲い気きだけで楽しくて仕方ない場所」

「ゲーマーにとって楽しい雰囲気で、私達には因いん縁ねんのある？…………あ、まさか」

　そこで天道さんもようやく思い至った様子でハッとする。

「そのまさかです」

　僕は天道さんに不敵な微び笑しようを向けると。

　満を持して、その穴場デートスポットを告げたのであった。




「同好会の誰もがそうそう来ないであろう僕ら因縁の地、その名も、シュピ──」




　上うえ原はら祐たすく




「《シュピール王国》行こうぜ、亜あ玖ぐ璃り」

「行くぅー！」

　コーヒーショップで安いラテを飲みながら切り出した週末予定の提案に、俺のカノジョは勢い良く同意を示してきた。

　亜玖璃が小動物のようにスコーンを細かくかじりつつ頷く。

「いやぁ、流石だね祐。二人きりになれることが確約されたデートスポットなんて、確かにこの辺じゃもうその一択だよ。まさに神の一手だよ」

「だろ？」

　カノジョに褒ほめられて気を良くしながら、俺は解説を続ける。

「逆に《アラウンド１》や《ゲームセンター》あたりは、なんか知り合いと会う率百パーセントのイメージあんだよ、俺」

「分かるー。亜玖璃的にはファミレスとか飲食店も若干それかな。大事な話とかしようとすると、確実に誰かに見られたり乱入されたりする気がするんだよねー」

「だよな。かといって互いの家となると、俺んちだと母親が絶対浮き足立っちまうし、亜玖璃の家に関しては最も早はや……」

「魔王の居城だもんね。むしろこの世で一番『ない』場所だよね、今のうち」

　二人ため息をつく。俺は冷めてきたラテを一口啜った後、話を再開させた。

「まあだから基本的には詰つんでいるわけよ、俺達二人きりが確約されたデートなんて」

「だねー。もうそこは諦あきらめて、開き直るしかないと亜玖璃は思ってたよ」

「ああ。しかしそこに来ての……《シュピール王国》という天てん啓けいだよ。物理的にではなく、心理的にヤツらが来られない場所っていう、この逆転の発想ね」

「はい天才。うちの彼氏天才。やっぱりどっかのゲーオタとはワケが違うよね」

「そ、そう褒めるなよ。照れるだろ」

「イケメンで天才で謙けん虚きよで優やさしいって、もう祐、なんなの？　世界最高の彼氏なの？」

「いやいや、それはこっちの台詞せりふだって。最近の亜玖璃の可愛かわいさって、マジで尋じん常じようじゃないから。音おと吹ぶきの天道政権、ガチで崩くずれつつあるから。俺幸せ者すぎて怖こえぇぐらいだもん」

「それこそ亜玖璃の台詞だよ！　こんな優良物件男子、普ふ通つうの感性の女子なら放ほうっておけるもんじゃないもん！　一部のゲーオタ勢女子達はどうもどっかのもやしっ子ばかりを評価する傾けい向こうにあるけれど、アレ正直ズレてるからね？　一いつ般ぱん女性百人に聞いたら、百人が祐を彼氏にしたいからね？　はー、おかげで心労がたえないよ、亜玖璃」

「いやそれマジでこっちの台詞だから。この世の男子どころかオス全員、基本お前と付き合いたいから。もはやそういう次元の女だから、亜玖璃って」

「祐……」

「亜玖璃……」

　テーブルの上で互いの手を握にぎり、熱く見つめ合う俺達二人。……正直周囲から苛いら立だちの気配を感じないでもないが、この圧あつ倒とう的幸福の前ではそんなの気にもならなかった。

「今週末は盛せい大だいに楽しもうぜ、亜玖璃。邪魔の入らない、《シュピール王国》で！」

「うん、そうだね祐！　絶対に誰とも会わないであろう、《シュピール王国》で！」

　二人、週末に思いを馳はせてうふふと笑い合う。




　ちなみに周囲の客達は今や軒のき並なみ俺達に対して「バチ当たれ！」的視線を送ってきていた。……ふぅ、やれやれ、実に憐あわれなことだ。これだから独り身の奴やつらってのは。

　せめて彼らの決して報むくわれぬやっかみの分まで、俺達は更さらに週末を楽しませて貰もらうこととしようか。




　星ほしノの守もり千ち秋あき




「《シュピール王国》に行こうよ、お姉ちゃん」

　妹がリビングに入ってくるなりそんな提案をしてきました。自分はソファに寝そべりソシャゲの周回クエストをこなしつつ、それに気軽に応じます。

「いいですよ」

「え、いいんだ？」

　自分から誘さそってきた割に、なぜかコノハが意外そうなリアクションを返してきます。

　自分はスマホから視線を妹にちらりと移して訊たずねました。

「いいんだって、なんですか？　自分、行かない方が良かったですか？」

「あ、ううん、生徒会の伝つ手てで貰った無料チケット余らせているから、お姉ちゃんに付き合って貰えるとありがたいのは、ありがたいんだけど」

「？　だったらいいじゃないですか」

「そうなんだけど……正直、二つ返事で了りよう解かい貰えるとは思っていなかったというか。ほら、前回の思い出が思い出だし……」

「前回？　あ、ああ……」

　言われてみれば確かにそうです。すっかり忘れていましたが、《シュピール王国》と言えばケータとアグ姉ねえがキス──未み遂すいを犯おかした現場です。当時既すでにケータに対して好意を持っていた自分からすれば、まぁ「苦い思い出」のある場所と言って差し支つかえないわけで。

　けれど……。

　自分はソファから軽く身を起こしつつ、コノハに返しました。

「でもでも、今や言う程ほど気にしてないですよ、自分。なぜか自分でも不思議な程に、その記き憶おくの苦味は薄うすいんですよねー」

　自分がそう率そつ直ちよくな気持ちを返すと、コノハはなぜか目を細め、姉に対して実に意地悪な笑みを覗のぞかせてきました。

「あらあら、流石さすが、未遂どころかガチのキスを経験した人は余よ裕ゆうですねぇー」

「う……！」

　その指し摘てきに自分は思わず頰ほおを染めてしまいます。た、確かに……自分のキスイベントの「濃こさ」のせいで、その前のアグ姉によるキス未遂イベントが大分上書きされてしまっている部分は否いなめないかもしれません。

　自分が否定できずにいると、コノハは冷蔵庫を開けながら更に続けてきました。

「初はつ恋こいにこそ破れたとはいえ、我が姉はもう『経験者』ということですか……」

「い、言い方！　じ、自分は自分はっ、別に、そんな……」

「はぁ……あたしは妹として切ないよお姉ちゃん。もうお姉ちゃんは『女』なんだね」

「ですから、言い方！　あ、あのキスイベントの経験値なんて、そこまでのランクアップを果たす程には豊富じゃなかったと思いますけど！」

「そう？　でも気軽に《シュピール王国》行ける程度には、心が前進してるじゃん」

「そ、それは、そうですけど……」

　た、確かにそれは言い逃のがれできない事実です。あの事件直後の自分と今の自分では、気持ちの落ち着き方が段だん違ちがいです。正直《シュピール王国》への抵てい抗こうなんて殆ほとんどありません。でもでも、それで言うなら……。

「こ、コノハだって……！」

　自分はそう言いながら妹の目を確しつかりと見つめ返すと、いざ反はん撃げきへと出ます。

「コノハだって、ケータのことを好きと言っていた割には、結構フランクに《シュピール王国》に自分を誘ってきたじゃないですか」

「え？　あー、確かに、そうだね」

　コノハは冷蔵庫から取り出した緑茶をコップに注ぎつつ返してきます。その回答を受けて、自分が「ほらほら、やっぱりキスとかしてなくたって──」と反論を続けようとしていると、コノハがペットボトルのキャップを締しめながら、実に淡々と呟つぶやいてきました。




「あ、でもあたしも、センパイにキスはしてるからなー」




「あ、なるほど、それなら納なつ得とく…………、…………へあ!?」

　思わず変な声が出てしまいます。コノハはコップの緑茶をごくごくと半分程一息に飲み干すと、相変わらず「なんでもないこと」のように続けてきました。

「なにより、あたし的にはセンパイの『キス未遂』程度、元々まったく気にしてないというか。あたしとしてのゴールは、まだまだ先に設定されているというか……」

「さ、先って？」

「超ちよう高こう濃のう度どかつ高頻ひん度どの性せい交こう渉しようが継けい続ぞく的にある状態」

「コノハ!?」

　今、うちの妹の口からとんでもない言葉が出た気がしたのですけど!?　自分の聞き間違いでしょうか!?

　コノハはペットボトルを冷蔵庫にしまいながら続けてきます。

「まぁとにかく、そんなあたしからしたらキス未遂程度、児じ戯ぎにも等しいわけですよ」

「う、うぅん、理り屈くつは分かるけど、今度は妹が分からなくなってきたよ……」

　自分の知っているコノハは、超真ま面じ目めなエリートさんだったはずなのですが。どうもケータと知り合ってからというもの、下品な言動がちらつき始めている気がします。

　自分が頭を抱かかえていると、コノハは「なんにせよ」と話を纏まとめてきました。

「お姉ちゃん、週末に《シュピール王国》に行くっていう件はオッケー？」

「え？　あ、ですです。それは、問題ないです」

「ん、良かった。……流石のあたしでも、このタイミングで天道さんさしおいてセンパイを誘える程には、無神経になれなくてさ。まいっちゃうよね、根が良い子で」

「コノハ……」

　妹の苦笑いに胸が締め付けられます。

　自分はそんな彼女を元気づけるためにも……そして自分を鼓こ舞ぶする意味でも、ソファから思い切り立ち上がると、笑え顔がおで宣言してあげました。

「週末は、思いっきり楽しみましょう、コノハ！　ケータのことなんか、忘れて！」

　そんな自分の言葉に。コノハもまた、ニコッと優しく微笑ほほえんで、元気に返してくれたのでした。

「そうだね、お姉ちゃん。センパイのことは一いつ旦たん忘れて、パーッとやろう、パーッと！」




　伏ふし黒ぐろ真音




「《シュピール王国》ねぇ……」

　風ふ呂ろ上あがりに半はん裸らで椅い子すに腰こし掛かけ、強炭酸水を喉のどに流し込みながらスマホを眺ながめつつ、少し思考を巡めぐらせながら呟く私。

　と、アグに髪かみを乾かわかして貰った美み衣いが、半裸どころか全裸で「ママー」とトテトテ寄ってきたかと思うと、隣となりの椅子に「うんしょ」と登り、私のスマホを覗き込んで目を輝かがやかせてきた。

「わ、ゆーえんちです！　いくのですか？　ママ、ミィと行ってくれるのですか？」

「あ、いや……」

　期待の眼まな差ざしで私を見つめてくる美衣。……しまった。コレに関しては、私的にそういうつもりではなかったというか……むしろ現段階では「逆」の発想でいたというか……。

　いやしかし……ふむ……私と美衣が行く……か……。

　…………。

　私は頭の中で素す早ばやくある計画を纏め終えると、美衣に「ニッ」と微笑み返す。

「行きたいか、美衣？」

「え!?　い、いいのですか!?」

「ああ、いいぞ。週末に行こう。ただし──条件として、このことはアグやアマ公といった『ゲーム同好会』の連中には完全黙もく秘ひだ。分かったな？」

「？　よくわかりませんが、わかりました、ママ！　ミィ、いいこにします！」

「ああ……いい子だ。週末は愉たのしもうな、美衣」

「はいです！　ではでは、おみずのんだら、ハミガキしてきます、ミィ！」

「おう、行ってこい」

　弾はじけるような笑顔を浮うかべて、パタパタと去って行く美衣。……いい子に育ったな。

　…………さて。

　私はスマホを改めて握にぎり直すと、ニィッと、不敵な笑みを浮かべて呟いた。




「じゃあ、いっちょ始めるとしますか──オレ様の、《魔ま王おう》としての最後のお仕事を」




　雨野景太




　シュピール王国。

　それは街の郊こう外がいも郊外、バスで田園風景の中を三十分強は行かないといけない辺へん鄙ぴな場所に位置しながらも、その分敷しき地ちは広大で「世界観」の作り込みが非常に強いテーマパークだ。

　園内は主に中世ドイツをモチーフとした街並みを再現しており、ゲーマー的には「ＲＰＧ中ちゆう盤ばんに出てくる城下町」を彷ほう彿ふつとさせられる。が、当然ながらそのアトラクションの質は世の名だたる遊園地とは比べるべくもなく、観光客が遠くからわざわざ遊びに来る場所というよりは、暇ひまな地元民がたまにふらりと訪おとずれる憩いこいの場といった趣おもむきだ。

　つまりは、通常ならイマドキの高校生がそうテンションの上がる場所でもないはずで。

　しかし。




『ビバッ！　《シュピール王国》！』




　僕と天道さんは園内に一歩足を踏ふみ入れたその瞬しゆん間かん、両手を大きく広げ、瞳ひとみをこれでもかと言わんばかりに無む邪じや気きに輝かせつつ街並みを眺め始めた。

「ああっ、やっぱり何度来てもいいわね、雨野君！　この、地味な中盤の街感！」

「ええっ、ホント何度来てもいいですよね天道さん、この、地味な中盤の街感！」

　盛り上がりに盛り上がる僕ら。いつもならここで某ぼうギャルによる無ぶ粋すいなツッコミの一つも入るところだけれど、完全に「二人きり」たる今日はそれもない。

　先を行く天道さんが丈たけの短いスカートを翻ひるがえしながらこちらを振ふり向き、キラキラとした笑顔を見せてくる。

「雨野君、雨野君。どうしましょう、私今、関東代表がまさかの初戦敗退を喫きつした時ぐらいワクワクしていますよ！」

「うん、そのガチ勢っぽい喩たとえは全然分からないけど、気持ちは分かります。こうしてしっかり二人で遊び始められるなんて……それこそ、昔デートで《アラウンド１》に行った時以来じゃないですか？」

「そうかもしれません！　まぁあの時は中盤に星ノ守姉妹しまいと会いましたけど……」

　そんなことを言いながら、さっとあたりを見み渡わたす天道さん。その異様に機き敏びんな動きたるや明らかにＦＰＳプレイヤーのそれで若じやつ干かん引いたものの、周囲に知り合いが見当たらないことを確かく認にんすると、すぐにいつもの余裕ある微笑へと戻もどってくれた。

「ああ、雨野君と二人きりのデート……！　なんでしょう、夢みたいです！」

「ええ、なんかもう、このゲームっぽい街並みをただ歩いているだけで幸せですよね」

「そうなんです。……ああ、もういっそのことここを模したＶＲ空間でデスゲームでも始まって、私達が永遠に閉じ込められる事態に陥おちいればいいのに」

「な、なんですかそのラノベ的願望」

　いや僕もオタクだから気持ちは分からないじゃないけれど、ただ幸せでぬるい無む双そう状じよう況きようを夢見るのではなく、そこにわざわざデスゲーム設定を足してくるあたりが実に天道さんらしい。

「ま、とはいえここでボーッとしているだけというのも勿もつ体たいないですし、園内回りながらテキトーにアトラクション乗りましょうよ、天道さん」

「そうですね。ではまずアーケードゲーム施し設せつを見に行きましょうか、雨野君」

「いやそこは普ふ通つう『まず』行く場所じゃないでしょう。ちゃんとデートしましょうよ」

「く……。雨野君のくせに、ツッコミ役みたいなポジションとって……！」

「いやなんの怒いかりなんですかそれ。それがイヤなら、ボケないでくださいよ……」

「？　私、ボケたつもりなんてございませんけど？」

「マジですか。……天道さん、よくそのズレ方、他の人に露ろ見けんせずにきましたね？」

「そうですね。まぁ……ここまで完全な素で喋しやべるのって、貴方あなた相手の時だけですから」

「…………そ、そうですか」

　ヤバイ、なにこの人、相変わらずサラッと可愛かわいいこと言うんだけど。なんなの。ガチ天使なの？

　僕は照れでまともに彼女の顔が見られず、先に歩き出しながら告げる。

「と、とにかく、行きましょう、天道さん。アーケードゲーム施設以外に」

「むぅ……」

　露ろ骨こつにふくれっ面つらを見せてくる天道さん。今やそんな仕草さえたまらなく可愛いと思ってしまうのだから、恋こいというのは本当に恐おそろしい。これ以上盲もう目もく的てきになってしまったら、いよいよ「頼たよれる彼氏」どころか「ツッコミ役」の機能さえ果たせなくなりかねない。

　僕はそのような事態を避さけるため、半ば強ごう引いんに前を歩き始め──

「あ……」

　──とそこで、天道さんがなにやら小さく声をあげてきた。不思議に思って振り返ると、彼女は頰ほおを赤らめ、酷ひどくモジモジした様子で切り出してくる。

「あ、あの……そのようなわけで、私はつい、貴方の前だと自分本位の行動に走ってしまいがちと言いますか……その……ですから……」

「？　だから、なんです？」

　彼女の言いたいことがイマイチ分からず首を傾かしげる僕。

　と、天道さんは……一度目をギュッと瞑つぶったかと思うと、意を決した様子で……それでも顔を真っ赤にしながら、その手をふるふると差し出してきた。




「たまには貴方が強引に私の手を引いてくれるのも……その……嬉うれしいかなって……」




「…………」

　………………………………………………………………………………………………。

　告示。

　現時刻を持ちまして、この僕、雨野景太の「なによりも」ゲームが一番好きという唯ゆい一いつの特とく徴ちよう的キャラ設定には、少し修正が入りましたことを、ここにお知らせ致いたします。




　上原祐




「デートに誘さそっておいてなんだが、まぁそうテンション上がる場所でもねぇわなぁ」

「だよねぇ」

　亜玖璃と二人、シュピール王国に入園して五分。とりあえずテキトーに園内をぶらつき始めたはいいものの、俺達からしたら特段興味を引くアトラクションもなければ、中世ヨーロッパ風の街並みに思うところも殆ほとんどなかった。

　若干失敗だったかと早くも後こう悔かいし始める俺の隣で、亜玖璃もまた愚ぐ痴ちり始める。

「祐と二人きりでデートできる場所ってことで、一も二もなくここに決めた感はあるけれど……よく考えたら、亜玖璃達的に盛り上がるものってあんまないよね、ここ」

「そうなんだよなー。なのに、なんか俺の中に妙みように『凄すごく楽しい場所』って印象があったんだよな、《シュピール王国》」

「分かる！　そう、亜玖璃もなんか凄くありがたい場所のように思ってたんだよね。前回自分が楽しんだわけでもないのに。でもこれってさ、実際……」

「ああ、そうだな。俺達のこの根こん拠きよなき『楽しい』イメージは、ほぼ確実に……」

　そこで俺達は二人、声を揃そろえてこの感性の元げん凶きようを口にする。




『前回一いつ緒しよに来たゲーム馬ば鹿か達のせいだ』




　二人そのまま大きく嘆たん息そくし、その後、亜玖璃が続けてくる。

「確か前回って、あまのっちと天道さんのテンションが無む駄だに高かったんだよね」

「そうそう。ＲＰＧに出てくる中盤の街感が凄いとかってな。俺もその感想自体は分からないじゃないんだが、だからってテンションは上がらないっつうか……」

「だよね。だけど二人があまりにありがたがるから、なんか亜玖璃の中でも勝手に『いい遊園地だった』みたいになってたよ。あれだね。あの二人が無駄に☆５のレビューつけて絶賛するものだから、亜玖璃自身は☆２をつけてた事実を忘れちゃう感じ」

「的確だなそれ。で、いざこうして来てみると、まあ俺達二人的にはやっぱりそう楽しい場所でもねぇと……」

「そもそもなに、ＲＰＧの中盤の街って。それを再現されていることのどこに、エンタメ性を見み出いだせっての、亜玖璃みたいな一いつ般ぱん人に」

「ああ、可愛いマスコットキャラがいるわけでもねぇしな」

「それね。一部キャストの人が重厚な甲かつ冑ちゆう着けて徘はい徊かいしているのも、マジどうかしていると思う。なんなの？　子供に受ける気、あるの？」

「子供どころか大人も若干引くからな。まぁ、それこそ一部の奇き特とくな人種は目を輝かがやかせて一緒に写真撮とって貰もらったりするが……って、ほら、噂うわさをすればあそこにも」

　言って前方を指さす俺。そこには、今まさに甲冑姿の人物を中心に写真を撮って貰っている女の子二人組の後ろ姿があった。亜玖璃が「うわぁ」と露骨に引く。

「なんかこう、気配からしてオタオタしい空気感あるね、あの女子達」

「ああ、特に髪かみが短い方のおずおず感がまさにオタクって感じだ。写真撮る時にまで微び妙みように距きよ離り取って、カメラマンにもう少し肩かた寄せろと何度も言われるあの感じね」

　そんな風に語りながら彼女らを見つめていると、往来の真ん中で立ち止まっていたせいか、どこからかふらりとやってきた通行人と俺の肩がぶつかってしまった。咄とつ嗟さに頭を下げて謝ると、その人は──

「ん、構わない」

　──と、どこか素っ気ない……それでいて、少し聞き覚えのある女性の声を残して早足で去って行った。もしかして知り合いかなと思い、彼女の後ろ姿を確認しようとするも、しかしすぐに亜玖璃がまだ続けていた写真雑談の方に意識がいってしまう。

「あまのっちも、二人で写真撮ろうとすると妙に亜玖璃から離はなれるんだよねー」

「ああ、そりゃ雨野っぽい……って、うん？　あ、亜玖璃さんや？　お前、なんで雨野と距離詰つめて写真撮ってんの？　それは流石さすがに友達っつうより恋こい人びとっぽくね？　なぁ？」

「あ、そんなことより祐、あっちの屋台で不味まずそうなチュロス売ってるよ！」

「話の逸そらし方が雑だなおい！　なんてどうでもいい話題だよ！　って、ホントに見にいくのかよ、おい！」

　勝手にチュロス屋台の方へと向かって行くうちの天てん真しん爛らん漫まんな彼女さん。

　俺はそれに一つため息をつくと……なぜか少しだけオタク女子達の動向に後ろ髪を引かれつつも、すぐに意識を切り換かえて亜玖璃を追いかけたのだった。




　星ノ守千秋




「あのあの、写真、ありがとうございましたです！」

　自分がそう礼を告げて頭を下げると、甲冑姿のキャストさんは「これもまた《シュピール騎き士し》の務めですから」とよく分からないキャラ設定に沿った台詞せりふを告げて去っていかれました。

「あたしにも見せてよ」

　そう言って寄ってきたコノハとともに、写真を確認します。そこには、甲冑の騎士を中心に浮うき足あし立だつ星ノ守姉妹が写っていました。今日は二人とも少し気合いの入った私服のため、余計必死感の出た写真写りになってしまっています。

　コノハが隣となりでケラケラと笑う中、自分はその中に少し気になるものを見つけました。

「あれあれ？　この後ろに写っているのって……」

　距離がある上光の加減でぼやけてしまっていますが、どうも知り合いによく似たカップルが写っているような……。気になって写真のあたりをリアルで確認してみるものの、既すでにそこにこのカップルはいませんでした。まぁ当然と言えば当然です。

「なにしてんのお姉ちゃん、行くよ？」

「え、あ、はいです」

　コノハに促うながされてスマホをしまいます。自分達は散策を再開させつつ、今後の行動予定を話し合います。

「さて、どうしようかお姉ちゃん。ぶっちゃけあんまし楽しくないよね、ここ」

「いきなり凄いぶっちゃけ方しますねコノハ！　いやいや、楽しいですよ自分的には！　街並みもテンション上がりますし、甲冑の騎士さんと写真撮れましたし！」

「それで楽しいのって、ネジの外れたゲーマー勢だけでしょ？」

「そ、そんな言い方しなくても。実際、コノハだって今甲冑姿の騎士さんと楽しく写真撮ってたじゃないですか」

「そこはほら……甲冑に関してだけは、中身が全ぜん裸らだと想像すると滾たぎるっていうか……」

「なんの話ですか!?」

　我が妹ながら、よく分からない感性の子です。自分は更さらに質問を重ねてみることにしました。

「でもでも、それなら、甲冑以外にもコノハ好みのアイテムがあるかもですよ？」

「たとえば？」

「たとえば……ほらほら、剣けんとか盾たてとかって、アガりません？」

「うーん、その辺は実際あまりプレイに使われないからなぁ……」

「プレイ？」

「なんでもない。えっと、この世界観であたしが興味ありそうなものと言ったら……」

　コノハはそう言って少し考え込みだします。その間暇ひまなのでぼんやりと周囲を見み渡わたしていると、遠目に先さき程ほどの写真に写っていたカップルらしき後ろ姿を見つけました。やはり知り合いに似ている気がします。一応確かく認にんしてみようとそちらに足を踏ふみ出しかけたところで、コノハが何か思いついたように切り出してきました。

「そう、卑ひ猥わいな質感の杖つえとかあると──」

「黙だまれよ痴ち女じよが」

　コノハの台詞が最後まで語られる前に、突とつ如じよ背後から割り入ってくる声。ギョッとして振ふり向く自分達姉妹しまいの前にいたのは、相変わらず兄とは似ても似つかない爽さわやかイケメン中学生──もとい、この春晴れて高校生になった少年でした。

「光正君？」

「どうもご無ぶ沙さ汰たしております、千秋さん」

　自分の顔を見た途と端たん、先程の台詞を吐はいた人物とは思えない程の屈くつ託たくない笑え顔がおを見せてくる光正君。うん、これでこそ、自分のよく知る光正君です。でも一方で……。

「げ、光正、あんたなんでここに……」

「あ？　そっちこそ千秋さんに休日まで付きまとうなんて、なんのつもりですか？」

「いや妹ですけど！」

「まだそんな戯たわ言ごとを……」

　……コノハに対たい峙じすると途端に邪じや悪あくの化け身しんみたいな表情を浮かべる光正君。ちょっと前から自分も彼の二面性はなんとなく伝え聞いていたものの、いざこうして目まの当たりにすると想像以上で驚おどろきます。

　と、そんな光正君の背後から、彼の同行者と思おぼしき方達が声をあげてきました。

「おーい光正、じゃあ一いつ旦たんオレ達だけで次のアトラクション乗ってくるからなー？」

　と、その言葉に振り返り、「好青年の方の」彼で返答する光正君。

「ああ、そうしてくれると助かるよ！　またすぐ後で合流するからさ！」

　光正君の返答を聞き、ぞろぞろと去って行く、男女総勢七名ほどの集団。

　自分はその後ろ姿を見守りながら、光正君に尋たずねてみました。

「ええと、今の方々は光正君のお友達……ですか？」

「ああ、はい、そうです。中学時代の友達ですけどね。まだ卒業して大して経たってもいないのに、もう皆みんなで遊ぼうって話になって。なんなんですかね、このノリ」

　そう苦く笑しようする彼の背後では、集団の中でも取り分け可愛かわいい女子二名程がチラチラと光正君を気にするように振り返り、更にはなぜか自分とコノハに睨にらみ付けるような視線を送ってきていました。…………。

「あ、あのあの、光正君？　自分達への挨あい拶さつはもういいので、是ぜ非ひあちらに……」

「？　ああ、いいですよ、そんなの。今日は諸事情あって付き合いましたけど、基本的にはアイツらの中でオレなんて、いてもいなくても大差ない存在ですから」

　い、いや大差あると思うなぁ、うん。っていうか下手したらあの女性陣じんは露ろ骨こつにキミ目的で今日参加した感まであると思いますよ、恋れん愛あい探たん偵ていたる自分的には。

　と、今度は光正君が自分達に訊ねてきます。

「千秋さん達はどうしてここに？」

「あ、えとえと、今日は姉妹水入らずで遊びに来ているだけですよ。ほら、自分はゲーマーとして結構気に入ってますから、《シュピール王国》」

「なるほど。確かにうちの兄も《シュピール王国》好きだもんなぁ」

「ですよね。ケータも……」

『…………』

　三人の間に微妙な沈ちん黙もくが漂ただよいます。と、光正君が少し気を遣つかった様子で話を切り換えてきました。

「あ、立ち話もなんなんで、そこのベンチ座りませんか？」

「え？　ああ、はい、それはいいですけど……」

　光正君に促され、ベンチに向かう自分。……コノハが露骨に「早く追い払はらおうよ」オーラ出してきている件については、一旦無視させて頂きます。ごめんね。

　彼はベンチに座る直前、すぐ隣の自じ販はん機きで手早く飲み物を購こう入にゆうすると、笑顔で自分達姉妹に手て渡わたして来てくれました。

「はい、千秋さん、ホットのお茶です。まだちょっと肌はだ寒ざむいですからね」

「あ、ありがとうございます」

　な、なんてスマートな振る舞まいをされる子なのでしょう！　きっとこういうところが、あのモテモテ状態に繫つながるのでしょうね。そして……。

「ほれ、痴女、キンキンに冷えたメントール入りの強炭酸コーヒーだ。あわよくば死ね」

「き、貴様……！」

　なんて悪あく辣らつな振る舞いをされる方なのでしょう。きっとこういうところが、基本優やさしいはずの我が妹からさえ凄すさまじいヘイトを一身に集める所以ゆえんなのでしょう。

　コノハの反対側、自分から見て左手側に腰こしを下ろした光正君は、ホットレモンを美味おいしそうに飲み始めます。その時一いつ瞬しゆんだけ覗のぞかせた無む邪じや気きな横顔は、なるほど、確かにケータに少し似ている気もしました。

　自分もまた緑茶に口をつける中、光正君がジェットコースターの列に並ぶ同行者の方々を見つめて呟つぶやきます。

「でもまぁ……別々の高校に進学してもこうして休日に付き合ってくれる『いい友達』がいて、オレは本当に幸せ者ですよ。兄さん様々ですね」

「？　ケータがどうかしましたか？」

「？　あ、オレ、まだ千秋さんに話してませんでしたっけ？　こういうカタチでオレの今があるのは、実際概おおむね兄さんのおかげだって話」

「初耳です。でもでも……あのケータが光正君の役に立つことなんて、あるのですか？」

「あはは、酷ひどい言い草ですね。分かりますけど。でも、確かに兄さんのおかげなんです」

　光正君はそう笑って、どこか懐なつかしそうに目を細めます。

　流石にこの話にはコノハも興味を引かれたようで、先を促すように自分の袖そでをくいくい引っ張ってきました。……仕方ないですね。

　自分は一度咳せき払ばらいをすると、改めて光正君に尋ね直すことにします。

「あ、あの、光正君？　自分その……もうちょっと詳くわしく聞きたいのですが……」

「はい了りよう解かいしました。ではお話ししましょう──オレの選ぶ『兄の魅み力りよく１００』を！」

「いえそれは聞いてません。そ、そうじゃなくて、ケータのおかげで今の光正君があるっていう部分の理由だけをかいつまんで教えてほしいといいますか……」

「なんだ、そうでしたか。ではオレの選ぶ『兄の魅力１０００』については、後日エクセルファイル形式で共有させて頂くということでよろしいでしょうか？」

「え？　う、うん……」

　要いらないです。それは激しく要らないです。なんかしれっと数が十倍になってますし。ただ要らないと言うと話が進まなくなりそうなので、今は黙って聞いておきます。

「…………」

　光正君はしばらく頭の中で話を整理するように宙を見つめた後……突然、ぽつりと切り出してきました。

「うちの兄って、ことゲームに関してはかなり残念なこじらせ方してるじゃないですか」

『知ってる』

　自分とコノハのリアクションが被かぶります。光正君は苦笑しながら続けてきました。

「好きなゲームを語り出したら止まらないわ、楽しむことに一家言持っているわ、中古ゲーム屋を覗くのが大好きな割には自分のゲームを売ることは絶対イヤだったりと、なんか……まぁ一言で言えば『超ちよう面めん倒どう臭くさい』信念もったタイプの兄でしてね」

『うん知ってる』

　激しく頷うなずく星ノ守姉妹。光正君は「ですよね」と応じて更に続けてきます。

「で、そんな兄のことをオレは元々────軽けい蔑べつしてたんですよ。心の底で」

『…………え？』

　今度も自分達姉妹のリアクションは被ったものの、今までのそれとは明らかに性質が違ちがった。

　驚きで目を見開く自分達に、光正君は語ります。

「オレってほら、自分で言うのもなんなんですけど、かなり『できがいい方』じゃないですか。造形的にも能力的にも」

「ホント自分で言うことじゃないな」

「こ、こら、コノハ」

　妹の反応を窘たしなめる自分。が、光正君は意外にもそんなコノハに怒おこるでもなく、淡たん々たんと話の先を続けてきた。

「正直、勉強も運動もコミュニケーション能力も……明確に比ひ較かくできるような要素においては、大たい概がい兄に勝まさるんです、オレ。だからってそれだけで兄を見下すようなクズではなかったつもりですけれど、でも、自分より能力の低い兄が勉強もせずに脳天気にゲームの魅力を語っている時なんかは、流石さすがのオレも呆あきれの感情を隠かくせなかったというか」

「あー、分かるわー」

　突如、隣となりからコノハが深い同意を示してきました。しかも自分の方を見つつ。

　自分はそれを聞かなかったことにしつつ、光正君に話の先を促うながします。

「えっとえっと、光正君の言っていることは自分も分かりますよ。というか、光正君みたいな人から見たら、普ふ通つうはそういう感じになるといいますか。むしろむしろ、今の、ケータが大好きな光正君の方が、自分はよっぽど不思議といいますか」

「ですよね。実際オレ自身、現状兄へ向けるこの愛情が超気持ち悪い自覚はありますし」

『（あったんかい）』

　ほんのり衝しよう撃げきを受ける星ノ守姉妹。けれどそれを言葉にはしません。なぜなら、話の先が気になるので。

　光正君は続けてきます。

「それもこれも全すべては約二年前、兄に窮きゆう地ちを助けて貰もらって以降なんですよね」

「きゅ、窮地？　まさかまさか、ケータのくせに雄お々おしく不良をなぎ倒たおした的な……」

「そんな王道の武勇伝がうちの兄にあると思います？」

「ないですよね」

「ないですねー」

　ケラケラと楽しそうに笑う光正君。……この子はホント、兄の話をしている時はいい笑え顔がおをします。あ、そういう意味で「好きなものの話をすることに夢中になる」という部分においても、ケータの弟っぽさはあるのかもしれません。

　と、光正君の同行者さん達がいよいよジェットコースターに乗り込んでいきます。彼はお友達と笑顔で手を振り合うと、そのまま、サラリと話を続けてきました。

「オレ、実は昔あいつらに『泥どろ棒ぼう呼ばわり』されたことがあるんです」

『は？』

　相変わらず妙みようなタイミングで突然想定外の毒を吐はく子です。自分とコノハが啞あ然ぜんとしていると、光正君は軽いノリで続けてきました。

「それこそ当時も今回みたいな、友人達とのちょっとしたお出かけイベントを企き画かくしまして。で、その頃ころ絶賛調子に乗りまくってたオレは幹事を引き受け、その流れで安くはない参加費もほいほい徴ちよう収しゆうしたんですが……」

「まさか……」

「はい、そのまさかです。まぁ見事になくしましたよね、結構な大金」

『うわぁ……』

　姉妹しまいで引く自分達。なんでしょう、この手のエピソードって、自分に同じ経験があるわけでもないのに、妙に胸が痛くなります。

　しかし当の本人はどこか他人ひと事ごとのようにあっさりと続けてきました。

「いやぁ、焦あせりましたよね、アレは。天国から地じ獄ごくとはまさにあのことですよ。なにに焦ったって、お金をなくしたこと自体もそうなんですが、もっとキツかったのは、それを素す直なおに言って謝った際に、友人達が『いつもの軽いノリ』で全然流してくれなかったことですよね」

『あぁ……』

「直接的には言ってきませんでしたけど、まぁ露骨に着服を疑われましてね。当然ですよね。彼らは何も悪くない。ただ、それでも自分が培つちかってきた……と思い込んできた『信用』がこうも薄うすっぺらいものだったという事実には、愕がく然ぜんとしましたよね」

「光正君……」

「また、そもそもが『親に内ない緒しよで遊びに行く』という企画だったこともあって、素直に両親に泣きつける案件でもなくてですね。でも早急に金は調達しないといけないと……まぁ実にエグい追い詰つめられ方したわけですよ、当時のオレは」

「そ、それはまた……ご愁しゆう傷しよう様さまです。えっと、でもでも、この後は、我らがケータが窮地に立たされた光正君を救う……という話になっていくのですよね？」

「まぁそうですね。で、それでオレは兄に対するリスペクトを取り戻もどすという話です」

　それを聞いたコノハが、「ふむ」と呟いてその具体的内容を予想してみせる。

「概がい要ようだけ聞く分には、この後センパイが見事な推理を披ひ露ろうして真犯人を確保するような流れですけど……」

「あの兄にそんな推理能力あると思うか？」

「……ないですよね、ええ。でもその状じよう況きよう下でセンパイのしてくれたことって……」

　コノハの疑問に、光正君は穏おだやかな顔で応じる。

「普通のことだよ。ヒーローでも名探たん偵ていでもない『普通の兄』ができる最大限を、当時のオレにしてくれた。ただそれだけの、普通の家族の小さな話さ」

「……えっとえっと？　ケータは一体……光正君に、何をしてくれたのですか？」

「それはですね……」

『そ、それは？』

　ごくりと息を吞のむ自分達姉妹。光正君はクイズ番組の司会者の如ごとく溜ために溜めた後……突然、ガラリと話を変えてきました。

「ところで千秋さんって、以前うちに遊びに来たことありましたよね？」

「ふぁ？　な、なんですか急に？　ありますけど……」

「ですよね。で、その時なんですけど、兄の部屋って入りました？」

「ふぇぇ!?　い、いえいえ、居間までしか入ってないです！　全然！　はい！」

　わたわたと慌あわてて言い繕つくろう自分。と、光正君は「それは残念です」と謎なぞのリアクションを見せてから、続けてきました。

「千秋さんが兄の部屋に入ったなら、すぐにでも、違い和わ感かんを覚えたと思います」

「？　違和感、ですか？　それって、どういう──」

「そんなことより、早くさっきの話に戻りなさいよ、光正」

　コノハが苛いら立だったように先を促してきます。しかし光正君は「これだからビッチは」等などと呆れたように呟くと、彼女を無視するように改めて自分へと語りかけてきました。

「兄と同じ性格、同じ趣しゆ味み、同じ環かん境きようを構築しがちな千秋さんなら……兄の部屋を見て、すぐにでも気づけたと思います」

「えっとえっと、光正君、それは一体、なんの話を──」

　そう自分が訊たずねかけたその刹せつ那な。光正君は……満を持して、「その情報」を口にしてきました。




「現在の兄の部屋には──言うほどゲームソフトがないことに、です」




『────』

　その言葉に、自分達は息を吞みました。まるで関係ないと思っていた質問が……その実、先さき程ほどの話の明確な続き、回答だったことに、気づき始めます。

　だ、だけどそれは……あまりに……。

　複雑な感情が自分達の中を駆かけ巡めぐります。そんな自分達に……光正君はまるで、自らの罪を懺ざん悔げするかのように、心苦しそうに、吐と露ろしてきました。




「売ったんですよ、あの兄が。ゲームソフトをなにより大事にする、あの兄が。中古に売るのは信念に反するとか馬ば鹿かみたいなこだわりをオレに語っていたあの兄が。……オレの相談を受けた翌日には、なんの躊ちゆう躇ちよもなく突然ゲームソフトの八割程度を処分してきて……そうやって得た金を、オレにぽんっと渡わたしてきたんです。『いやー、ギリギリ足りて良かったよー』なんて、本当に、なんでもないことみたいに」




『…………』

　完全に言葉を失う自分達に、光正君は苦笑いしつつ続けてきます。

「なんかもう、涙なみだ出ましたよね。兄には隠しましたけど。正直……思い切り殴なぐられたような想おもいでしたよ。嬉うれしくて、悔くやしくて、痛くて。オレは一体、この兄に何で勝っていたつもりだったのかと……心の底から恥はずかしくて。同時にこんなことを『普通に』できてしまう兄が、本当に、眩まぶしくて」

『…………』

「また兄が手元に残した二割のソフトってのも、その全部が『以前オレが一度でも楽しいと言ったことがあるもの』だったりしましてね。そうなるともう……完敗ですよ。で、その深い愛情にほんの少しでも報むくいようと決意した結果が……オレのこの有様です」

『え、えぇ……』

　微び妙みようなリアクションを返す自分達。感動的なストーリーラインだった割には、意外とエンディングは残念だった気がします。なんでしょうね、このガッカリ感。

　光正君は苦笑いしながら、ジェットコースターで悲鳴を上げる友人達を見上げます。

「ま、結局お金を補ほ塡てんできたことに加えて、その後オレが『本気で』謝罪をしたことが功を奏して、あいつらとは和解できましてね。更さらにその後真犯人が出てきたりとか色々あったんですけど……その際も、それまでの薄っぺらなオレじゃなく、汚きたない本音もまじえた素のオレで接することを意識してたら、むしろ一層仲良くなれた感までありまして」

「……なるほど。それで、ケータのおかげで光正君の今があると……」

　色々得心がいきました。光正君が今の光正君である理由。そして……。

「まったく……。センパイは、昔っから、センパイだったわけですか……」

　隣で妹がそんな呟つぶやきを漏もらします。自分はその横顔を見て、思わずドキリとしてしまいました。だってその顔は……心の底から恋こいをする人の、実に美しいそれで。

　自分はなぜかそれが見ていられず、少し焦るように光正君に話しかけました。

「と、ところで光正君、そろそろお友達が乗り終わるんじゃないですか？」

「いいですよ、別に。千秋さんに比べたらゴミみたいな連中なんで」

「言い方！　さっきの話がいい話風に終わってたのが噓うそみたいです！　そ、そんなこと言わず、ちゃんとお友達と楽しんで来て下さい、光正君」

「千秋さんがそこまで言うなら。では、失礼しますね、千秋さん」

　言って立ち上がる光正君。彼はチラリとコノハを見ると、彼女にも声をかけます。

「ではまた後日──我らが最低なる『生徒会長』さん」

「はいはい、もっと先せん輩ぱいに敬意をもちなさいね、友達できなそうな新入生君」

　そんなやりとり交かわして去って行く光正君。自分は「そういえば、そうでしたね」とコノハに声をかけました。

「光正君、碧へき陽よう学園に進学したんでしたね。今やコノハの後輩なんですねぇ、彼」

「最悪よ、ホント。……あんな兄好きが、どうして音吹行かなかったのやら……」

「……自分は、その気持ち、少し分かる気がします。時に大好きな人の傍そばにいることより、大好きな人に恥じない全力の生き方をすることの方が、大事な時もあるんだと思います」

「……最近どこかのクリエイター女子がゲーム作りに精を出しているみたいに？」

「さあ、どうでしょう」

　自分がそう笑いかけると、コノハもまた、明るく笑って返してくれました。

　自分はベンチから立ち上がりつつ、コノハに手を差し出します。

「ではではっ、コノハ、自分達もそろそろ行きましょう！　なんだか光正君の話聞いてたら、元気湧わいてきましたよ、自分！」

「偶ぐう然ぜんだねお姉ちゃん。あたしも今の話でセンパイへのムラムラ──じゃなく、えーと、不思議なエネルギーが湧いてきたとこ」

　そう応じて、自分の手を握にぎり返してくれるコノハ。

　そうして自分達は、改めて……大好きな人への仄ほのかな想おもいを胸に、夢溢あふれるテーマパークへと繰くり出したのでした。




　天道花か憐れん




『うぇっぷ……』

　園内の片かた隅すみでベンチに座り、激しく嘔え吐ずくみっともないカップルこと──私達二人。

　青い顔で涙目になりつつ、隣となりから雨野君がもう何度目になるか分からない抗こう議ぎを私にしてくる。

「だから事前に何度も言ったじゃないですか天道さん……！　コーヒーカップに《ハイスコア》とか求めたら、絶対ダメだって……！」

「そ、そうは言いますけどね、雨野君。あそこまで『絶対ダメ！』と念押しされると、逆に私はキャラに沿った何かを求められているのかなと解かい釈しやくせざるを──うぇっぷ」

「なんでそこだけ急に芸人感性なんですか……！　うぇぇ……」

　二人、流石さすがに戻しまではしないものの、呻うめきまくります。そのまま三分程苦しんだでしょうか。ようやく少し落ち着いてきたところで、雨野君が小言を更に重ねてきます。

「というか、コーヒーカップに限った話じゃないですよ、天道さん」

「な、なんですか」

「なんですか、じゃないですよ。ウォータースライダーでは『あえて合かつ羽ぱを着ず、背はい水すいの陣じんで水の回かい避ひ率を競きそいましょう』だなんて言いだし、二人見事に濡ぬれましたし」

「ふっ、私勝ちましたけどね」

「ええ、大波を前に『こりゃやべぇ』と思った僕が咄とつ嗟さに貴女あなたをかばいましたからね」

「…………」

「ゴーカートでは、天道さんが速さを追求しすぎた結果、アクセルとブレーキ及およびドリフトをあまりに巧たくみに使い過ぎて、係員さんにタイヤの消しよう耗もうを怒おこられましたし」

「私の運転に耐たえるマシンを用意しない施し設せつ側にも問題があると思います」

「あんなプロレーサーの動きに耐えうるマシンはもうゴーカートじゃないでしょう」

「…………」

「とはいえまあ、ここまでの勝負事はまだ理解できないじゃないです。ただ……メリーゴーラウンドでまで『ラップタイム』を競おうと言い出した時には『ああ、僕のカノジョって思っていたよりアレな人だったんだなぁ……』と流石に天を仰あおぎましたよ」

「そ、それは違ちがいます雨野君！　あれだけは私なりのジョークでしたし！」

「そうですか？　でもその割には、実際乗った時になにやら試行錯さく誤ごしてましたよね？　体重のかけ方とか……」

「……いえ、その、いざ乗ると、何か裏うら技わざ的なものがあるのではとつい探してしまい……」

「普ふ通つうにヤバイ人じゃないですか」

「普通にヤバイ人認にん定ていはやめてくれないかしらっ、自分のカノジョに対して！」

「で、最後にはコーヒーカップで、あのハイスコア狙ねらいですよ。……今こそ僕は貴女に訊ききたい。遊園地という娯ご楽らく施設を、なんだと思っているのかと」

「勿もち論ろん、カップルや友達同士で楽しく遊ぶ場所ですよ。……切せつ磋さ琢たく磨ましながら」

「いや最後の四字熟語が明らかに要いらないと思うんですけど!?」

「なんですか雨野君。私の大好きな四字熟語にまで文句をつけるのですか、貴方あなたは」

「い、いや、そうじゃないですけど！　でも……」

「ふぅ……貴方にはガッカリですよ、雨野君」

「ええー、この会話の流れで、僕が呆あきれられる側の結論に落ち着くってどういうこと？」

　不服そうな雨野君。私は息を整えるとベンチから立ち上がり、彼を颯さつ爽そうと振ふり向いて笑え顔がおで声をかける。

「では雨野君、私、ちょっと飲み物買ってきますね」

「え？　ああ、それなら僕が……」

　そう言って立ち上がろうとする彼。私はそれを手で制すると、笑顔のまま……しかし最大限の嫌いや味みを込こめて、宣言してあげました。




「いえ、貴方より私の方が、絶対に動きが効率的で速いので」




「うっわー……」

　流石にカチンときた様子を見せる雨野君。そんな彼と視線でバチバチやりあい、ふんっと決別するように背を向けて飲み物を買いに歩き出す私。

　……勿もち論ろん互たがいに本気の喧けん嘩かじゃない。半ばじゃれあいも含ふくんでいたものの、それでも実際体のコンディションが悪いこともあり（自じ業ごう自じ得とくですが）、今の私の気分は多少クサクサしていた。

「（私だって……別に普通に楽しむのが嫌いやなわけでは……）」

　大おお股またで歩きながら今日のことを顧かえりみる。雨野君の言うとおり、遊園地のアトラクションが、一部を除いて基本的に「競技」ではないことぐらい私も分かっている。分かっているのだけれど……どうにも彼と二人きりになってしまうと、その、間を持たせようとしてしまうというか……ぶっちゃけ照れ隠かくしみたいに勝負を持ちかけてしまうのだ。

「（だって、コーヒーカップで彼とただ笑い合うとか……恥はずかしすぎるじゃない！）」

　きっと雨野君だって私と同じ気持ちのはずよ。だってなんだかんだ言って、私達は根本のところで二人とも拗こじらせているんだもの。……「普通にいい雰ふん囲い気きのデート」というのが、どうにも気恥ずかしくて仕方ない。だって、プールでデートすればカップルの水の掛かけ合いにまでゲーム要素を足しちゃうのが私達なのよ？

　更に歩行速度を上げて自じ販はん機きを目指す。と、その最さ中なか、木こ陰かげで激し目に抱だき合あうカップルを目もく撃げきしてしまった。実にそれっぽい、少しヤンチャな格好のカップルだ。

「俺はあのファミレスにいた堕だ落らくした連中と違って、お前一筋だからよ……！」

「嬉しい！　そうよね、あんな無自覚浮うわ気き常習犯共と私達は全然違うわよね！」

　な、なんの話かしら。不思議な愛の確かめ方をするカップルもいたものね。

　私は彼らを横目にしつつ、先を急ぐ。……が、その時、はたと気づいてしまった。

「（もしあれが普通なのだとしたら……私と雨野君って、一生進展しないんじゃ？）」

　…………。

　い、いやいやいやいや。そんな、交際までしておいて、ずっとなにも進まないだなんて、このご時世にそんな昭和のラブコメ時空みたいなことがあるはず……。

　…………。

「（なんか身近に、全然進展していない自じ称しようリア充じゆうカップルがいた気がするわ……）」

　額に手を当てる私。う、うん、あれは例外よね、例外。私と雨野君はあの人達とは違うもの。交際を始めた以上……以上……。

「（前回の交際時、私達ってなにか進んだかしら？）」

　いよいよ頭を抱かかえる私。……い、いえ、キスしたわよ、キス。ええ。…………別れ際ぎわに。若じやつ干かんドサクサに紛まぎれて。いい雰囲気とかとは対極の、むしろ覚かく悟ごを決めるためのイベントみたいな流れで。かなり苦い思い出に分類されるものを。……うん。…………。

「（え、もしかして私達って『素す直なおにいい雰囲気』にはなれない星の下もとに生まれてる？）」

　自販機前に辿たどり着いたのはいいものの、いよいよその場でしゃがみ込んで悩なやみ始める私。

　……え、なにこれ。もしかして……もしかして、私と雨野君って、ただいつもみたいにゲーマー感性で「楽しく」過ごしていたら、普通にゲーム友達止まりになるんじゃ？

　いえ、なるわよ。なるに決まってるわ。だって私は、普通のイベントを恥ずかしがって、すぐ勝負事に落とし込んじゃうし。雨野君は雨野君で、それへのツッコミ時にこそ物もの怖おじせず活いき活きと喋しやべるんだもの。

　つまり私達のやりとりは──ゲームをネタにした漫まん才ざい形式でしか成り立たない！

「（ここに来て、ゲーマー要素が私達の足をグイグイ引っ張ってくる……！）」

　こんなことなら……こんなことなら！

「ゲームを好きになんて、ならなければ良かった……！」

　シリアスなようでいてイマイチサマにならない後こう悔かいを口にする私。

　……まぁ、このまま嘆なげいていたって仕方ない。今は一刻でも早く彼の元に戻もどって、親交を深めないと。

　私は勢い良く立ち上がると、改めて自販機のラインナップを眺ながめ始めた。──と。

「？　あれ？」

　その時、自販機の向こう側を、遠目に見覚えのある海かい藻そう類ヘアーが横切っていった気がした。しかしそれはすぐに自販機の陰かげに隠れていってしまう。

「…………」

　私はそれが「彼女」であることを確認すべく、自販機の横から顔を覗のぞかせ──

「ご、ごほん！　おい、ジュース買うなら、さっさと買ってくれないか？」

　──ようとしたところで、突とつ如じよ背後から怒られてしまった。

「え、あ、すいません！」

　私は反射的に謝りながら背後を振り向き、そして──その私を𠮟しかりつけてきた人物が、まさかの知り合いであることに気がついた。

「え……加か瀬せ……先せん輩ぱい？」

　約二ヶ月ぶりにその顔を見る、怜れい悧りな顔立ちのゲーム部ＯＢ、加瀬岳がく人と先輩。あまり見る機会のないその私服姿は、彼の性格を表すように、シャツにもズボンにもピシーッとアイロンがかけられ、皺しわ一つなかった。

　彼は相変わらず眼鏡を冷たく光らせながら、嘆たん息そく混じりに続けてくる。

「まったく。自販機に迷めい惑わくな先客がいると思えば……まさか後輩とはな」

「うぐ……」

　私は呻きながらも立ち上がると、彼と正面から向き直ってこほんと咳せき払ばらいする。

「こんなところで何をなさっているのですか、先輩」

「自販機前でゲーム好きを後悔し呻いていた変人に、先にそれを訊たずねられるとはな」

　そこから見られてたのか。泣きたい。けど、私はすまし顔で続ける。

「だって加瀬先輩と遊園地って、全然イメージ合いませんよ？」

「失礼なヤツだな。オレにだってＦＰＳ以外の日常はある。……デートとかな」

「え、デートなんですか!?」

「……まぁ、デートではないんだが」

「じゃあなんだったんですか、この無む駄だなやりとりは」

　私は嘆息すると同時に、思わずクスッと笑ってしまう。

　──なんて懐なつかしい感覚なのだろう、と。

　彼と最後に会ったのは、それこそ前年度の部活の最終日──例の、三月十四日だ。

　ただその直後から雨野君との交際開始等色々あったことと、加瀬先輩やニーナ先輩はあの日をもって「卒業した」という感覚が非常に強かったため、まだ大して時間が経たったわけでもないのに、既すでにとても懐かしい。

　私がクスクスと笑っていると、加瀬先輩が少し安あん堵どした様子で話を続けてくる。

「実際デートではないが、オレとて異性とは一いつ緒しよに来ているぞ」

「え、そうなんですか？　誰だれとです？　私の知っている人ですか？」

「ああ、知っているも何も……普ふ通つうに大おお磯いそだ。大磯新にい那な」

「ええ!?　い、いや、じゃあデートじゃないですか、やっぱり！」

　先輩同士の恋れん愛あいの予感に俄にわかに色めき立つ私。しかし加瀬先輩はやれやれと首を振ってくる。

「いや、その、盛り上がってくれたとこ申し訳ないのだが、本当にそういうのでは……」

「でも、二人で休日に遊園地に来ているわけですよね!?」

「あ、ああ。まぁそういう言い方はできるんだが……」

「そんなの！　他ほかにどんな理由があろうと、デート以外の何ものでも……！」

　私がそう興奮混じりに言いかけた瞬しゆん間かん、園内に不思議なアナウンスが響ひびき渡わたった。

『本日午後二時から開かい催さいされます特別企き画かく、プロ格かく闘とうゲーマー《たまた》さんによる《ちびっこ百番勝負！》の受付締しめ切きり時間が迫せまってきております。まだ若干の余よ裕ゆうがありますので、よろしければふるってご参加下さい。繰くり返します。本日──』

　…………。

「……あの……はい……これはデートじゃ、ないですね……」

「だろう？　まあ来園理由は必ずしもこれが全すべてでもないんだが……」

　言って肩かたを落とす加瀬先輩。……こんな催もよおしにわざわざ「付き合っている」側には健けな気げな何かが感じられる気がするけれど……うん、指し摘てきするのはやめておこう。色々悲しくなる気がするから。

「それにしても、なんか《ちびっこ》って言ってましたけど……それにニーナ先輩、出る気なんですか？」

「ああ。『だって、年ねん齢れい制限は特に書いてないし……』だとよ。普通に引くだろ？」

「普通に引きますね。ニーナ先輩が堂々と並んだ時点でつまみ出されるんじゃ……」

「一応、そこの対策もアイツは多少してきている」

「た、対策って……」

「聞くな。後輩として、きっと後悔する」

「はい、聞きません、ホントに後悔しそうです」

　二人大きくため息をつく。

　と、加瀬先輩がこほんと咳払いして仕切り直してきた。

「お前の方は、雨野景太あたりとデートか？」

「あたりと、って。それ以外誰がいるんですか……まったく。相変わらず恋愛デリカシーがゼロの人ですね」

　私は呆あきれながらもその言葉で自分の目的を思い出し、とりあえず自販機で二人分のお茶を購こう入にゆうする。と、加瀬先輩も自販機を使うようなので場所を譲ゆずると、彼は普通に自分の分のエナジードリンクだけ買って、その場でごきゅごきゅ飲み始めた。

「……うん……その振ふる舞まいはその……デートでは、ないですね……本当に……」

「このオレを憐あわれむような目で見るのはやめろ天道。自分の飲み物を買って何が悪い」

「いや……うん……いいと思いますよ、加瀬先輩のキャラ的に……」

「相変わらず失敬なヤツだなお前は」

　そんな会話を交かわしながらも自販機前を離はなれる私達。そのまま二人、なんとなく一緒に歩き出す。

　……そういえば当初の目的は「知り合いに会わないでデートする」だった気がするけれど……まぁ、加瀬先輩やニーナ先輩あたりはノーカンでしょう。恋愛的な意味での障害ではまったくないお二人ですし。殆ほとんど路ろ傍ぼうの石にも等しき脇わき役やくとさえ言えるわよね。

「お前また何かオレに対して失礼な考えを抱いだいているだろう、天道」

「なんですかそのＦＰＳで培つちかった観察眼の悪用。絶対モテませんよ、そういうの」

　べこり、とエナジードリンクの缶かんを握にぎり潰つぶす先輩。その眼鏡に軽くドリンクの飛ひ沫まつがつく。……う、うん、あんまり煽あおるのはやめておこうかな。

　私は改めて話を振り直す。

「でも、本当にびっくりしました。失礼ながら加瀬先輩って……私の人生に、もう出てこないキャラかと思っていたので」

「本当に引くレベルで失礼なこと言うなお前。そりゃ出てくるだろ。卒業こそしたが、死んだわけでもなく、更さらにはオレも大磯も普通に地元の大学に通っているのだから」

「そうなんですよね」

　そう、実はこの二人、卒業したと言っても普通に近きん隣りんの大学に通っており、今後も時折ＯＢとして部活に顔を出すことを約束してくれている。そのため、実際卒業に際してもそれほど悲ひ愴そう感やお別れ感は強くなかったわけで。こうして私が普通に軽口を叩たたけているのも、その近さに依よるところが大きい。

　……実際、もし加瀬先輩達が本当に地元を遠く離れてしまっていたら、私は今、この再会に普通に感極きわまってしまっていただろう。……シャクだから言わないけれど。

　私は抱えたホット緑茶二本の温かさをじんわりとお腹なかに感じつつ、話を続けた。

「どうですか、大学生活は」

「自由度が増えて極めて快適だ……と言いたいところだが、オレ個人の感覚としてはまだ高校時代とあまり変わらない、というのが正直なところだな」

「変わらない、というのは？」

「生活の『ガワ』が多少変わったところで、結局はゲームに主体を置いているからな。オレも、大磯も。その意味で何も変わらない。……相変わらず楽しいよ、ゲームは」

「そうですか」

　彼の口から「楽しい」なんて言葉がサラリと出たことに、思わず微笑ほほえんでしまう私。

　加瀬先輩は少し照れ臭くさそうに視線を逸そらしつつ続けてきた。

「ただまぁ……オレの日常からお前達との『ゲーム部活動』が消えたことに関しては、一いち抹まつの空くう虚きよさを感じないでもない、がな」

「わっ、加瀬先輩がデレた。びっくりです」

「まったく、お前というヤツは……」

　そう言って苦く笑しようする加瀬先輩は、やはりどこか以前より少し大人びて見えた。

　彼は私の隣となりを歩きながら「そういえば」と話を再開させてくる。

「現状うちの大学にゲーム部はないのだが、一部有志でサークルを作ろうかという話にはなっているぞ。オレや大磯は勿もち論ろんだが、ほら、以前うちのゲーム部にも来たことのある『あの二人』が中心になるカタチで……」

「ああ、そうなんですね！　それはまた、なんと素す敵てきな！」

　すっかり失念していましたが、先輩達の進学した大学は、私や雨野君の「ゲーム仲間」たる、とあるお二人の大学生さんも在ざい籍せきされている学校だったりするわけで。

　思わず話が弾はずみ始めます。

　そうしてしばし加瀬先輩に大学生活の近きん況きようを尋たずねつつ歩いていると、途と中ちゆうで先輩の方から「ところで」と話を切ってきた。

「もう結構歩いたが、雨野景太はどこなんだ？　まだ遠いのか？　オレは一応、ヤツのところまでは送るつもりでお前と一緒に歩いているのだが……」

「いや送るって……別に遊園地で誰かに襲おそわれるとかもないでしょうに」

「む。まぁ、それは確かにそうかもしれんが。……まぁ……一応大事な後輩だしな……」

　なにやらしどろもどろの先輩。相変わらず、変なところで可愛かわいい人だ。

　私はあまりそこをツッコまないであげて、話を元に戻もどした。

「えっと雨野君なら、すぐそこですよ。ほら、あそこのベンチに……」

　言って前方のベンチを指さす私。しかしそこには……。

「……誰もいないように、オレには見えるが？」

　加瀬先輩が眼鏡をクイッと上げて呟つぶやく。……うん。……うん？

「そ、そんなハズは……。……あ、あれ？」

　慌あわてて小走りでベンチに駆かけ寄るも、まぁ当然ながら彼は見当たらない。私の頭の中に先さき程ほどの軽い喧けん嘩か風景が蘇よみがえり、顔面が蒼そう白はくになってくる。まさか雨野君、私に愛想を尽つかして……！　い、いえ、そんな……そんなハズ……！

　が、ここで相変わらずのデリカシーゼロ先輩が背後から半笑いで声をかけてきた。

「なんだ、愛想尽かされたんじゃないのか、お前」

「はんっ、この私をどこかの鈍どん感かんＦＰＳメガネと一緒にしないで頂きたいですね」

「……オレのデリカシー云うん々ぬんより、むしろお前の攻こう撃げき性の方が問題じゃないか？　まぁなんにせよ、雨野景太はいないみたいだな」

「ふ……見当たらないからとて、いないと断じるにはまだ早いかと」

「冷静な面おも持もちで淡たん々たんと混乱するのは勘かん弁べんしてくれないか、天道」

「きっと彼はほら……そのエンジョイ勢としての尊さのあまり、遂ついにはガチ勢に見えない存在にまで昇しよう華かしたと考えれば、私と加瀬先輩に彼が見えないことの説明はつきます」

「…………。……じゃ、じゃあな天道。オレそろそろ大磯と合流しに──」

「待って下さい無責任ヘタレメガネ」

「がっ──お、おいっ、襟えりを摑つかむな、襟を！　分かったから！」

　先輩はけほけほと噎むせつつ、仕方なさそうに私を振り向きメガネの位置を整えた。

「お前の馬ば鹿かげた妄もう想そうはさておき、普通に考えて席を外しているだけじゃないのか？」

「雨野君が、愛いとしの彼女たるこの私を放ほうってですか？」

「真ま面じ目めな顔で惚のろ気けるな。いや急に便意をもよおすぐらいはあるだろ」

「？　雨野君はトイレなんて行きませんよ？」

「エグい惚ほれ方してるなお前」

　いけない、加瀬先せん輩ぱいの引き方がいよいよ本気だ。私はこほんと咳せき払ばらいする。

「冗じよう談だんはさておき、それにしたって連れん絡らくの一つぐらいはくれていいハズですが……」

　言ってスマホを確かく認にんするも、やはりなんのメッセージも着信もなかった。

　ここに来て加瀬先輩もようやく「ふむ」と真しん剣けんに考え始めてくれる。

「スマホも使えないレベルの突とつ然ぜんの失しつ踪そう……それはもはや、誘ゆう拐かいではないのか？」

「……いえ、あの、加瀬先輩までボケ始めたら、収しゆう拾しゆうつきませんけど？」

「お前自分の発言がボケである自覚あったのか……逆に腹立ってくるなそれ」

「とにかく、誘拐とか馬鹿なこと言ってないで……」

　私がそう続けようとしたその時だった。

　加瀬先輩が、突とつ如じよ何かに気づいた様子で動き出す。

「ああ、あっちのベンチに他のカップルがいるじゃないか。どれ、聴ちよう取しゆしてこよう」

「え？　あ、ちょ……！」

　言うや否いなや、早さつ速そくそのカップルに向けて──ベンチで肩を寄せ合って明らかに「いい雰ふん囲い気き」を醸かもし出していたカップルへと向けて歩き出す、驚きよう異いのデリカシーゼロ先輩。

　しかし悲しいかな、今にもキスでもしそうなそのカップルは、こちらに背を向けていて全くあの鈍感男に気づかない。……ああ……。

　結果、私の制止も間に合わず──キス直前のカップルに、ＦＰＳ眼鏡が声をかけた。

「ちょっといいか？」

　よくない。絶対よくない。むしろこんなによくないタイミングも中々ない。

　案の定二人はびくーんと可哀かわい想そうな程体を強ばらせ、あまつさえ二人してベンチから思いっきり立ち上がってこちらを振り向いてきた。

　カップルの片割れ、男性の方が緊きん張ちよう気味に加瀬先輩へ言葉を返す。

「はははは、はい！　ななな、なんでしょう！…………って、あ、あれ？　加瀬先輩？」

『え？』

　そのリアクションに驚おどろく私達。改めて見れば、その男性は……。

「なんだ……三み角すみじゃないか」

　我が音吹高校ゲーム部の部員、三角瑛えい一いちその人だった。彼はキョトンとしながら挨あい拶さつを返してくる。

「あ、はい。ご無ぶ沙さ汰たしております加瀬先輩……って、あれ、天道さんも？」

「え、ええ……こんにちは」

　互たがいに首を傾かしげながらも挨拶を交わし合う私達。と、三角君がハッとした様子で隣の女性……話にだけは何回か聞いたことのある女性を紹しよう介かいしてきた。

「あ、こ、こちら《義妹いもうと》の理り姫き……です」

　その紹介を聞いた途と端たん……思わずニヤァとゲスな笑えみを浮うかべてしまう私と加瀬先輩。

『へぇ……《義妹》さん、ねぇ？』

「ぐ……っ」

　まずいところを見られた、とでも言うように呻うめく三角君。その傍かたわらでは理姫さんが、恥はずかしそうに縮こまりつつ、私達にぺこりと頭を下げてくる。可愛い子だ。しかしそれにしても《義妹》と一年掛かけていい雰囲気にまで発展するとか……相変わらず正しくライトノベル主人公っぽい人生邁まい進しんしているわね、三角君……。

　彼は自分達から話題を逸らそうとしてか、いつもの彼らしくはない、若じやつ干かん強ごう引いんな話を切り出してきた。

「えっと……天道さんと加瀬先輩はその……デートですか？」

『…………』

「…………なんかすいませんでした。冗談ですって。ええ、ホントに謝るんで、そんな、二人して不良漫まん画がのヤンキーみたいなメンチの切り方するのやめて貰もらえます？」

　三角君はそう謝罪すると、改めて訊たずねてくる。

「でもだったら、お二人は一体どうして一いつ緒しよに……？」

「私と加瀬先輩に関しては偶ぐう然ぜん会っただけよ。私は雨野君と、加瀬先輩はニーナ先輩とたまたまここに来ていて」

「なるほど。……えーと、あれ、でも肝かん心じんの雨野君が……」

「そうなのよ。さっきまでそこのベンチにいたはずなのだけれどね。何か知らないかしら、三角君」

「え？　あ、あー……。……あー。それは……でもこのケースはどういう……」

「？」

　なにやら宙を見上げ、謎なぞの考え込みを始める三角君。

「でもこれは普ふ通つうに言うべき……だよなぁ……？　うーん……？」

「？　えと……三角君？　それ、なんの話かしら？」

「ああ、天道さん……。えと、確認なんですが、天道さんって、できるだけ早く雨野君と合流したいですよ……ね？」

「それは当然でしょう。何を今いま更さら」

「で、ですよね。……うーん、ま、いっか。えと、実はボク、雨野君見ましたよ。そこのベンチに座っているのを」

「え、そうなの？」

　ならどうしてすぐに言ってくれないのだろう？　私が首を傾げていると、三角君がなにやら言葉を選ぶように続けてきた。

「ただその……なんていうか、ボクが声をかける前に、去ってしまったのですが……」

「ああ、そうなの？　良かった。それで彼は、今一体どこに？」

「えっとそれが……その……大変言いづらいことでして……」

「？」

「えっと、一つ前置きさせてほしいのは、きっと『あの人』にも事情はあったと言いますか、考えがあると思うので、そう頭ごなしに怒おこってあげないで欲しいのですが……」

「？　えっと、三角君は何を言っているのかしら？　結局、雨野君はどうなったの？」

「その……それなんですが、まぁ……ぶっちゃけ、ハッキリ言ってしまえば……」

　三角君はそこで、非常に気まずそうにたっぷり間を置いた後……最後には頰ほおをぽりぽりと搔かきながら、その真相を、告げてきた。




「なんか突然強引に腕うでを引かれて、連れて行かれましたよ。──伏黒真音さんに」




「ああ……」

　瞬しゆん間かん、ふらりと一歩後退する私。そうして、私と加瀬先輩は目を見合わせると、三角君と会う前に話していた推理を……二人、確信へと変えたのだった。

『誘拐だ』




　雨野景太




　カノジョをベンチで待っていたら魔ま王おうに攫さらわれた。

　いやはやベンチに座っているだけで魔王に攫われるイベントが発生するとは、流石さすがはゲーマーの聖地《シュピール王国》だよね！　芸が細かい！　よ、ゲーマーの聖地！

　…………。

　ま、僕以外にこのイベント発生した人いないみたいだけど。

「（まったく、相変わらず天災みたいなタイミングで来るなぁ、この人は）」

　天道さんを待ってたのもそうだけど、真音さんが現れたのは、丁度僕が遠目に知り合いの某ぼうファミレス大好きギャルに似た人物を見つけて目をこらしていた最中だった。……そこに突如「ヌッ」と銀ぎん髪ぱつ魔王がドアップで現れ、僕は心臓が止まるほど驚いたわけで。

　そして「驚き」は、一時的に人から抵てい抗こう力や状じよう況きよう認識力を大おお幅はばに奪うばう。

　かくして現在僕は、魔王様こと銀髪美人の暴君に腕を引かれ、園内を早足で歩かされていた。……勿もち論ろん、僕とてショック明けに抵抗はした。したけれど、彼女に耳元で、

「机の二段目の引き出し、ノートとノートの間」

　と囁ささやかれた刹せつ那な、僕はいよいよ完全なる彼女の傀かい儡らいと化したのだ。ちなみにこの辺の事情を深ふか掘ぼりしてはいけない。それは全国高校生男子間の暗あん黙もくのルールだ。

　まあ実際そんな脅おどしがなかったところで、そもそも僕は普通にこの魔王様に腕わん力りよくでも圧あつ倒とう的に負けているからどうしようもないんだけどさ。

　で、本当なら天道さんに連絡の一つも入れたいところなのだけれど、残念ながら僕のスマホは無む駄だにゴツくて両手で持たないとメッセージ送信もままならないため、片腕をガッチリロックされてしまっている現在、それもかなわない。……せめて「さがすな、しぬぞ」の八文字ぐらいは打てればいいんだけど……。

　かくしてズルズルと引きずられること数分。僕はこの目の前の銀髪魔王様こと伏黒真音さんに、何度目かの抗議の声をあげた。

「あ、あのー、真音さん？　僕、天道さんとデート中だったんですけど……」

　僕のその言葉に、真音さんは……意外にもニコリと微笑ほほえんで振ふり返ってきた。

「ああ、そりゃ良かったじゃないか、アマ公。どうだ、楽しかったか？」

「うん、いい笑顔でサラリとデートを過去形にするのやめて貰えます？」

「なんだアマ公。その、まるでオレ様より天道花憐といる方が楽しいみたいな態度は」

「いやそのまんまの意味ですけど」

「これは異な事を言う。このオレ様伏黒真音は、天道花憐の完全上位互ご換かんだぞ？」

「異な事を言っているのはどっちですか！」

「オレ様の方が美人だし、オレ様の方が能力値高いし、オレ様の方が年収あるだろ」

「学生に年収勝負仕し掛かけないで下さいよ。そういうことじゃなくて、ほら、なんていうか……その……僕の愛するカノジョは世界でただ一人、天道さんだけなんで……」

　照れながらもそんな反論を口にする僕。と、真音さんは少し立ち止まり「ふむ」となにやら真ま面じ目めな顔で考え込むと……次の瞬間、極きわめて淡たん々たんと提案してきた。




「今日の働き次し第だいでは、今晩オレ様が抱だいてやらんこともないぞ、アマ公」




「貴女あなたは人の心が分からない高次存在か何かなのですか」

　恋れん愛あいという概がい念ねんを理解していないＡＩみたいな代だい替たい案あんを出してきやがった。震ふるえるわ。

　なんか色々馬ば鹿からしくなってきた僕はもう説き伏ふせるのを諦あきらめ、逆に彼女が僕を誘拐した理由の方へと話を向けることにした。

「それで、真音さん。僕はそもそもどうして今、貴女に攫われているんですか？」

「ふ……アマ公。……オレ様がお前を誘拐するのに、理由なんざいるのか？」

「いるよ。何をいい台詞せりふみたいなキメ顔で言ってんですか。いいから理由を、端たん的てきに」

「奴ど隷れいの確保」

「最低の五文字回答来た。あの、僕の《所有権》って、僕に返ってきましたよね？」

「ああ、それはそうだ。だが友達として手助けを請こう分には問題ないだろう？」

「ええ。ただ友達として手助けを請うことを『奴隷の確保』とは表現しないですね」

「永遠の友達」

「いや今更ズッ友っぽく言っても手て遅おくれですから」

　いよいよ呆あきれて肩かたを竦すくめる僕。いつの間にか真音さんの拘こう束そくも緩ゆるくなっていたので、僕はその手を振り払はらい、流石に今日ばかりは少し強めに決別の言葉を口にする。

「今日は僕……天道さんを目め一いつ杯ぱい楽しませてあげたいんですよ」

「？　夜の話か？」

「普通に日中の話です！　とにかくそういうわけですから、今日ばかりは真音さんが『友達として』何と言おうと、僕は断固として付き合いませんからね！」

「夜の方もか？」

「夜の方もです！　っていうかなんなんですか、今日の謎の下ネタ推おし！」

「いや、最近某ぼう碧陽学園の生徒会長と懇こん意いにしていてな。オレ様の知らないゲームを沢たく山さん知っていて実に興味深いんだ」

「遂ついには魔王にまで影えい響きよう与あたえ始めたのかあの小悪魔女子！」

　実は僕の高校生活における真の『ラスボス』って、真音さんとかじゃなくてあの人なんじゃなかろうか。……前も言ったけど、努ゆめ々ゆめ油断しないで対応していこう、うん。

　……話が脱だつ線せんした。

　僕はこほんと咳せき払ばらいすると、改めて真音さんに背を向ける。

「とにかく、僕は戻もどらせて頂きますからね。今日ばかりは、貴女が何と言おうと！」

「……そうか。まぁ、そうだな。友達の行動を強制することは、できないな」

　そうして「ふっ」とどこか儚はかない笑顔を見せる真音さん。普段とのあまりのギャップに少し動どう揺ようするものの、しかしここで甘い顔を見せたらおしまいだ。

　僕は心を鬼おににすると、天道さんと別れたベンチに戻るべく一歩を踏ふみ出し──




「……迷子の美衣のことは、オレ様一人で捜さがすことにするよ。じゃあな、アマ公」




「…………」

　…………………………………………………………………………………………。




「いやぁ、なんか催さい促そくしたみたいで悪ぃなぁ、アマ公」

「……いえ……」

　数分後。そこには上じよう機き嫌げんの魔王様と、その隣となりで懸けん命めいに幼女を捜す下げ僕ぼくの姿があった。……世せ知ち辛がらい世の中である。でも、あの言葉を聞いてもなお無視するのは、もう男気あるとかじゃなく、ただ冷たいだけだろう。仕方ない。

　実際天道さんにメッセージを送ると、彼女も即そく座ざに「私も捜してみます！　合流はその後で充じゆう分ぶんです！」と返信してきてくれた。……なんというか、こういう「天道さんの、天道さんっぽさ」が、僕はたまらなく好きだ。普段はポンコツとか表現されがちだけれど、要は、自己犠ぎ牲せいを厭いとわない根っからの善人気質というか。結果として、自分が割を食うことが多いんだけど……そんな彼女の愛いとおしいこと、愛おしいこと。

　メッセージアプリの文面を見ながらニコニコしていると、真音さんが呆れたように声をかけてきた。

「なんというか……言いたかないが、本当にお似合いだよな、お前らは」

「？　よく分かりませんが、ありがとうございます。でも今はそんなことより、一刻も早く美衣ちゃん捜さないと！」

「……ハッ、『そんなことより』か。ホント、お前達は……」

　真音さんが非常に珍めずらしい、とても温和な笑みを見せてくる。僕はそれに一いつ瞬しゆん見とれてしまうも、すぐに意識を切り換かえると、あたりを見回しながら真音さんの前を歩き始めた。

　田舎いなかの遊園地とはいえ、そこは休日。アトラクションからは黄色い声が響ひびき渡わたり、広場には沢山の家族連れが行き交かっている。更さらにこうして改めて迷子を捜し始めると、子供の多いこと多いこと。休日の遊園地で迷子捜しというのは、意地悪な間ま違ちがい探しアプリもかくやという難易度だった。

　僕はそれでもできるだけ目をこらしつつ、背後の真音さんに訊たずねる。

「それで、真音さん。迷子センターの方にはもう連れん絡らくとかしたんですよね？」

「ああ、勿論だ。ただセンターは……もう、ダメだった」

「だ、ダメ？　なんですか、そのバイオ○ザードみたいな説明は」

「イメージとしては本当にそれに近い。そもそもどういうわけか今日に限ってセンターには迷子の子供が超ちよう満まん員いんでな。そりゃもう酷ひどい有様だったよ。子供のはしゃぐ声と喧けん嘩かする声、そして泣き声が大量に入り交じり、職員は総出でてんやわんや、果てには上司と思おぼしきハゲの怒ど号ごうまで飛び始めるという……カ○コンも真っ青の地じ獄ごくだった」

「ああ……それは『もうダメ』ですね……」

　下手するとラクー○シティ以上の惨さん状じようかもしれない。真音さんが続けてくる。

「一応届けを出した上でその場にいた子供の確かく認にんもしたのだが、まあ見つからなくてな。で、あのカオス領域で精神汚お染せんされながら待つより直接捜した方が賢けん明めいだと判断してセンターを出たところ、ベンチにとぼけ面づらの補助アイテムが落ちているのを発見したわけだ」

「うん、それなら奴隷表現の方がいくらかマシだったかもしれません」

「愛してるぞ、親友」

「うっさいです」

　テキトーにあしらいながらも、腰こしを曲げ視界を下げてミィちゃんを捜す。ちなみに真音さんは対たい照しよう的に背筋を伸のばして颯さつ爽そうと歩いているが、彼女は彼女なりに広い視界でミィちゃんを捜しているだけだ。僕より長身だしね。絵え面づら的にどうも僕だけ頑がん張ばっている感は出てしまっているが、一応理にかなった分担と言える。……うん、ホント、一応ね……。

　ミィちゃんを捜しながら、僕は更に訊ねる。

「ところで、真音さんとミィちゃんは二人で遊びに来られたんですか？」

「ああ。……何か問題あるか？」

「いや別になにも言ってないじゃないですか」

　なんか妙みように理り不ふ尽じんに絡からまれた。いやいつも理不尽ではあるけれどさ。

　僕が少々不ふ審しんに思っていると、真音さんが咳払いして話を戻してくる。

「しかしどうもダメだな、美衣との外出は」

「ダメって……ああ、そういえば初めて会った時もミィちゃん迷子にしてましたね」

「う……」

「でもよくよく考えると、らしくないですよね？　いや真音さんってミィちゃん大事にしているし、観察力とか行動予測能力とかも抜ぬきんでているのに……」

「あ、ああ……遂にそこに気づいてしまったか、アマ公……」

「？」

　真音さんの不思議なリアクションに、首を傾かしげながら振り返る僕。

　彼女は少し神しん妙みような面おも持もちで、僕を見つめ返してきた。

「いやその……ここだけの話な。こんなパーフェクトなオレ様でも苦手とする相手っつうのはいるんだ。それの代表格が──何を隠かくそう、うちの血族なんだよ」

「血族って……アグリさんやミィちゃんが苦手ってことですか？」

「ああ。なぜか美衣やグリ助に関しては、最後の最後で『読み切れない』とこがあってな。結果、美衣とはどうもはぐれがちなんだ。で、なんとかそれを回かい避ひしようと少々厳しめのルールで押さえつけたりしてみるんだが、結局枷かせを外すのが美衣というか……」

「ああ、なんか分かります……」

　あの子は確かにいい子なのだけれど、核かく心しんの部分で自由だ。アグリさんや真音さんに共通する「囚とらわれなさ」があるというか。

「でも真音さんに似ているなら、むしろ他の人より予測しやすそうなもんですけどね？」

「いや、それが逆でな。オレ様と似ていながら、オレ様とは違う。その結果、言いたかないが、ヤツらはオレ様の発想を凌りよう駕がしてしまうことが多々あるんだ」

「ああ……僕が《のべ》さんのゲームに感かん銘めいを受けるアレに近いのか」

　僕が納なつ得とくしていると、真音さんはこれまた実に珍しい、苦虫を嚙かみつぶしたような表情を見せて続けてきた。

「で、そんな中、一族でも特にオレ様が苦手とする従妹いとこってのが、一人いてなぁ」

「真音さんがそんな風に語るだなんて珍しい。それはまた……よほどハイスペックな方なんでしょうね」

　魔ま王おうをも超こえる神にも等しい存在が登場する予感に、ごくりと唾つばを飲み込みながら訊ねる僕。が、真音さんは首を横に振ふってきた。

「いや逆だ。ハイスペックどころか、オレ様が知る中で最大の『ポンコツ力』を誇ほこっている女と言っていい」

「む。それは聞き捨てなりませんね真音さん。『ポンコツ力』ならうちのカノジョだってきっと負けていませんよ！」

「お前のその張り合い方は本当に彼氏として正しいのか？　いや、確かに天道花憐も酷いポンコツではあるが、方向性が違うんだよな……」

「方向性？」

「ああ。そうだな……たとえば天道花憐って女は、極きわめてポンコツな人ひと柄がらを持ちつつも、基本スペックは高いだろう？　頭のできが良く、運動神経にも恵めぐまれ──」

「当然です！　だって天道さんですよ!?　至高の存在に決まってるじゃないですか！」

　僕の剣けん幕まくに、少々ひきつる真音さん。

「お、おぅ……お前の愛はなんか重いな。まあとにかく、天道は基本的にはハイスペックじゃないか。その時点で既すでに、うちの従妹とはまるで違う」

「というと、つまりは……」

「ああ、うちの従妹は基本性能からして最底辺なんだ。どれくらい最底辺かというと、昔のコンシューマー格ゲーでギャグとして入れられる最弱キャラぐらいだ」

「正統派のポンコツじゃないですか」

「正統派のポンコツなんだよ。それでいてとてつもなく無む邪じや気きかつ天てん真しん爛らん漫まん」

「なんですかそれ。まるで真音さんの対極みたいな人ですね」

「そうなんだよ。オレ様と唯ゆい一いつ共通しているのは、『傍ぼう若じやく無ぶ人じん』という部分だけだな」

「なんて迷めい惑わくな一族なんだ」

　上原君は、もしアグリさんと結けつ婚こんしたらこの一族の仲間入りを果たすわけか……。なんだろ、ご愁しゆう傷しよう様さまとしかいいようがない。……天道一族って、大だい丈じよう夫ぶだよね？

　急に謎なぞの不安に襲おそわれ始めた僕を尻しり目めに、真音さんが続けてくる。

「で、そのポンコツで残念な従妹なんだが……オレ様はどういうわけかコイツに、凄すさまじく弱いところがあってな」

「弱い？　真音さんともあろう人が？　それは、具体的にはどういう意味でですか？」

　話を聞く限り、今のところ圧あつ倒とう的に真音さんが上の立場に聞こえるけれど。

　僕の質問に……真音さんはこれまた非常に珍しい、困り果てたような、それでいてどこか照れたような殊しゆ勝しような表情を見せると、頰ほおをぽりぽり搔かきながら呟つぶやいてくる。




「頼たよられたら嬉うれしいし、命令されたら聞いてしまうし、困ってたら手を差し伸べてしまうし、それどころか、どんなに酷い仕打ちを受けても結局見捨てられないんだ……」




「ＤＶ被ひ害がい者しやのメンタリティじゃないですか！　え、真音さん!?　大丈夫ですか!?　なんか変な男にいいようにされてたりしません!?」

「まぁいいようにはされているが、とりあえずその従妹は女だし、要求は無邪気そのものだしで、お前の思うような末期的関係性ではないぞ。実際会う機会も少ないしな」

「それなら良かったですけど……」

　僕がホッと胸をなで下ろしていると、真音さんがまだ頰を染めたまま小さく呟いた。

「……私を本気で心配するヤツなんて、初めて見たな……」

　僕はその言葉にすぐ切り返す。

「いやそりゃ心配するでしょう」

「なんで聞いてるんだよお前。これか、アグが言ってたお前の『盗とう聴ちようスキル』って」

「酷いスキル名つけられてた」

「しっかしお前もつくづくお人ひと好よしなヤツだな。このオレ様のことまで心配とか……」

　ハッ、と小こ馬ば鹿かにするように笑ってくる真音さん。しかし僕は、それにキョトンと首を傾げて返した。

「いや別にお人好しじゃないですよ。──どうでもいい人の心配まではしないんで」

「…………」

「真音さん？　どうしました、ぼんやりして」

「……うるさい。なんでもない。ったく、話の腰折りやがって。先続けるぞ、先」

「？　あ、はい、どうぞ……」

　なんだこの変な態度は。悪態にキレがないというか、なんというか……。

　真音さんはこれまた珍しく何度も咳せき払ばらいした後、ようやく調子を取り戻もどした様子で話を再開させてきた。

「とにかく、オレ様はその従妹にだけは、どうにも逆らえないんだ」

「はぁ……でも、真音さんより全然弱いんですよね？　その人」

「ああ、弱い。生物としては最弱の部類だ。小指どころか前まえ髪がみで殺せるな」

「前髪で」

　それは真音さんを恐おそれるべきなのか、その従妹さんの最弱ぶりを憐あわれむべきなのか。……きっとどっちもどっちなのだろうな。

　僕は少し呆あきれながら訊ねる。

「それにしても、そんなに圧倒的能力差のある人が、真音さんに命令や頼たのみ事を？」

「ああ。それも凄まじく高難度の依い頼らいを気軽にな」

「……真音さんをもってしても高難度と言わしめる頼み事って一体どんな……」

「どんなって──ああ、それこそ、ついこの間なんか、こんな依頼をされたな」

　真音さんはそこで喉のどの調子を整えると、突とつ如じよ、どうやって出しているのか分からない程ほどの無邪気な幼女声で、その従妹さんとやらの発言を再現してきた。




『あ、真音、ちょっとなる早で《強いヒコーキ》用意してー』




「なんですかその無邪気に超ちようエグい要求！　馬鹿の発想じゃないですか！」

　僕のツッコミに、真音さんはいつもの低い声質に戻って淡たん々たんと返してくる。

「結局二時間で用意したが」

「いやあんたもあんただな！　っていうか、なんでそんな理不尽な命令にまでほいほい従っちゃうんですか、かの伏黒真音ともあろう人が！」

「そこなんだよアマ公。そこがオレ様も不思議でな。謎なんだよ……実に謎なんだが、なにかこう抗あらがえない何かがあるんだよなぁ、あのポンコツちびっ子には」

「何かって……」

「彼女を悲しませることだけは、絶対しちゃいけないという感覚──とでも言うのか。本能的に、彼女を敵に回すことが、世界を敵に回すことと同義に思えるというか」

「なんですかその漠ばく然ぜんとした表現。僕にはやはり全然理解できないんですが……」

「だろうな。うーん……そうだな……。お前が理解しやすい表現を捻ひねり出すなら……」

　真音さんはそこでピンと人差し指を立てると、見事すぎる僕用解説を入れてきた。

「ゼ○ダの伝説でニワトリに攻こう撃げきしたら、大変なことになるだろ？」

「なにその表現凄すごい」

　ゲーム好きの僕にドンピシャの表現だった。流石さすがはハイスペック魔王様だ。

　彼女は僕に従妹さんのニュアンスが伝わったと見ると、先を続けてくる。

「なにより、このオレ様に全然物もの怖おじしないどころか、どうも本人が『真音と私は、とっても仲良しさん！』と認にん識しきしているフシがあってな。……非常にやりづらいんだ」

「ああ……それはまさに、真音さんの天敵ですね……」

「そうなんだよ……天敵なんだよ……」

　げんなりする真音さん。今日は彼女の珍めずらしい表情を沢たく山さん見る日だ。……いやそんなイベントは本来天道さんと起こすべきじゃないのか、僕。なんだこれ。

「ちなみに、その方のお名前って？」

「ん？　ああ、昔の碧陽じゃ軽く有名人だったから知っているかもだが、桜さくら野の──」

　真音さんがそこまで言いかけたところで、突とつ然ぜんどこかを見つめて言葉を止める。

　僕は中ちゆう腰ごしをやめて立ち上がると、彼女の視線の先を追い、そして……その先にうらびれた施し設せつを見つけて、首を傾げたのだった。

「鏡の迷めい宮きゆう……ミラーメイズ？」




　亜玖璃




　祐との遊園地デートは、意外な程スムーズに進行していた。

　ジェットコースターやバイキングやお化け屋や敷しきといったアトラクションでは一いつ切さいのトラブルに見み舞まわれることがなかったし、飲食で失敗することもなければ、はぐれたり喧けん嘩かをするようなこともなかった。

　つまりなんていうか……ただただ、びっくりする程に、楽しいデートで。

　……けれど、だからこそ……。

「？　どうした、亜玖璃。体調でも優すぐれないか？」

　亜玖璃が黙だまり込んでしまったのを見て、祐が心配げに覗のぞき込んでくる。

　亜玖璃は右手に持ったソフトクリームをこぼさないよう気をつけつつ、首を横に振って返した。

「ううん、全然。というか逆だよ。なんか……楽しいなぁって。ぼんやりしてた」

「ああ……なんとなく分かるわ、それ」

　祐は早くもチョコレート味のソフトクリームのコーン部分にかじりつきつつ、どこか遠くを見るようにして続けてくる。

「ゲーム同好会に限らず、俺達って基本集団で遊んでることが多い上、そうなると俺もお前も意外と気き遣づかうタイプだからな。こんな風にただただ二人で無邪気に遊べているのは、ちょっと感動モンだな」

「だよね」

　亜玖璃はそう笑って祐に返す。……実を言えば、今亜玖璃の感じていた想おもいは、今祐が説明してくれたそれと、本当は少しだけ違ちがったのだけれど……ま、別にわざわざ訂てい正せいするほどのことでもないし。

　亜玖璃は歩きながらソフトクリームを大きく頰ほお張ばると、周囲をくるりと見み渡わたす。

　週末の園内は家族連れやカップルで大いに賑にぎわい、けれどそこに亜玖璃達の知り合いは一人もいなかった。祐の言う通り、顔の広い亜玖璃達からしたらこれはとっても珍しいことだ。今日という日はきっと、これまで亜玖璃達を散々に弄もてあそんだ神様が気まぐれにくれたご褒ほう美びか何かなのだろう。

　祐がコーンの最後の一欠片かけらを口に放ほうり込みつつ、「さて」と切り出してくる。

「次どこ行くよ亜玖璃。……正直、早くもネタ尽つきてきてんぞ、この遊園地」

「それは言っちゃ駄だ目めだよ祐。あと今日行ってないのってどこだっけ？」

「えっとな……」

　祐がポケットから園内マップ付きパンフレットを取り出し、アトラクションの一覧を確認し始める。

「うーん……俺達が楽しめそうなのは、観覧車と、あと、キズナダン──」

「それはないから」

「だ、だよな」

　汗あせを搔きながらアトラクション一覧に再度視線を落とす祐。彼はしばらく確認を続けた後、なんとも浮うかない表情で切り出してきた。

「やっぱ楽しめそうなのはあらかた行っちまったなぁ」

「だよねー。ってか、遊園地ってなんかそうなるよね。最初に問答無用で楽しいのから乗っちゃうっていうか。亜玖璃的には回転寿ず司しと同じジャンル」

「ああ確かに終しゆう盤ばん戦せんグダるよな、回転寿司。まぁ俺ぐらいになると、デザート系含ふくめ満まん遍べんなく手をつけて最後まで飽あきないスタイルで食うけどな！」

「……あー……なんかその全方位に満遍なくいい顔するスタイル、凄く祐っぽいわー」

　ジト目で応じる亜玖璃。祐が「ええー」と不満げに漏もらす。

「回転寿司の話まで好感度減に繫つながるとか、罠わなかよ。酷ひどくね？」

「ジョーダン、ジョーダン。でもホント、どうしよっか？　祐はなんか気になるアトラクション、ないの？」

「うーん……ま、あえて言うなら、ここぐらいかな」

　パンフの片かた隅すみで紹しよう介かいされている一つのアトラクションを指さす祐。どれどれと覗き込んで見ると、それは意外にも……。

「ミラーメイズ？」

「そう。あれだ、昔ながらのミラーハウス……鏡の壁かべで構成された迷路」

「あー……言っちゃなんだけど、全然楽しいイメージないよそれ、亜玖璃的に。ってか、ぶっちゃけゲーム性が乏とぼしいよね、ミラーハウス系って」

「いやゲーム性って」

　意外そうに目を見開く祐。……しまった。なんか亜玖璃今……どこかのぼっちゲーマーみたいなこと言わなかった？　亜玖璃は誤ご魔ま化かすようにもくもくとソフトクリームをなめる。祐は一いつ瞬しゆんだけ何か言いたげにしたものの、それをのみ込んで続けてきてくれた。

「確かに遊びとしては面おも白しろかないだろうけど、カップルで行く分には悪くない『キャッキャウフフ』アトラクションに思えるぞ。どうだ？」

「う、うん。だね、確かに。行こう、その……ミラーメイズ？　ってのに」

「ああ。こっちだ」

　祐に先導され、二人、一路ミラーメイズを目指す。

「…………」

　溶とけ始めたソフトクリームは、心なしか食べ始めより甘みが減っているように思えた。










　　　　＊




　ミラーメイズはその名の通り、鏡の迷宮だ。壁が鏡で構成され、自分や景色が乱反射する迷宮の中を手て探さぐりで進んでいく。……ぶっちゃけ、まぁ普ふ通つうに面白くは、ないよね。

　ただそれでも──

「ちょ、祐、どこ触さわってんのさ」

「す、すまない亜玖璃。わざとじゃねぇんだ！」

「えー、わざとじゃないのぉ？　残念」

「うぇぇ!?」

　こうして祐とイチャイチャしながら迷宮を手探りで進むこと自体は、最高に幸せだった。ありがとう神様。本当にありがとう。……これまでのすれ違いは全然許さないけど。

　とにかくそんなわけで、ミラーメイズに入ってしばらくは二人、平和にキャッキャとはしゃぎながら進んでいた。しかし──

「あれ？　祐？」

「？　亜玖璃？　あれ？」

　──異変が起きたのは、迷宮も中盤戦に差し掛かかった頃ころだった。

「祐、本体どこ行ったの？」

「そりゃこっちの台詞せりふだ。鏡に映っている亜玖璃は見えてるんだが……」

　互たがいの姿は見えるし、声も聞こえているのに、肝かん心じんの本体というか実体がどこにいるのか分からなかったがすぐそばにいなかった。どうやら何かの拍ひよう子しに少しだけ二人の距きよ離りが離はなれてしまったみたいだ。

「これちょっと距離離れてんな、俺達」

「だね。じゃあ合流するから、祐はそこでちょっと待っててよ」

「あ、いや、むしろ俺の方が動くからお前はそこで止まってろって」

「いいよいいよ、先走った亜玖璃が戻もどった方が確実だって」

「は？　戻るの俺だろ？　俺の方が先に行ってんだから」

「え？」

「あ？」

　意思の疎そ通つうが上手うまくいかないまま、動き出してしまう二人。結果──

「……やば」

　──事態が悪化。鏡越ごしにさえ祐の姿が見えなくなってしまった。

　仕方なくその場に立ち止まり、祐に声をかけてみる。

「祐ぅー？」

「……ぉーぃ……」

　一応祐らしき声こそ返ってきたものの、全然意味をなす言葉として聞き取れない。……いや、狭せまい場所だから大きく声を出せば聞こえるのだろうけれど、子供じゃないんだし、それもねぇ……？

　なぁーんて妙みようなプライドにこだわっている間にもズレは広がったみたいで、いよいよ祐の気配さえすっかり消えてしまった。…………。……あー……うん。

「（ミラーメイズ、侮あなどっててマジごめん。普通に難易度高かったわ、これ）」

　キャッキャウフフとじゃれるカップルを容よう赦しやなく高難易度の迷宮に叩たたき落とす、蟻あり地じ獄ごく的施し設せつ。どうやらそれこそがこのミラーメイズの正体だったらしい。なんてえげつない。どうりで、亜玖璃達以外のカップルが全然いなかったわけだよ。

「はぁ……」

　順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだったデートに、遂ついにケチがついてしまった。亜玖璃は嘆たん息そくしつつも、仕方ないので祐との合流ないしはゴールを目指して迷宮の奥へ向けて歩み出す。

　改めて周囲を見渡してみると、序盤はライティングも明るく鏡の設置数も少なければ迷路としても単純だった施設が、今や照明は薄うす暗ぐらいし鏡も大量で迷路としての構成まで複雑化していた。

「あ、悪質すぎる……！」

　どうやらこのミラーメイズ、人ひと気けのないところでイチャつこうと入ってきたノリの軽いカップルを殺す目的の迷宮だったらしい。どこぞの神話にでも出てきそうな悪質さだ。以前やったキズナダンジョンの悪あく魔ま的システムといい、この《シュピール王国》のアトラクション企き画かく者はカップルに深い恨うらみでもあるのだろうか。

「これはもう、合流しようとして変なことするより、ゴール目指した方がいい気がする」

　その方が結果として早く祐と会えそうだ。

　亜玖璃は意識を切り換かえると、迷宮を前進（多分）していく。進行に従い照明の明度は更さらに落ち、遂には妙に不安を煽あおるＢＧＭまで流れ始めた。

「うぅ……罠にも程ほどがあるアトラクションだよ……！」

　カップルへの悪意がハンパない。一刻も早く祐と会いたい。というか、ここまで心細いと、もう祐じゃなくていいから誰だれか……。

「──え？」

　……と、そんな風に考えた矢先だった。鏡のうちの一枚に、一瞬ちらりと、ファミレス仲間の……あまのっちの姿が映った気がした。けれど、それはすぐに消えてしまう。

　……錯さつ覚かくだったのだろうか？　でも、だとしても、なんで祐じゃなくてあまのっちを見るのやら……。

　複雑な想いを抱かかえつつも、思わずあまのっちが見えた方向に声をかけてみる。

「あまのっち？」

　反応はない。それでも諦あきらめきれず、亜玖璃は一歩踏ふみ出す。と、次の瞬しゆん間かん──

「わぷっ」

「？」

　突とつ然ぜん亜玖璃の腰こしに、小さくて柔やわらかい何かがぶつかってきた。反射的に思わずその存在を抱だき留とめつつ、視線を下ろす。と、そこにあったのは……どうも見覚えのある頭だった。

「……え？　もしかして……美衣？」

「？　わ、あぐりおねーさんです」

　まん丸な目で亜玖璃を見上げてくる少女。彼女は亜玖璃から離れると、相変わらず少しずれた感性で馬ば鹿か丁てい寧ねいにぺこりと頭を下げて挨あい拶さつしてきた。

「えと、ごぶさたしております。げんきでしたか？」

「いや普通に朝会ったじゃん。まぁ、こんなところで会ったのはびっくりだけど……」

　そこまで言ったところで、亜玖璃はあることに気づき思わずあたりを見回す。と、何かを察したように美衣が告げてきた。

「あ、ママはいませんよ」

「あれ？　そうなの？」

「はい、あんしんしてくださいおねーさん。……ミィはいつもどおり、まいごです」

「いや別の心配事が発生してんだけど」

　思わず嘆息する亜玖璃。まぁ確かに、美衣が迷子になるのはいつものことだけどさ。

「美衣も、ミラーメイズでマイ姉とはぐれたの？」

「ふっふー、ミィをあなどらないでください、あぐりおねーさん。ミィぐらいになると……にゅうえんして五ふんごには、ママとはぐれてましたよ」

「なにを誇ほこっているのさ。というか、じゃあ迷子のクセに単独で迷めい宮きゆう踏み込んできたの？」

「ふ……ミィもまた、ねっからのゲーマーのはしくれ、ということですね」

「いやなにも格好良くないからね、それ」

「さてあぐりおねーさん、いざ、ミィをつれて、ここをだっしゅつするのです」

「なんで迷子が上からなのよ」

「……たすけてください」

　素す直なおに涙なみだ目めで懇こん願がんしてくる幼女。亜玖璃は彼女の頭にぽんぽんと手を置くと「仕方ないなぁ」と呟つぶやき、二人、はぐれないよう手を繫つないで歩き始めた。……祐とも、こうしておけば良かったよ……。

　少し歩いたところで、ほんのり余よ裕ゆうを取り戻した美衣が訊たずねてくる。

「ところで、あぐりおねーさんは、けーたおにーさんときていたのですか？」

「え？　違ちがうよ？　なんで？」

「だって、さっきけーたおにーさんのことよんでいたので」

「あ、あー……」

　さっきのアレか。なぜか、なんとなく居心地が悪い。亜玖璃は頭を搔かきながら返す。

「一いつ緒しよに来ていたのは祐だけど、さっきなんか一瞬、あまのっちが見えた気がしただけだよ。……たぶん、見間違いだと思うけど」

　実際あまのっちが今日ここにデートに来るという話は聞いていないし、前回のキズナダンジョンのことを考えると天道さんと来園するとも考えづらい。

　亜玖璃がそんな風に考え込んでいると、美衣は「ふーん」と呟きながら亜玖璃をじっと見上げ……そして、相変わらずダイレクトに切り込んできた。

「あぐりおねーさんは、なんだかんだ、いつもけーたおにーさんにあいたいのでは？」

「え？」

　驚おどろいて美衣の顔を見る。と、美衣は相変わらず無む邪じや気きな……だからこそ少し残ざん酷こくな眼まな差ざしで、亜玖璃を見つめ返してきた。

「だってあぐりおねーさん、よくけーたおにーさんのはなし、するし」

「あー……それは、そうかもだけどさ」

　確かに亜玖璃はよくあまのっちの話をする。だけどそれは実際思い入れがどうこうというより、ネタとして喋しやべりやすいからだ。逆に祐の話となると、ほぼただの惚のろ気けになるから、意外と喋り辛づらいというか。

　けれど美衣にはその辺がイマイチ理解できないらしく、普通に疑問をぶつけてきた。

「あぐりおねーさんは、けーたおにーさんのこと、すきなんじゃないですか？」

「おっと、久々にド直球なの来たなぁ」

　その質問に思わず苦笑いする。これまで、もういやになるぐらい繰くり返された疑ぎ惑わくだけれど……無邪気な子供に正面から問われると、なんだか「クる」ものがある。

　亜玖璃は正面の鏡に映った自分と手を合わせると、自分の瞳ひとみの奥を覗のぞき込むようにして……本当に素直な気持ちを、彼女に明かした。

「うん、美衣の言う通り、好きだよ、あまのっちのこと。大好きだよ」

「おともだちとして？」

「……うーん……」

　亜玖璃はそこで苦笑いすると、美衣を見下ろし、自分の唇くちびるに人差し指を当てて答える。

「ここだけの話──本当は異性としてもそう悪くないって、思ってるかな」

「わーお」

　この年でも恋こいバナは好きなのか、目を輝かがやかせる美衣。亜玖璃は続けた。

「自分でも不思議なんだけど、あまのっちって、実は今の亜玖璃にとって誰よりも掛け替がえのない人の一人なんだよね。それこそ……家族と同じレベルで。ちゃんと話すようになって、一年程度しか経たってないのにさ」

「わ、それはもう、『うんめーのひと』ですね」

「そうだねー。この短期間でここまで誰かのことを大事に思うのは、運命と表現しても過言じゃないかもね。でも、だからこそ……」

「だからこそ？」

　訊ね返してくる美衣に、亜玖璃は笑え顔がおで答える。

「あまのっちと亜玖璃は、もう『ここ』で充じゆう分ぶんなんだよね、お互いに」

「じゅーぶん……」

　どこか納なつ得とくいかない様子で考え込む美衣。亜玖璃は更に続けてあげた。

「あまのっちのことは大好きだし、心の底から愛しているけど……それは今の亜玖璃やあまのっちの考える『恋』ではないってことかなぁ？」

「む、むずかしいはなしだね。どういうこと？　こいって、なに？」

「それはまたシンプルに難問だけど、まぁ、美衣に分かるように言うなら……」

　亜玖璃はそこで祐のことを思おもい浮うかべ、はにかんで美衣に答える。




「『もっと、もっと』が止まらないのが、今の亜玖璃達にとっての恋、かな？」




「もっと、もっと……。……そっかぁ」

　なんだか妙に大人びた表情で納得してみせる美衣。……ホントに分かったんだとしたら、中々に末すえ恐おそろしい子だ。

　亜玖璃は思わず彼女の頭をくしゃくしゃと撫なで回す。

「（……この子もいつか、恋をするのかな？　だったらその時には……こんな亜玖璃達の経験が、少しでも美衣の幸せへの道しるべになってくれたら、嬉うれしいな）」

　恋のカタチは一つじゃない。人によっては亜玖璃とあまのっちの間にあるものこそ本当の意味での恋だと断じる人もいるだろうし、それはそれで正解なのだと思う。

　けれど亜玖璃達にとっての正解は、亜玖璃達にしか決められないことだから。

「あ。あぐりおねーさん、なんか、あっちのほうあかるいよ！」

「あ、ホントだね！　やったね美衣！」

「うん！　はやくはやく！」

　美衣が亜玖璃の手を引いて、光の方へとぐいぐい進んで行く。亜玖璃はそれに従いながら、心の中で小さく呟いた。

「（ま、ホントのホントを言うと……あまのっちに対して『もっと』という気持ちが完全にゼロだったかというと、そうでもなかったんだけどね）」

　浮うわ気きの告白みたいになっちゃうけど、この前ファミレスで語った『一緒に温泉』のくだりで、互たがいにほんのりでも照れてしまったあたりが、その証しよう拠こだと思う。「もっと」という気持ちが一いつ切さいない本当の家族なら、あそこで照れる理由なんてないのだから。

「あ、やっぱりゴールだよ、あぐりおねーさん！　って、あそこにいるのって……」

「……祐？」

「亜玖璃！　うぉぉ、亜玖璃ぃ！」

「や、ちょ──」

　迷宮を抜ぬけた瞬間、半ば泣きじゃくりながら鼻水を垂らしつつ抱だきついてくるうちの彼氏さん。美衣がドン引きしているのにも構わず、彼は亜玖璃を抱き寄せる。

「良かった、マジで良かったよ、亜玖璃。俺もう、自分が情けなくて情けなくて……」

「や、なんでさ。大げさだなぁ、アトラクションではぐれた程度で……」

「関係ねぇよ！　そこがアトラクションだろうがなんだろうが、俺がちゃんと亜玖璃を傍そばで支えてやれなかったっつう、その一点が悔くやしくて情けねぇんだから！」

「祐……」

「でもとりあえずマジで良かった。ホント良かったよぉ……」

　亜玖璃を強く抱きしめながら、心から安あん堵どしたように呟く祐。

　亜玖璃はそんな彼の背中をぽんぽんと叩たたいてあげながら、呆あきれた様子で見上げてくる美衣の瞳を見つめ返しつつ、視線で伝えるのだった。

　亜玖璃はやっぱり、誰だれよりも、この人のことが、知りたいんだよ。

　──もっと、もっと。




　星ノ守千秋




「絶対絶対、いやです」

「えー、いいじゃん、一緒にスリルを伴ともなう快楽の渦うずに堕おちようよー」

　コノハが執しつ拗ように自分を誘さそってきます。しかし自分は確固たる意志で、それをキッパリと断りました。

「ですから、いやですって。堕ちるならコノハ一人で堕ちて下さい」

「そんな、あたし一人でなんて……勿もつ体たいない！　姉の嬌きよう声せいも傍で聞きたいよぉ！」

「どんな願いですかそれ。いいから、一人で楽しんで下さいよ、コノハ。この──」

　そこで自分は目の前に高くそびえ立つアトラクションを眺ながめ、嘆たん息そく混じりに呟いたのでした。

「──フリーフォールは」
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「ええー！　一緒に堕ちようよぉ、お姉ちゃぁん」

　体にしなを作って、妙みように艶なまめかしく誘ってくる我が妹。さっきから「おちる」の漢字変へん換かんが妙に違う方面っぽく聞こえて仕方ないのは、自分の気のせいでしょうか？

　その後も数分に亘わたって自分が拒きよ絶ぜつしていると、コノハは「わかったよぉ」と不満げに頰ほおを膨ふくらませて引き下がりました。

「じゃああたし一人で行ってくるから、お姉ちゃんはそこのベンチで一人、人目も憚はばからず色々愉たのしんでればいいよ」

「はいはい、分かりました。自分は普ふ通つうに休きゆう憩けいしているので、構わず行ってきて下さい」

「分かったよ。……ちぇ、激しい上下運動って、大たい概がい絶対気持ちいいのになぁ」

　なにやら不ふ埒らちな感性を吐と露ろしつつ、コノハがアトラクションの列へと向かって行きます。

　自分はやれやれとベンチに腰こしを下ろすと、改めて園内を見み渡わたしました。

　夕方を迎むかえ、黄昏たそがれ色に染まり始める《シュピール王国》。こうなると一層ファンタジー感が増して自分的には大興奮なのですが、行き交かう人々の顔にはほんのり疲つかれの色も見え始めていました。

　フリーフォールの列に並んだコノハが手を振ふってきています。自分はそれに控ひかえめに手を振り返すと、その奥……確かミラーメイズとかいう施し設せつ付近に、ケータの姿が見えた気がして目をこすりました。……んー？　なんか……ケータが誰かに引っ張られているような……。……あれあれ？　そうかと思ったら急激に反転しましたよ？　んー？　あれもしかして、ケータと真音さ──

「はぁ……」

「…………え」

　──そこまで来たところで、突とつ如じよ自分の視界を女性が塞ふさいできました。

　彼女はなにやらどんよりした空気を纏まといながら、まるで昔の自分のように長い髪かみで顔を隠かくすように俯うつむきつつ、なぜかどんどんこちらに近付いてきます。

「（え、なんですか、なんですかこれ。こ、怖こわい怖い！）」

　何が怖いって、夕ゆう陽ひを背にしたその女性……まさかのランドセル姿なのです。近ちか頃ごろの小学生は発育がいいといいますが、それにしたって、その体格やその他ファッションから醸かもし出される雰ふん囲い気きが明らかに小学生のそれではなく……。

　というかたとえ小学生だったところで、休日の遊園地にランドセル背負ってきません。

　つまりは相当にヤバイ雰囲気を放つ存在が、現在まさに自分の方へと近づいてくるわけで。

　自分は思わずベンチから腰を浮かしかけますが、次の瞬しゆん間かん──彼女はどこか聞き覚えのある声で、自分に語りかけてきました。

「いいところで会ったね────星ノ守千秋」

「──ひっ？」

　なぜか自分の名前を呼ぶ女性。……アレな雰囲気纏った人に個人情報を押さえられているというのは、ただただ恐きよう怖ふでしかありません。

　自分はもはや体に力が入らず、ベンチにへなへなと座り直すと、あとはもうガタガタ震ふるえて彼女を待ちます。

　そうして、彼女はいよいよ自分の前まで迫せまると……遂ついにその髪をかき上げながら、自分に声をかけてきたのでした。

「あたしだよ、星ノ守千秋。……ゲーム部の、大磯新那。忘れちゃった？」

「え……？　大磯……先せん輩ぱいさん？」

「そ」

　恐おそる恐る窺うかがった彼女の顔は、まさに彼女──先日天道さんや真音さんと共に自分とストシス対戦に応じてくれた女性、大磯新那さんでした。

　自分が啞あ然ぜんとする中、先輩はなぜか一度背後を振り向き、何かを念入りに確かく認にんした後……「よし」と呟つぶやくと、ランドセルを前に抱かかえつつ自分の隣となりに腰を下ろしてきました。

　自分はしばし啞然としてしまいましたが……ふと先さき程ほどケータらしき人物を見かけていたことを思い出すと、改めてミラーメイズの方を見てました。が、そこに彼らしき人物の姿はなく……やはり自分の見み間ま違ちがえだったようです。

　自分が目をごしごしとこすっていると、大磯先輩が語りかけてきました。

「おつかれ、星ノ守千秋」

「え？　あ、はい、お、お疲れ様です、大磯先輩……。……えとえと？」

「あたしは友達と遊びに来たんだけど、貴女あなたは……ああ、妹さんとか」

　フリーフォールの列の中にコノハの姿を見つけながら訊たずねてくる大磯先輩。自分は戸と惑まどいながらも「ですです」と頷うなずきます。

　大磯先輩は「そう」と応じて、そのまま黙だまり込んでしまいました。…………。

「（……な、なんですかこれ。あまり親しい間あいだ柄がらでもないので、間がもちません！　それはこの人も分かっているはずなのに、なぜ自分の隣に座ったのでしょう！　そしてなにより……この、ランドセルスタイルに触ふれてはいけない空気は、なんなのですか！）」

　自分の中を混乱が満たしていきます。ああ……ここに来て少しだけ《のべ》の作風に文句を言う方々の気持ちが理解できました。説明されない意味不明な要素は、提示される側としては中々にストレスです。自分も反省しましょう。……作風は変えないですけど。

　口下手と口下手の共演で、地じ獄ごくのような無言タイムが過ぎていきます。更さらに何が地獄って、この先輩さんは、基本的にこういう沈ちん黙もくをまるで気にしないマイペースタイプっぽいということです。けれど自分側は決してそうではないわけで。かといって、大磯先輩との話題などそうあるはずもなく、結果……。

「…………えとえと……その……」

「ん？　なんだ、星ノ守千秋」

「その……その……。……ど、どうして、ランドセル、なんでしょうか？」

　最悪の話題を振ってしまいました。これこそ、自分がぼっちたる所以ゆえんです。ダメと分かりつつもタブーに踏ふみ込むしかない、このコミュニケーション能力の低さ。

　自分の踏み込んだ質問に、流石さすがのマイペース先輩も一瞬動どう揺ようした様子を見せてきましたが……しかしすぐに大きく嘆息すると、何かを諦あきらめた様子で説明してきました。

「星ノ守は……今日、この遊園地でプロゲーマーによる《ちびっこ百番勝負》っていう企き画かくがあったの、知ってる？」

「ああ、はいはい、知ってます。お子様を対象としたゲーム企画ですよね？」

「うん、それ」

「？　えっと、それがどうかされましたか？　そのランドセルと何の関係が──」

「……並んだ」

「は？」

「や、だから。ランドセル背し負よって……あたし並んでみたの、その企画」

「…………」

　おっと、なんでしょう、目め眩まいがしてきましたよ。えっとえと……もしかしてこの人って、自分がなんとなく抱いだいていたイメージより遥はるかに残念な側の人ですか？

　自分はコノハがいよいよフリーフォールに乗り込むのを見守りながら、色んな意味で震え始めた声で訊ねてみます。

「そのその……結果は、どうなったのでしょう？」

「ふ……」

　自分の質問に、大磯先輩はニヒルな微笑ほほえみを見せ、目を細めて夕陽を眺めつつ……答えてきました。




「苦笑いした係員に、割と丁てい寧ねいな口調で、淡たん々たんと諭さとされた上で退場させられたよ……」




「あぁ……！」

　痛い！　きつい！　恥はずかしい！　これはアレです！　一番キツいやつです！　怒ど鳴なられたり笑われたりした方が、まだマシなタイプのヤツです！　ちゃんとした大人に淡々と正論で諭されることこそ、自分達みたいな人間にとって至高の屈くつ辱じよく！

　自分が我がことのように真っ赤になっていると、大磯先輩もプルプルして、両手で顔を覆おおい始めました。

「……死にたい……！」

「うぅ！　ど、どんまいです先輩！　どんまいですけど……あぁ、全然フォローの言葉が見つからないです！　大学生のエピソードとして普通にドギツイです、その経験！」

「あたしはただ……ただ、純じゆん粋すいにプロとやってみたい一心で……！」

「や、分かります、分かりますよ、はい！　自分はガチ勢さんじゃないですけれど、たとえば憧あこがれのゲームクリエイターさんが子供を対象にしたサイン会とかするとなったら、なんとかワンチャンないかと試ためしたくなると思います！　はい！」

「うぅ……！　ありがとうね、星ノ守千秋……」

「は、はい……。……ど、どんまい、どんまい、です！」

　自分は思わず先輩の肩かたにぽんと手を置きます。……目上の方にスキンシップをはかるなど自分にとっては珍めずらしいにも程がある行動でしたが、今回ばかりはそうせずにはいられませんでした。……夕焼けが、やけに目に染しみます。

　妹の様子を見てみると、コノハがフリーフォールの席について発車をワクワクとした顔で待っていました。……ワクワク？　いや、あれは、どちらかというとテカテカのような……。……どういう心境なのでしょうか、あの子は。激しい上下運動の何があの子をあそこまで興奮させるのでしょう。大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか、うちの妹は。

　自分がフリーフォールの方を見て違う意味でハラハラしていると、隣で大磯先輩がなにやらランドセルをごそごそやり始めました。そして……。

「……はい、星ノ守千秋。折角だから対戦しよう、ニンテンドース○ッチで」

「ええー……」

　自分にコントローラーを渡わたしつつ、膝ひざ上うえのランドセルをテーブル代わりにしてゲーム機をセッティングし始めました。…………。

「えとえと……大磯先輩って、その……やっぱり……天道さんと同じ、ゲーム部の人なんですねぇ」

「うん、なんか褒ほめられていないのは分かる。分かるけど、やろ、対戦」

　凄すごい。自分の評価より対戦を取るこのスタイル、ホント凄いです。尊敬はしませんけど。

　自分は「一戦だけですよ？」とコントローラーを受け取ります。起動された画面に映っていたのは、前回対戦したストシスシリーズの最新作でした。

　自分はサクサクと対戦を終わらせるため、前回使ったのと同様のキャラを選せん択たくします。先輩もまた、あの試合を再現するかのように、当時と同じキャラを選択してきました。

　ロード時間の間、ちらりとコノハの様子を窺います。彼女は現在、徐じよ々じよに塔とうを上じよう昇しようさせられている最中でした。彼女と目が合います。コノハはこちらの状じよう況きようを見て一瞬「？」と首を傾かしげましたが、すぐに背筋に快感でも走ったのか、恍こう惚こつの表情を浮うかべてトロンとし始めてしまいました。……うちの妹は、もうダメかもしれません。

「始まるよ、星ノ守千秋」

「あ、はい、大丈夫です」

　画面に視線を戻もどします。勝負は、アイテムなしで自分と先輩のタイマン形式でした。

　自分はコントローラーを少し強く握にぎりながら呟きます。

「あのあの……自分、基本的には弱いですよ？」

「知ってる」

　即そく答とうされてしまいました。しかし大磯先輩は更に続けてきます。

「けれど前回の試合は……楽しかったから」

「……そうですか。…………自分もです」

「そう……なら良かった」

「ですです」

　二人の間に、不思議と穏おだやかな空気が生まれます。口下手同士が故ゆえの、言葉にはしきれない何かが、そこにはありました。

　対戦が始まります。やはり自分の腕うで前まえは先輩に遠く及およびませんが、それでも花憐さんとの合宿のおかげで、それなりには戦えていました。

　カチャカチャとコントローラーを操作しながら、大磯先輩が訊ねてきます。

「そういえば……あの時キミは、結局雨野景太の《所有権》を放ほう棄きしたんだったっけね」

「…………はい。そうですね」

　応戦しながら頷きます。先輩は更に続けてきました。

「それで良かったと、今でも、思えている？」

「それは……」

　質問の意図を測りかねて、手元が疎おろそかになります。その隙すきを先輩が見み逃のがしてくれるはずもなく、自分のキャラが撃げき墜ついされてしまいました。時間制なのですぐに復活はしますが、それでも敗色は濃のう厚こうです。

　自分は呼吸を整えて改めて戦せん闘とうに臨のぞみながら、返しました。

「はい。……そこに後こう悔かいは、ないと思います。たとえ今あの時に戻っても、自分は、胸を張って同じ選択をします」

「……その結果、天道に雨野景太を取られると、分かっていても？」

「はい」

　今度は動どう揺ようすることなくハッキリと答え、そして先せん輩ぱいに強きよう烈れつな一いち撃げきを入れます。

　大磯先輩は、どこか楽しそうに口の端はしを吊つり上げました。

「あたしには、やっぱりよく分からないよ、あんたらの気持ちは。あたしは、勝つために試行錯さく誤ごしたり、全力を尽つくすのが好きだからさ。そういう敗北する側の潔いさぎよさみたいなのが……時折、妙みように痛々しく見えてしまうことがあるかな」

「いえいえ、自分なんかより、ランドセル背負った大学生の方がよほど痛々しく──」

「星ノ守」

「すいませんです」

　うん、今後この件には触れないようにしましょう。今彼女から発せられたオーラは、真音さんのそれを彷ほう彿ふつとさせるドス黒いものでした。

　自分は改めて説明します。

「確かに自分が無理をしていないと言ったら……噓うそになりますね」

「……だよね」

　心なしか先輩の動きが鈍にぶります。自分はその隙に連打を叩たたき込みつつ、続けました。

「でもでも……自分は今の自分が、結構、好きなんです」

「今の自分」

「はい。……ケータに恋こいをした自分と、そして、ケータに失しつ恋れんした自分が、です」

「……そう……」

　大磯先輩の横顔が険しくなり、彼女の動きが更さらに精せい彩さいを欠きます。自分は遠えん慮りよ無くその隙を突つかせて貰もらいつつも、説明を続けました。

「あ、勿もち論ろん勿論、負まけ惜おしみもあると思います。けれど……それを踏まえて尚なお、自分はこうして辿たどり着いた『今』が、全然不満じゃなくてですね」

　そう言って、一度画面から視線を外し、フリーフォールの方を見ます。うちの妹は現在……キャーキャー言いながら念願の上下運動の真っ最中でした。……実に楽しそうです。

「あのあの、こんなこと言うと、まだ『恋』を諦めていない妹や、勝つことにこだわる大磯先輩にはちょっと怒おこられちゃいそうですけれど、それでも──」

　自分はそこでひとつ言葉を区切ると、ケータのこと、そして今作っている《のべ》にとってまず間ま違ちがいなく最高傑けつ作さくになるであろう最新作のことを思い浮かべて──力強く、宣言する。




「──敗北の先を力強く歩んでいる『今』を、自分は少しだけ誇ほこらしく思っています」




「……なるほど。強いね、星ノ守は」

　それは、ゲームのことなのか、別のことなのか。なんにせよそこで大磯先輩は気分を仕切り直したらしく、自分の攻こう撃げきを押し返し始めた。……こうなると流石さすがに自分の手には負えません。

　なんとか一回だけ撃墜はもぎ取りましたが、最終的には自分が四撃墜もされ、やはり結果だけ見ると完敗もいいとこでした。

　それでも大磯先輩はどこか満足げな顔つきで、自分に笑いかけてきます。

「いい勝負だった。中ちゆう途と半はん端ぱにプロとやるより、得るものが遥かに大きかったよ。ありがとう、星ノ守千秋」

「あ、いえいえ、その、恐きよう縮しゆくです……」

　自分が照れている間にも、大磯先輩は手早くゲーム機をランドセルに収納すると、ベンチから立ち上がり、よいしょとそれを背負い直しました。……何度見ても痛々しさが紛まぎれません。ファッションにランドセルを組み込むケースもあるのは分かりますが、大磯先輩のそれは昔ながらの真っ赤な「ザ・ランドセル」なので、やはりどうにも……。

「何も言わないで、星ノ守。分かってるから……自分でも……」

「あ、あぁ、はい、すいません……。……えとえと、頑がん張ばって下さい」

「……うぅ、帰りたい……」

　嘆なげく先輩。確かに、プロの催もよおしが既すでに終わっている以上、彼女がこれ以上この遊園地に留とどまる意味はないように思えます。

「えとえと、本当に帰りたいなら、普ふ通つうに帰ったらいいのでは……」

　自分の至し極ごく当然の言葉に、なぜか大磯先輩は痛いところを突かれたような表情を見せてきました。

「え、あー、いや……まぁ、ちょっとまだやり残していることがあるからさ」

「やり残していること？　ああ、ツレの方の目的とかでしょうか」

「いや加瀬はどうでもいいんだけど」

　酷ひどい。加瀬先輩はああ見えて、実はかなり不ふ憫びんなお方なんじゃないでしょうか。しかし、なら大磯先輩のやり残しとは一体……。

　自分が首を傾げていると、彼女はまるで何かを誤ご魔ま化かすように話を強ごう引いんに切り上げてきました。

「とにかく、遊んでくれてありがとね、星ノ守千秋。非常に有意義な時間だったよ」

「え、いえいえ、そんな、自分の方こそありがとうございました！」

　ぺこりと頭を下げます。大磯先輩はそんな自分にこれまで見せた中で一番優やさしい微び笑しようを見せると、「じゃ」と手を上げてきました。

「あたし、行くから。星ノ守も……今日一日、目め一いつ杯ぱい楽しんだらいいよ」

「は、はい！　大磯先輩も、いい休日を！」

　立ち上がって彼女を見送ります。……自分に気き遣づかいを見せて颯さつ爽そうと去って行く先輩という意味で彼女は最高に格好良かったのですが、ランドセルを背負った後ろ姿で色々台無しでした。

　複雑な感情で彼女の後ろ姿を見つめていると、フリーフォールを終えたコノハが戻って来ました。彼女は大磯先輩の去った方を見ながら声をかけてきます。

「お姉ちゃん？　今の恥はずかしい格好の人、誰だれだったの？　いや、あたしも見てはいたんだけど、遠目だったり後ろ姿だったりで、見覚えはあるんだけどイマイチ確信が……」

「コノハ。……世の中には、知らなくてもいいことって、あると思います！」

「ふぁ？」

　自分の力強い言葉に、戸と惑まどいの表情を見せるコノハ。彼女はしばらく不思議そうにしたものの、「まいっか」と軽く流すと、自分に改めて手を差し出してきました。

「じゃ、次行こっか、お姉ちゃん」

「……はい。……あ、でもでもコノハ、その前に一つだけ訊きいていいですか？」

「？　なに、お姉ちゃん」

　首を傾げるコノハに、自分は先さき程ほどの大磯先輩とのやりとりを思い出しながら、妹に尋たずねてみます。

「コノハは、この一年のこと……ケータとのことに、何か後悔はありますか？」

「え？　後悔？」

　彼女は突とつ然ぜんの問いに一いつ瞬しゆんキョトンとした表情を見せましたが……次の瞬間、実にあっさりと、当然のことのように答えてきました。

「あるわけないじゃん、そんなの。だってあたしは、今のあたしを、誇りに思うし」

「────」

　そんな妹の回答に。自分は──にっこりと微笑ほほえむと、その腕うでに抱だきつきながら元気に返します。

「ですよね！」

「？　変なお姉ちゃん。どしたの？」

「いえいえ、なんでもないです。ふふっ……なんだか今日は、自分も、全部忘れて楽しみたい気分ですよ！　ほらほら、次何乗りましょうかっ、コノハ！」

　自分はそう言って、少し困り顔のコノハの腕を引くと。

　最高に楽しい休日の後半戦へと、心からの笑顔で歩み出したのでした。




　伏黒真音




「ちょ、え、なんで!?　ミラーメイズの出口見張るんじゃなかったんですか!?　どうして急に踵きびすを返すんです!?　真音さん!?」

　ごちゃごちゃと抗こう議ぎするアマ公の腕を強引に引き、ミラーメイズの出口から──いや、「アグ達が見えた」場所から離はなれる私。

　私は今にも背後を振ふり返ってしまいそうなアマ公の視線誘ゆう導どうも兼かねて、前方を指さしながらテキトーな言い訳を口にした。

「いや、それが今まさに、あちらに美衣の姿が見えた気がしてな」

「え？　そうなんですか？　んー……僕にはよく分からないですけど」
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　私の指した広場の方へと向かって歩を進め、人ひと混ごみを目を細めて観察し始めるアマ公。私はホッと胸をなで下ろしつつ、手早くスマホでとある「グループ」へとメッセージの一いつ斉せい送信を行った。

〈現在手の空いているヤツ、ミラーメイズ出口付近にて美衣の回収頼たのむ〉

　送信ボタンを押すと同時に、アマ公が私を振り返ってくる。

「やっぱり見当たりませんよ、ミィちゃん」

「ん、そうか。オレ様の見間違いだったかな」

「……見間違い、ですか……。…………」

「な、なんだアマ公、その目は」

「いや……真音さんともあろうものが、『間違い』なんてするのかなと……」

「お前はオレ様をなんだと思っているんだ」

「魔ま王おう。人類の上位存在」

「まあそうなんだが」

「認めたよ」

「とはいえ上位存在だって間違いは犯おかすだろう。ほら、神話に出てくる神様なんざ、大たい概がいがしょーもない過あやまちで子供増やしまくってるぞ」

「いやそれはそうかもしれませんが……真音さんはまた違ちがうでしょ？」

「いや別に違わない。その証しよう拠こに、オレ様は徒いたずらにお前と子供をもうけてもいいと思っているしな」

「神話レベルの間違いを強要するのやめて下さい」

「天道花憐の執しつ拗ような嫌いやがらせに苦労しながらも、親譲ゆずりの才能を開花させていく……そんなオレ様達の息子むすこの話なんざ、実にいい神話になりそうじゃないか」

「神話の片棒を担かつがせられそうになったのは初めてですよ。……もういいです」

　呆あきれた様子で引き下がるアマ公。どうやら迷子の美衣を捜さがしている最中にこんなボケ会話をすることがイヤだったらしい。相変わらず、根が真ま面じ目めなヤツというか……。

　そのまましばらくアマ公と広場周辺の捜そう索さくを行っていると、スマホが振しん動どうした。アマ公に見られないよう気をつけつつ確かく認にんしてみる。

〈発見、確保しました。合流ポイントの指定よろしくお願いします〉

「（……よし）」

　その報告を見て一安心した私は、そのままアマ公に三割の噓うそ交じりの報告をいれる。

「アマ公。今連れん絡らくあって、美衣が見つかったってよ。迷子センターで」

「え、本当ですか？　それは良かった！」

　心底安あん堵どした様子で無む邪じや気きな笑顔を見せてくるアマ公。

「…………」

　彼のそんな表情は、相変わらず私の心を妙みように揺ゆさぶる。……その危あやうい程の素す直なおな善良さが、どこか母を思わせるからだろうか。複雑という他ほかない感情が、胸の奥底からこんこんと湧わき出してくる。

　泣きたいような、腹立たしいような、愛いとしいような、壊こわしたいような。

　……私は思わず彼から視線を逸そらしながら、淡たん々たんと真実交じりの噓を続けた。

「ああ、これから迷子センターに迎むかえに行ってくるよ。世話かけたな」

「？　折角だからセンターまでお付き合いしますけど？」

「ん……いや、大だい丈じよう夫ぶだ。お前は天道花憐と一秒でも長くデートすべきだろう」

「僕を拉ら致ちった張本人が何を今いま更さら……」

「とにかくだ。美衣の引き取りはオレ様一人で充じゆう分ぶんだ。お前は戻もどっていいぞ、アマ公。ありがとな。助かった」

「…………？」

「どした、アマ公。変な顔して」

「あ、いえ。今回僕マジで何の成果も残してないのに、感謝の言葉を掛かけられたなと」

「それが？」

「真音さんらしくない気がするというか……そこで『ま、お前はクソの役にも立ってなかったがな』って付け足すのが真音さんだと思っていたというか」

「お前はマジでいつも失礼だな。オレ様をなんだと思っているんだ」

「だから魔王ですって。あとマスクは黒いのを選ぶ側の人」

「お前なぁ……」

　まあ概おおむね合っているけど。そしてマスクは確かに黒いけど。

「くだらない推理披ひ露ろうしてねぇで、とっととカノジョのとこ戻れよ、アマ公。それともなにか？　オレ様と離れがたいか？　ん？」

「…………なーんか、その定番な言い回しがまた、真音さんらしくないというか……」

「く……」

　なんだこいつ。付き合いが浅いのに、私のキャラ性を妙に深く理解しやがって。や、やり辛づれぇな。一族に対する苦手意識とはまた別種の相あい性しようの悪さが、雨野景太という男にはある気がする。それこそ、母に対するそれみたいな。こちらのことを妙に理解し包み込んでくるが故ゆえに、いつもの「オレ様」だけでは対応しきれないというか……。

「……はぁ」

　私は一度深く嘆たん息そくすると、今度は少しだけ本音の自分で、彼と向き合うことにした。

「なぁ、アマ公。色々疑問はあると思うが……とりあえず、『私』がお前の幸せを願っていることだけは、信じてくれると嬉うれしい」

「っ」

　どうやら、この言葉は流石さすがに効いたようだ。アマ公は少しだけ沈ちん黙もくすると、その後嘆息混じり切り出してきた。

「……分かりましたよ。はい、これ以上詮せん索さくはしません。ミィちゃんはお任せします」

「ああ、そうするといいさ」

　ニカッと微笑む私。アマ公は足を止めると、ぺこりと頭を下げてくる。

「では、僕はこの辺で」

「ああ。ありがとな。……楽しい一日を」

　私の言葉に、目を丸くするアマ公。しかし今回は無ぶ粋すいなツッコミを入れることなく、彼もまた笑顔で返してきてくれた。

「ええ、真音さんも」

　そうして、私に背を向け去って行くアマ公。私はそんな彼の背をしばし見送ると、自分もまた迷子センター……ではなく、ミラーメイズの方へと向けて歩き出した。

　アプリで連絡を取り合い、ミラーメイズ近くにあるフードコートのオープンテラス席で合流することを決める私達。

　そうしていざ向かってみると、そこには当然ながら美衣と、そして──

「お疲つかれ様さまです、真音さん。ちょっと大変でしたよ、オレがこの子引き取るの」

「ああ、だろうな。でも、おかげで助かったよ────雨野光正」

　──つい先程別れたアマ公の弟、雨野光正の姿があった。

　二人はパラソルのついた丸いテーブル席につき、美衣は彼に奢おごって貰もらったのか、ちゃっかりとオレンジジュースを飲んでいた。

　私は二人の間の席へと腰こしを下ろすと、美衣の頭に手を置きつつ彼女を𠮟しかる。

「美衣。お前はどうしていつも、そう……」

「ご、ごめんなさい、ママ。なんかこう、ミィ、ときおりむしょーにママの『しかく』をついてこうどうしたくなるしょーどーにおそわれることが……」

　相変わらず斜ななめ上の動機で動くヤツだった。これだからうちの血筋は……。

　そんな私達二人のやりとりを見守っていた光正が、自分の役目は終えたとばかりに早さつ速そく椅い子すから腰を浮うかす。

「では、オレはこれで」

「ん？　もう行くのか？」

「ええ。友達を待たせているので。オレの本日の単独行動はこれで二回目ですし、早く合流しないと、そろそろいらぬ疑いを持たれかねません」

　そう冷静に語る雨野光正。私は彼に苦笑いを見せる。

「ああ、そうか。すまないな、雨野光正。オレ様が変な依い頼らいをしたばかりに」

「ホントですよ──と言いたいところですけど、別に問題ないです」

　彼はそこで一いつ拍ぱく置くと、私が初めて見る少し優やさしい笑顔で続けてくる。

「オレも大磯さんも加瀬さんも三角さんも、皆みな自分の意思でこのプロジェクトに──」

　そして、遂ついにアマ公達が知る由よしもない……本日の核かく心しんを、口にした。




「──ゲーム同好会の『遭そう遇ぐうトラブル』を潰つぶす裏方企き画かくに、参加しているんですから」




「……そうか」

　私はそれを聞いて少し安堵する。元は私の思いつきでしかないこの計画だったが、蓋ふたを開けてみれば彼を始めとした多くの同好会関係者が力を貸してくれた。

　大磯新那や加瀬岳人、三角瑛一や雨野光正といった本日の主要面子メンツは勿もち論ろん、他ほかにも美衣や私の手下や上原祐の友人達やらと……おおよそ同好会や私達に関係のある面子が積極的に協力してくれた結果、今日という奇き跡せきの日が成り立っている。

「……まったく、ここは反へ吐どが出る程ほどお優しい世界だな。……本当に」

　思わずそう呟つぶやく私。……と、今度は雨野光正の方から私に疑問をぶつけてきた。

「あの、オレも一つだけ訊きいていいですか？」

「？　なんだ？」

「どうして、貴女あなたなんです？」

「？　どういう意味だ？」

「いえ、この企画……オレみたいな兄好きの馬ば鹿かが必死になったり、天道さんに感謝を示したいゲーム部の口下手ＯＢ達が協力的なのは分かりますが。貴女がここまで中心になって尽じん力りよくし、企画、進行する動機はあまりないように思えまして」

　そう尋たずねてくる雨野光正の瞳ひとみには、若じやつ干かん疑念の色が浮かんでいた。どうやらまた兄が何かハメられているのではないかと疑っているようだ。……相変わらず周囲に深く愛されているな、あいつは。

　しかし今回ばかりは私にも妙な裏はない。私は彼に微笑を向ける。

「安心しろ、雨野光正。いくらオレ様と言えど、この企画の先に深遠な権けん謀ぼう術じゆつ数すうを巡めぐらせていたりはしないから」

「それは良かったです。が、だったら余計になぜ……」

「なぜ、か。……まぁ、大まかな理由は二つだな」

「というと？」

「一つは、お前と大差ないよ。オレ様とてあいつらには幸せになって貰いたいからだ。特にアグやアマ公、それにオレ様を負かしたあのモジャ頭には、色々な意味でそろそろ『礼』をしてやりたかったからな。丁度良かった」

「なるほど、それは理解できる気がします。……では、もう一つの理由とは？」

「ああ、それか……」

　彼の問いかけに。私は……久しぶりにニヤリと、アマ公的に表現するならば「魔ま王おう様」然とした笑えみを浮かべてやる。瞬しゆん間かん、びくりと気け圧おされる雨野光正。

　美衣が傍かたわらでのほほんとオレンジジュースを啜すする中、私は魔王様オーラを維い持じしたまま答えた。

「最初アマ公からここ一年の青春活動のあらましを聞いた時から、ずっとずっと──ヤツのことは、気にくわなかったんだ」

「ヤツ？」

「ああ。ヤツ。お前の兄がこの一年、迷めい惑わくを被こうむり続けたヤツのことさ」

「……貴女じゃなくて？」

「お前兄に似て意外と切り込むタイプだな。違ちげぇよ。オレ様の話じゃない。というか、オレ様なんかより、ずっとずっと迷惑な存在の話だ」

「ええ？　いやそんな、貴女より迷惑な存在だなんて、そんなの最も早はやファンタジーの領域に片足突つっ込まないと……って、あ」

　そこで光正が何か思いついた様子でぽかんと口を開ける。

「もしかしてそれって、兄達がよく言う、すれ違ちがいの──」

　そう、気づきを見せる雨野光正に。

「ああ」

　私は──今日一番の悪い笑みを見せながら、宣言してやったのだった。




「神殺しこそ、魔王の本ほん懐かいだろ？」




　雨野景太




　ゆっくりと昇のぼり始めた観覧車の窓の外には、遊園地の華はなやかな夜景が広がり始めていた。

　ガス灯を模した洒落しやれた街灯でぼんやりと照らされた中世風の街並みは、昼間より一層幻げん想そう的に映はえている。

「わぁ、綺き麗れいですね、雨野君」

「……ですね」

　向かいの席ではブロンドの天使が窓に張り付き、目を輝かがやかせて夜景を楽しむ。

　……一瞬「貴女の方が綺麗です」とか、歯の浮くような常じよう套とう句くを口走りかけたのはここだけの秘密だ。……いやでも、その、マジで綺麗なものだから……。

　僕は理性を保つべく改めて窓の外へと視線を移す。田舎いなかだけあって、この遊園地を一歩出れば外は完全なる田園風景だ。日が沈しずめば周囲には闇やみしか広がっていない。しかし、だからこそ、そんな中で煌こう々こうと輝く眼下の《シュピール王国》は、夜の海を往ゆく豪ごう華か客船のようにも見え、意外とロマンチックな赴おもむきだった。

　天道さんも同じようなことを考えたのか、熱心に夜景を眺ながめながら語りかけてくる。

「並ぶことなくすんなり乗れたので不安でしたが、素す晴ばらしいじゃないですか、夜景」

「ですね。ほらここ、夜に特別なパレードなんかがあるわけでもないですからね。家族連れの方なんかは、夕方で切り上げちゃうんじゃないでしょうか」

「確かに、数時間あれば充じゆう分ぶん遊びきれる規模ですしね。では今園内に残っているのは、私達みたいなカップルとか、夜まで遊びたい友達同士とかだけなのかしら」

「あ、言われてみれば、遠目でしたけれど僕らの前後にも二人で観覧車乗り込んだお客さんがいたように見えましたね」

「もしかしたら、知り合いでしょうかね」

「どうでしょう？　しっかり見たわけではないので……」

「そうですね……」

　そこでふと二人、会話が止まる。恐おそらく、互たがいに同じことを考えているのだろう。

　頂点へと向けてゆっくりと昇りゆくゴンドラの中、僕はぽつりと切り出す。

「……今日は、途と中ちゆうに軽い迷子騒そう動どうこそあったものの、他ほかは大きなトラブルもなく、一日たっぷり、二人きりでデートできましたね」

「ええ、そうね。特に同好会の面々にはまったく遭遇しなかったあたり、まさに計画通りです。本当に、穏おだやかないい一日だったわ」

「はい、穏やかないい一日でしたね」

「…………」

「…………」

　また会話が止まる。互いにどうも、何か言い出しづらいものを抱かかえているようだった。

　僕は一度大きく息を吐はくと……おずおずと切り出してみる。

「そ、その……こんなこと言うと、天道さんに失礼な気がするのですけれど──」

「ああ、いえ、雨野君。それは……多分大だい丈じよう夫ぶよ。私も、貴方あなたと同じ気持ちだから」

「そ、そうですか？」

「ええ。だからこの際──互いに、一いつ緒しよに、ハッキリ口にしてしまいましょう」

「……ですね。で、では、お言葉に甘えて。……その、天道さん？　今日一日、ゲーム同好会に会わずトラブルにも巻き込まれなかったのは大変良かったのですが……」

「ええ、でも、その一方で、やはり、その……」

　僕らはそこで顔を見合わせると……二人声を合わせて、その感想を告げたのだった。




『少し、寂さびしかったですね』




　意見がぴたりと重なる。僕らは互いの申し訳なさそうな顔を見つめ合うと、二人、思わず吹ふきだしてしまった。

「ぷっ、あはは、なんですかそれ、雨野君。そもそも貴方が言い出したんじゃないですか、同好会の方々に会わない場所でデートしたいって」

「て、天道さんだって、乗り気だったじゃないですか。それに、今日が楽しかったってのも、全然噓うそじゃないんです。天道さんと二人きりで遊べて、僕は本当に嬉うれしかった」

「ええ、それは私もそうよ。そこにおいては本当に満足しているの。ただ……」

「ええ……そうなんですよね……」

　そこで二人、改めて窓の外を見やる。

　僕はなんとなく園内のゴーカートコースへと視線を留めながら、しみじみと呟いた。

「ふとした瞬間に、つい、考えちゃうんですよね。今ここに、上原君やアグリさん、それにチアキやコノハさんがいたら、どんな風になっただろうって」

「なんですか雨野君、私というカノジョがいながら──と責めたいところですが、残念ながら私もです。あれですね。それこそ『ストシス』みたいな本来多人数対戦に特化したゲームを、二人でガチ対戦している時の気持ちに似ていますね。二人対戦独特の面おも白しろさがある一方で、ふと『わちゃわちゃ感』が恋こいしくなるあの感じ、とでも言いましょうか」

「ああ、それすっごい分かります！　どっちがいい、っていう話でもないんですけどね。僕らは今まで毎回、最初は二人で始めても、最後には複数人になるという日常が続いていたので、徹てつ頭とう徹てつ尾び『二人』だった今日はその……なんかソワソワしてしまって」

「ふふっ、そうなのよね。……実際今いま頃ごろなにしているのかしらね、同好会の皆みんなは」

「そうですね……なにしているんでしょうね」

　地上から星空へと視線を移しながら、僕は冗じよう談だん交じりに呟く。

「案外、僕らと同じ観覧車に乗ってたりして」

「ふふっ、普ふ段だんだったらありそうな話ですね。でも今日に限ってはないでしょう。だってそう広くもない遊園地ですよ？　彼らも遊びに来ていたのだとしたら、この一日、全く出で逢あわない道理がありません」

「ですね。あ、たとえば凄すさまじく有能な存在が、そこそこの人員と共に運命の交通整理でもしてくれているのなら、話は別ですけど」

「なんですか、その『すれ違いの神様』以上にファンタジーなお話は」

「ははっ、ないですよね」

　自分で言いながら、これまたリアリティのない想定だなと呆あきれていたぐらいだ。

　ゴンドラの高度が上がっていく。

　僕は窓の外、夜空に瞬またたく星々を眺めながら、切り出した。

「天道さん。僕は今日一日の経験で……ちょっとだけ、認にん識しきを改めましたよ。『すれ違いの神様』に関して」

「どういうことですか？」

　不思議そうに首を傾かしげる天道さん。僕は彼女に微笑ほほえみかけて続ける。

「ほら僕らって、互いに期せずしてバッタリ会っちゃう状じよう況きようにどうしても悪印象持ちがちで……そのせいで自分達を弄もてあそぶ運命に『すれ違いの神様』なんて名前つけていたとこありますけれど。でも……よくよく考えてみたら、それは少し違うんじゃないかなって」

「？　違う、と言いますと？」

「だってほら……今日のこの状況じゃないですけど、僕らの運命が本当に一いつ切さい絡からまなかったら、そもそも僕ら、こうして仲良くなることもなかったんじゃないですか」

「ああ……確かにそうですね。私は雨野君をゲームショップでお見かけしなければ、そもそも貴方と話してさえいないですしね」

「はい。他にも色々と、偶ぐう然ぜんがあってくれたからこその繫つながりって、ある気がしていて。そしてそれって、決して『すれ違い』と呼ぶべきものじゃないよなって」

「なるほど。言いたいことは分かります。しかし『すれ違い』以上に私達の状況を表す適切な言葉となると、一体なんなんでしょう……」

「ああ、それなんですけどね」

　僕はそこで一いつ拍ぱく置くと、今年一年で出逢った沢たく山さんの人に思いを馳はせながら、口を開いた。




「『巡めぐり合わせの神様』──なんて、呼びたい気持ちですよね、今は」




「巡り合わせ……ですか。……ふふ、いいわね、それ。しっくりくるわ」

「ですよね」

「ええ。確かに『すれ違い』よりは幾いく分ぶん悪気が薄うすいけれど、それでも状況によっては充じゆう分ぶん迷めい惑わくにもなり得うる感じ……私達にとてもぴったりね」

「そうなんですよ。ただ『巡り合わせ』という意味では、今日は全然働いてないみたいですけどね、神様」

「そうね。誰だれかが殺したのかしら」

「サラリと平時のテンションで神殺しの可能性を検討するのはやめて下さい。まぁ確かに、今日の働かなさっぷりは、そうとでも考えたいところですけれど」

　とはいえ「すれ違いの神様」ならまだしも、「巡り合わせの神様」だなんて字じ面づら的に善良そうな神様を殺すだなんて、そんな者がいるとすればそれは相当邪じや悪あくな存在だな。

　──と、僕がそんなとりとめもないことを考えていると、突とつ然ぜんポケットの中のスマホが震ふるえた。天道さんに断りを入れて、一瞬だけ確認させて貰もらう。と、そこに表示されていたのは……真音さんからのメッセージだった。




〈三分後に花火が上がるぞ。これにて魔ま王おう軍最後の仕事完かん了りようだ。感謝しろよ〉




「（なんの話だ……）」

　一～十までわけが分からなかった。なぜ急に花火が上がるのか。魔王軍とはなんなのか。それの最後の仕事とは。そして僕は何に感謝すればいいのか。

　僕は一つ嘆たん息そくすると、とりあえずこの妙みような戯ざれ言ごとを一いつ旦たんスルーしようと……決めかけたところで、次なるメッセージが表示された。

　補足説明か何かだろうかと期待してスマホに視線を落とす。が、そこに表示されていた文面は、結局補足でもなんでもなかった。むしろ謎なぞ要素を増やしてさえいるもので。相変わらず真音さんらしい、凡ぼん人じんを突つき放した文章。けれど僕は……。…………。

「……あの、天道さん」

「はい、なんでしょう？」

　天道さんが窓から夜景を見たまま、軽く切り返してくる。僕は……一度唾つばをごくりと飲み込んでから、勇気を出して提案してみた。

「ちょっと──そっち側に行っていいですか？」

「はいどうぞ。…………。って、ふぁ!?」

「では失礼します」

「あ、ど、どうぞ。……って、いや、え、雨野君？　え？　あ……え？」

　僕の突然の提案に戸と惑まどいながらも、少し横にずれてくれる天道さん。僕は今だけ真音さん譲ゆずりの強ごう引いんさで立ち上がると、ゴンドラが傾かたむくのも構わず天道さんの左ひだり隣どなりへと腰こし掛かけた。……狭せまい席が故ゆえに、互いの腕うでがぴたりと密着する。

『…………』

　照れと動どう揺ようで沈ちん黙もくする僕ら。移動によるゴンドラの揺ゆれが収まったところで、天道さんがおずおずと訊たずねてきた。

「あ、雨野君？　と、突然、どうしたのかしら？」

「ど、どうしたっていうか……」

　直接的な理由は単純。今受け取った真音さんのメッセージに、焚たきつけられたからだ。

　それというのも……。




〈奪うばえよ。臆おくすることなく〉




「（ずるいんだよ、全く……この人は）」

　おかげで、僕みたいなモブキャラでも、思わず「一歩」を踏ふみ出してしまった。

　しかし、この辺の流れを今天道さんにクドクド説明したって仕方ない。僕はとりあえず、表面的な理由の方を……花火の話の方を、しておくことにした。

「えと、あの……折角なので、二人並んで寄り添そいながら『決定的瞬しゆん間かん』を迎むかえたくて」

「決定的瞬間？……えと、地球が爆ばく発はつでもするのかしら？」

「しません。しませんけど、球体が爆発するという意味では、微び妙みように正解です」

「球体が爆発……あ、なるほど、そういうことですか」

　なにか気づいた様子の天道さん。まぁ遊園地で球体が爆発するという話までしたら、どんなポンコツな人でも気づいちゃうか──

「分かりました雨野君。では──ボンバー○ンの対戦、受けて立ちましょう」

「全然分かってなかった。い、いや何が悲しくてカップルで観覧車乗っている最中にボン○ーマンの二人対戦に興じなきゃいけないのですか。違ちがいますよ」

「地球が爆発せず、ボ○バーマンの対戦もしない？　それではもう……雨野君がわざわざ私の隣に来てくれる理由がないじゃないですか！」

「貴女あなたは僕達の関係をどう思っているんですか。違いますよ。……花火です、花火」

「花火？」

　不思議そうに首を傾げる天道さん。僕もまた正直事情はよく分かっていないながら……それでも真音さんの言葉にはある種の絶対の信しん頼らいを置いているため、確信を持って天道さんへと答える。

「はい。情報によると、もうじき……時間的には僕らのゴンドラが丁度頂点についたあたりで、花火が上がるみたいなんです」

「ええ？　そんな素す敵てきな催もよおしのこと、パンフに書いてあったかしら」

「いや、なかったと思います。……っていうか、平時はないのかと。ですが、今日はあるみたいなんです。詳しよう細さいはよく分かりませんが、恐おそらくは魔王軍の暗あん躍やくによって」

「魔王軍？」

「なんでもないです。言ってて凄すごく恥はずかしくなってきたので、追つい及きゆうしないでくれると助かります」

「はぁ……。……なんにせよ、じゃあ雨野君は……」

「ええ。折角なので、ちゃんと天道さんと寄り添って、花火を見たいなと思いまして」

「そ、そうなんだ。……雨野君が、私に寄り添いたいなんて思うことも、あるのね……」

　小さく呟つぶやく天道さん。そんな彼女の言葉に、僕は──思わず至近距きよ離りからその目を覗のぞき込みつつ、力強く返した。

「そんなの当たり前じゃないですか！　ぼ、僕はいつだって天道さんと──」

「わ、私と……？」

「…………」

「…………」

　二人、至近距離で無言で見つめ合う。胸の鼓こ動どうがバクバクと五月蠅うるさい。

　暗くら闇やみの中でも分かる程ほど天道さんの頰ほおは真っ赤で、それはきっと僕にしても同じだ。

　ゴンドラの高度に比例して、僕の心しん拍ぱく数すうも上がっていく。

　僕は一度、ごくりと唾を飲み込むと……そっと右手を動かし、天道さんの髪かみに触ふれた。彼女は一瞬緊きん張ちように身を強こわばらせたものの、拒きよ絶ぜつすることなくその手を受けいれてくれる。

　僕は天道さんの絹のような髪に触れながら、カラカラの喉のどで言葉を紡つむいだ。

「天道さん……僕、貴女に一つ、告白したいことがあります……」

「は、はい……」

　天道さんの瞳ひとみが潤うるみ、二人の胸の高鳴りは最高潮へと向かう。

　そうして次の瞬間僕は……意を決して、その言葉を、紡いだのだった。

「僕、実は──ネトゲがとても不得意なんです」

「はい…………。………………。…………はい？」

　なぜか突然夢から醒さめたようなリアクションを返してくる天道さん。

　しかし僕は、依い然ぜんとして緊張を保ったまま、言葉を続けさせて貰った。

「軽く対戦するぐらいならいいんです。けれど誰かと一いつ緒しよに冒ぼう険けんしたり、協力して敵を討とう伐ばつする系のものが、とかく苦手でしてね……」

「は、はぁ。…………。……はぁ？」

　極限まで高まっていた天道さんのテンションが、みるみる下がり続けているのが手に取るように分かる。けど僕は……それでも続ける。

「足を引っ張りたくないんです。失望されたくないんです。軽けい蔑べつされたくないんです。下に見られたくないんです。つまりは……誰かに嫌きらわれるのが、たまらなく怖こわいんです。ネットでも……現実でも。そういう、臆おく病びような人間なんです、僕は」

「…………」

　少しだけ、天道さんの空気が変わる。僕は……吐はき出すように続けた。

「ねぇ、天道さん。僕が天道さんの誘さそいを……ゲーム部への誘いを断ったのは、本当のところ、ゲームスタンスの違いや自分のポリシーが故だなんて、聞こえのいい理由ばかりじゃないんです。本当は……本当は、多分、怖かったんです。ゲーム部に入って、その中で、緩ゆるやかに失望を重ねられるのが」

「…………」

「そんなことになるぐらいだったら、僕は、自分のペースで、自分の欲求を誰に迷めい惑わくかけることもなく満たせる、謂いわばオフライン状態でいたい。そんな風に思ったからこそ……ゲーム部へのお誘いから、逃にげたんだと思います」

「……いえ、雨野君、それは……」

　天道さんが何かフォローの言葉を口にしかける。が、僕はそれを事前に止めた。

「勿もち論ろん、あの時僕が天道さんに語った理由だって噓うそじゃありません。今いま更さらゲーム部に入りたい、なんて話でもないんです。……ただ、僕が今どうしても伝えておきたかったのは……雨野景太という人間は、いつだって『一歩引く』人間だという話で」

「…………」

「僕はいつだって、相手の機き嫌げんを窺うかがって動くんです。ゲーム部に失望されたくなくて天道さんの誘いを断り、上原君の足を引っ張りたくなくて彼の友人達と距離を取り、アグリさんに軽蔑されたくなくて男女意識が欠片かけらもないように振ふる舞まい、チアキとは対等でいたかったからこそ、らしくもなく強く出たりして……」

「…………」

「結局僕は、一見自分の意志で動いているように見せて、そうじゃないんです。相手の認にん識しきと自分の性質をしっかり鑑かんがみて、その上で、決定的な失敗だけは犯おかさないように、小こ狡ずるく立ち回っている……そういう人間で」

「……そんなの、誰だってそうでしょう。私だってそうよ」

　天道さんが僕を元気づけるように微笑ほほえみ、続けてくる。

「貴方あなたも知っての通り、学校での私は貴方達の知る私とかなり違うわ。でもそれを、私は恥ずかしいことだと思わない。それも私だもの。というか人付き合いってそういうことでしょう？　全すべてにただ正直でいることが、必ずしも正解というわけじゃないわ」

「はい、そうですね。それはその通りだと思います」

「でしょう」

「はい。だって僕も天道さんが『知らないゲームのガチなテクニックの話』をしている時、内心『これ早く終わらねぇかな』と思っていますが、それは正直に言わず黙だまって笑顔で頷うなずいていますし、結果として円満な恋こい人びと関係を築けているので、正直でいることが全てじゃないっていうのは、ちゃんと分かっているんですよ」

「うん、分かってないわよね？　今私に言っちゃいけない本音公開したわよね、貴方」

「僕天道さんのゲームトーク、大好き」

「仮面を被かぶるのが遅おそすぎるわよ。それ、邪じや悪あくな鬼おにの顔晒さらした人が、後からピカ○ュウのお面被って『ピッカッチュゥ』って可愛かわいく鳴いてみせているような状じよう況きようですからね」

「優やさしい鬼かもしれないじゃないですか」

「黙らっしゃい」

「すいません」

　怒おこられてしまった。……は、話を戻もどそう。

「だ、脱だつ線せんしてしまいましたが。とにかく、僕は自分の希望や欲望を、相手の顔色を窺う前に『えいっ』と押しつけるのが苦手、という話でして」

「ええ、はい……まぁ理り屈くつは分かりますけど……一体どうして今その話を？」

　天道さんの疑問に、僕は笑顔で端たん的てきに応こたえる。

「簡単なことですよ。僕はこれから……その『らしくない』ことをします」

「？　というと？」

　不思議そうに小首を傾かしげる天道さん。本当に何も気づいていないようだ。

　ゴンドラはもうじき頂点に差し掛かかろうとしている。……その時ふと、どこからか、花火が昇のぼる笛の音が聞こえた気がした。特にタイミングを狙ねらい澄ましたわけでもないのだけれど、今を逃のがす手もないだろう。

　僕は天道さんに今一度優しく微笑みかけると、次の瞬間──

「え……」

　──彼女の頭を強ごう引いんにぐいっと引き寄せると同時に、自分の顔を近づけ。

　そして……

「ん……」




　春の夜空に、大輪の花が咲さき誇ほこる中。

　生まれて初めて──紛まぎれもない自分の意志で、大好きな人の唇くちびるを奪った。




「っ……。…………」

　天道さんは一瞬大きく目を見開いたものの、すぐに僕のキスを優しく受けいれるように、背中へと手を回してくれた。そんな健けな気げな恋人に対して、僕の方はと言えば……

「……んん」

　……更に彼女の頭を引き寄せ、これまでのどの口づけよりも強く、求めた。

　許可なんて得ずに。傷つけ、嫌われることも覚かく悟ごの上で。自分の欲望を晒すように。

　そんな正しくなさや不格好さも含ふくめて、僕なりの「恋」なんだと思ったから。

　……そうして一体、どれだけの時間唇を合わせていたろうか。

「…………」

　息を継つぐように、ゆっくりと唇を離はなしていく。その過程で、真っ赤な顔で熱い吐と息いきを漏もらす天道さんと目が合ったものの、彼女はすぐに照れ隠かくしのように顔を伏ふせてしまった。

　僕もまた、気持ちの収め所がまるで分からず、つい窓の外へと視線をやってしまう。

　気がつけば数発上がったはずの花火は終わり、観覧車はもう下りに入っていた。……正直、全然花火の記き憶おくがない。最初の一発以外、音も、光も、なにも知覚できていなかった。かといってキスの記憶が強いのかと言えば、それはそれで夢のように霞かすんでいた。

『…………』

　二人の間に、沈ちん黙もくが流れる。

　僕側は夢見心地だったり、勝負後の放心状態が故ゆえの沈黙だけれど……天道さん側の沈黙の正体は、彼女が顔を伏せているせいもあってイマイチ摑つかめなかった。

「（…………。え……えーと……）」

　じわじわと額に汗あせが滲にじんでくる。先程の啖たん呵かとは裏腹に、急速に不安が膨ふくらんできた。

「（……え、ちょ、これ、天道さんのことホントに傷つけていたらどうしよう。も、もし彼女が泣いていたりなんてした日には、僕はもう二度と立ち直れないぞ……！）」

　少なくとも今後自分から相手を求めることが一いつ切さいできなくなるのは間ま違ちがいない。

　というか実を言えばこの「僕が自身の欲望に従い天道さんを求める」という行こう為い自体が、そもそも天道さんの希望に添そったものであるという側面が、ちょっぴり、なきにしもあらずだったりするわけで……。

「（いや、その、だって天道さん、いつも僕側からの気持ちに対して不安そうだったものだから……うん……）」

　ことここに至り、いよいよ思考が何かへの言い訳じみてきた。情けないにも程がある。

　そんな風に僕が不安に駆かられ続けていると……

「……雨野君」

「ひゃ、ひゃい！」

　突とつ然ぜん、俯うつむいたままの天道さんが口を開いてきた。僕は緊張で背筋を伸のばす。

　と、次の瞬しゆん間かん──

[image: ]

「……へ？」

　──先さき程ほどの僕の行動をなぞるように、今度は天道さんの手が僕の頭へと伸ばされる。

　ただ唯ゆい一いつ違う部分があるとすれば、それは……。

「え、ちょ、天道さん、なんか痛い、痛いんですけど」

　僕の頭に伸ばされた手が、恋人を愛めでる目的のものではなく、頭ず蓋がいを砕くだく手段の方に近い握あく力りよくを誇っていたことだ。

　僕がわけもわからず目を白黒させる中、天道さんがゆっくりとその顔を上げてくる。

　果たしてその表情には、涙なみだも、照れもなく、ただただ──

「……ふふ」

「!?」

　──先程の僕が可愛く思える程の、我欲に満ち満ちた昂たかぶりを湛たたえていた。

　彼女は僕の頭を引き寄せ、自身はその鬼き気き迫せまる顔を僕へと近づけると……先程よりも更に熱のこもった息を吐きながら告げてくる。

「じゃあ次は──私が好きにする番、ですよね？」

「え、え？　あ、いや、あの、僕としてはその、自分の一世一代の勇気を振り絞しぼったキスの余よ韻いんをもう少し楽しめれば、なんて……」

「ダメです」

「ダメですか」

「はい。だって私は……私の中の、汚きたないとこも含めた本当の私は──」

　そこで天道さんは、興奮の中にも、少しだけ恥はじらいを含んだはにかみを見せながら、宣言してきたのだった。




「──貴方ともう少しだけ先に進みたいって、言ってます……から。……ん」




　…………。

　……観覧車の下りで心臓が破は裂れつしかけたのは、後にも先にもこの時だけでした。








【エピローグ】






「お、お前らも《シュピール王国》行ってたのかよ!?」

「え……？　い、行ってた……けど？」

　あくる月曜の放課後。今日も今日とてゲーム同好会に励はげんでいた僕らだったのだが、ふとしたタイミングで僕と天てん道どうさんが週末《シュピール王国》でデートをしたことを漏らしてしまったのだが……それに対する上うえ原はら君、アグリさん、チアキといった同好会の面々の驚おどろきのリアクションが想定以上だった。

　僕と天道さんは思わず顔を見合わせた後、改めてどういうことかと訊たずねてみると、皆みんなは少しだけ躊躇ためらった後、それぞれの週末事情を明かしてくれた。

　全員の話を聞き終えた天道さんが、腕うでを組んで「なるほど」と頷く。

「皆みなさんの話を総合するだに、導き出される結論は一つですね。私達は……あの日同じ遊園地に居合わせながら、奇き跡せき的に出で遭あうことがなかったと」

「えー、そんなのあり得うるー？」

　天道さんの推理に対し、アグリさんが露ろ骨こつに不服そうな顔をする。が、それにはチアキが「でもでもっ」と反論した。

「アグ姉ねえがいくら『あり得ない』と言ったところで、事実として自分達、会ってないわけですから……」

「ぐ……。そ、そうなんだけどさ……」

　それに対し、上原君もまた頭をぼりぼりと搔かきながら呟つぶやいた。

「確かに納なつ得とくはいかねぇけど……実際そうなったんだから仕方ないわな」

「ううん……」

　アグリさんはまだ納得いってないようだった。僕はそんな彼女達を眺ながめながら……実は一人、ほんのりと真相の輪りん郭かくは摑んでいた。

「（真ま音いんさん……いや、真音さん達、か……）」

　それぞれの週末エピソードを聞いていると、確かに僕達は互たがいにこそ遭そう遇ぐうしなかったものの、全員、周囲の人達には会っていたわけで。……いくらなんでも、あの日あそこにそれだけ知り合いが集まるのはおかしい。そこに加えて、あの日観覧車に乗っていた際に僕にだけ送られてきた真音さんのメッセージだ。

　これらを総合すると、真音さんが僕ら以外の人達と示し合わせて何かしていた可能性は高い。しかし……。

「ねぇ、あまのっちもそう思う？　偶ぐう然ぜん、亜あ玖ぐ璃り達が会わなかっただけだって」

「え？　あー……」

　アグリさんに意見を求められ、僕は……苦笑いと共に切り返す。

「そうですね。偶然なんじゃないですか。ほら、僕らって変なタイミングで遭遇することが多いですけど、たまには逆のパターンがあってもおかしくないのでは？」

「まぁ、そう言われたら、そうかもだけどさ……」

　渋しぶ々しぶ引き下がるアグリさん。僕は心の中で彼女に謝罪しつつ、それでもやはり真相を明かすことは控ひかえておいた。仮に真音さん達が暗あん躍やくしていたとして……でもそれはきっと、「僕らが気づかない」ことこそ、彼女らにとっては誉ほまれ高いことなんだと思うから。ちなみにそんな中でも僕にだけヒントを与あたえたのは、真音さんなりのお茶目だろう。

　天道さんが咳せき払ばらいして話を進める。

「まあ偶然かどうかはさておき、皆さんなぜ《シュピール王国》に？」

「いやいや、それは自分の台詞せりふですよ花か憐れんさん。自分とコノハはいざ知らず、花憐さんや上原さんにとっては、互いのパートナーに関してショッキングすぎるイベントがあった場所じゃないですか。なのにどうしてまた……」

『え、あー……』

　声を合わせ、気まずそうに目を見合わせる上原君と天道さん。……まぁ、確かに「同好会メンバーと会いたくなかったから」なんてまさにここで言うのはキツい。けれど、それを変に隠し続けると、余計に後ろ暗くなってしまう気もする。

　僕は腹を括くくると、チアキに謝罪も含めて説明することにした。

「ごめんね、チアキ。その、僕ら……というか僕が、たまには天道さんと『一日中、二人きりでデート』がしてみたくてさ。でもほら、この辺デートスポットなんてそう多くないから、大たい概がい行動が被かぶっちゃったりするだろう？　だから……」

「ふむふむ、なるほど、それで自分達ゲーム同好会メンバーが心理的に忌き避ひしそうな場所を選んだわけですか。複雑な気持ちではありますが、まぁ納得ですね」

　腑ふに落ちた様子を見せるチアキ。と、上原君もおずおずと付け足してくる。

「悪ぃ、星ほしノの守もり。俺達……というか俺も、雨あま野のと全く同じ動機だ」

「いえいえ、別に謝る必要はありませんよ。あ、ちなみに自分は、コノハがチケット余らせていたので、それで……」

　そう明かすチアキに、僕は微笑ほほえみかける。

「確かに、チアキは別にそこまで忌避感なかったかもね、《シュピール王国》」

「…………。……えとえと、ま、まぁ……」

「あ、あれ？」

　なぜか少しだけ恥ずかしそう視線を逸そらすチアキ。……？　いや、だってあの時、チアキは自分の交際相手が誰だれかとキスする場面を見たわけじゃ……。……あ。……そうか、チアキはあの時既すでに、その、僕のことを……。…………。

『…………』

　僕とチアキの頰ほおがほんのり染まる。次の瞬間、天道さんの必殺咳払いが炸さく裂れつした。

　僕らが背筋を伸ばす中、アグリさんが僕に助け船を出すかの如ごとく話題を切り換かえてくれた。

「そ、それにしても、皆は見た？　あの日の花火。いやぁ、恋こい人びとと観覧車から見る花火はロマンチックだったよねぇ」

　うっとりと語るアグリさん。僕と天道さんが観覧車での出来事を思い出し少しギクリとしていると、上原君が快活に笑って返した。

「ロマンチックって。いや亜玖璃お前──っていうか俺もだけど、直前まで完全にうたた寝ね状態だったじゃないか。昼間にはしゃぎすぎたせいで、二人ともグロッキーでよ」

「や、えと、あの……」

　気まずそうに僕の方をチラチラと見てくるアグリさん。どうやら恋れん愛あいの師し匠しようとしての面目を保ちたいらしい。しかし上原君は相変わらずの鈍どん感かん主人公ぶりで続ける。

「そうそう、あの花火の瞬間なんて特に酷ひどかったよな俺達。ロマンチックどころか、二人とも爆ばく音おんで『んあ!?』と手でよだれ拭ぬぐいながら目を覚ましただけで……」

「い、いやぁ、ロマンチックだったよねぇ、祐たすく！　ねぇ、祐！　ねぇ!?」

「…………。……お、おぅ……？　ロマンチックだった……な？」

　アグリさんが遂ついには「圧」で戸と惑まどいまくる彼氏に口裏合わせを迫せまっていた。……なんだろう、師匠があの体ていたらくだと、弟で子しまで悲しくなってくるよね……。

　僕は師匠の醜しゆう態たいを見ないであげつつ、チアキに話を振ふる。

「えっと、チアキは見たの？　花火」

「勿もち論ろんです。偶然にも、自分とコノハも丁度観覧車乗っていましたよ」

　お前もか。僕と天道さんは二人、ちらりと視線を見合わせる。と、その間にも上原君がチアキと盛り上がっていた。

「おぅ、星ノ守達も乗ってたのかよ。全然気づかなかったなぁ。中から花火見たってことは、似たようなタイミングで乗っているハズだよな？」

「ですです。あ、でもでも、自分達は花火が見えたと言っても、乗り込んで割とすぐの段階……高度的には中腹ぐらいのタイミングでしたけど」

「あー、なるほど。じゃあ俺と亜玖璃は丁度対角線上だったかもな。高度的には俺達も中腹だったけど、こっちは下りの最中だったからな」

「なるなるです。お互い、折角なら頂点で見たかったですよね」

「なー」「だよねー」

　チアキ、上原君、アグリさんがキャッキャと盛り上がる中、密ひそかに無言を貫つらぬくゲーマーカップル。

　……はい、その時頂点にいました、僕ら。……花火全然見てなかったけど。

　しかしそれにしてもまさか、この二組に、多少間かん隔かくが開いているとはいえ、前後挟はさまれていたとは……。

　緊きん張ちようの面おも持もちで、天道さんとアイコンタクトを交かわす。……その、変なとこ見られてなくて、ホント良かっ──

「あ、そういえばそういえば、自分達の少し前方にあったゴンドラ、頂点近くからずっと片側に傾かたむいていて──」

「げほっ、げほっ！」

「ケータ？　どうしました？」

「い、いや、なんでもないよ。その、急に噎むせただけで」

「は、はぁ？　ならいいですけど……。……じゃ、話続けますね」

「つ、続けるんだ……」

　こ、これだからオタク気質ってヤツは！　普ふ段だん無口な割には一度「話す」と決めた話題に関しては必ず最後まで話さないと気が済まないんだよな！　僕もそうだけど！

　チアキはまったく悪気がない様子で、意い気き揚よう々ようと語り出す。

「それでそれで、恋愛探たん偵ていの自分はピーンと来たわけですよ。最初から傾いているんだったら、ただ普通にカップルが隣となり合あわせで座っているだけですが、頂点付近で急に傾くというのは、これつまり────中で劇的な進展を見せたカップルの可能性が高いと！」

「げほっ、げほっ」

「？　どうしました、花憐さんまで」

「い、いえ、なんでもないわ。あ、そ、それより千ち秋あきさん、先日出た新作のＲＰＧなんですが……」

「あ、やってないです。それでそれで、観覧車の話の続きなんですけどね」

「く……！」

　天道さんが撃げき沈ちんしていた。一度走り出したオタクは、たとえ趣しゆ味みの話でも止められないものなんですよ、天道さん……。

　しかしチアキの話は僕の予想に反して、そこでトーンダウンの様相を見せてきた。

「そのその、丁度その傾きが始まったあたりで、花火が上がり始めましてね。しばらくはそっちを見てしまい、また後半戦は角度的にあまり見えなかったので、自分的にこの話はここまでなんですけど」

『ほっ……』

　胸をなで下ろす僕と天道さん。ああ、良かった。後半戦が見られてないなら、そんなに恥はずかしがることは──




「ま、妹は『完全に性交してたねあれは』と推理を披ひ露ろうしていましたけど」




『そこまではしてないっ！』

　僕と天道さんが同時に叫さけぶ。キョトンとするチアキ。そして……何かを察した様子でニヤニヤし始める上原君＆アグリさんカップル。

　僕らがハッとする中、チアキは不思議そうに続けてきた。

「あ、あのあの、自分的にも、性交はしていて欲しいかなと……」

「していて欲しいの!?　え!?　なにそれ!?　どういう感情!?」

　かつて自分のことを好きと言ってくれていた女子が大変な性せい癖へきを吐と露ろし始めた……！

　と思ったら、どうも少し違ちがったらしい。チアキは目をぱちくりさせながら更さらに説明を重ねてきた。

「だ、だってだって、誰かが頑がん張ばって告白なり距きよ離りを詰つめようとしていたりしたのなら、それは、是ぜ非ひ『成功』してほしいじゃないですか……」

「あ、せ、『せーこー』って、そっちの……」

　途と端たんに顔を真っ赤にして着席する僕ら二人。く……こんな古典的な勘かん違ちがいトリックに、今更引っかかるなんて……！

　…………。

　い、いやいや、よく考えたら、勘違いでもなくね？　少なくともコノハさんは完全に下の意味で言ってたよね、これ。だけどまずそれをチアキが誤ご変へん換かんして、更にそれを僕達が誤変換した結果、ある意味一つの正解には辿たどり着いてしまっている……という、妙みように高度な勘違い案件なんじゃないか、これ。なにこれ。高校三年にもなると、こんな応用勘違いまで絡からんでくるのかよ、僕らの高校生活。先が思いやられるにも程ほどがある……！

　僕と天道さんがすっかりまいってしまっていると、アグリさんと上原君が非常にいやらしい笑みを浮うかべながら急所を突ついてきた。

「そういえばあまのっちさぁ、キミはどこで花火を見ていたのかな？　亜玖璃、とってもそれが知りたいなぁ？」

「く……」

「ああ、そういや俺、あの日ウトウトする直前……園内を観覧車に向けて歩いてくる金きん髪ぱつの女を見た気がしないでもないんだよなぁ、うん。どう思う、天道？」

「ぐ……！」

　追い詰められる僕と天道さん。チアキだけは一人、事情がのみ込めない様子で首を傾かしげていた。

　ただ幸いなことに上原君とアグリさんは早々に僕達いじりを切り上げてくれた。リア充じゆうの経験値がなせる業わざだろうか。恐おそらく二人も、他の友達にこういういじられ方をすることが多いのだろう。人を傷つけない引き際ぎわをちゃんと心得ているような振る舞まいだった。

　そのまま天道さんと上原君、チアキで先程の新作ＲＰＧトークへと移行していく。そんな中、こっそり僕にすり寄ってきたアグリさんが耳元で囁ささやいてきた。

「（実際どこまでいったのさ、あまのっち。今度のファミレス会で、亜玖璃にはちゃんと具体的に報告するんだよ？）」

「（いやなんでですか。どういう立ち位置なんですか、貴女あなた）」

「（……母親的な？）」

「（じゃあ余計報告しないでしょう、恋愛の生々しい進しん捗ちよく状じよう況きようなんて）」

「（まぁそうだけど。……ってか、生々しいことしたんだ、あまのっち……ふーん……）」

「（い、今のは言葉の綾あやです。ってかなんですか、その責めるような視線は！）」

「（んー。べっつにぃ。あまのっちのクセに生意気だなぁって。なんかムカッと来て）」

「（いやホントどういう立ち位置の感情なんですかそれ。その心の底からは幸福を願い切ってくれない絶ぜつ妙みような底意地の悪さ、もはや家族でさえないでしょう）」

「（そうなんだよねぇ。うーん……家族じゃないけど、ほんのり家族要素もあるし、それでいてうっすーく男女意識もあるこの感じ……なーんかどっかに当てはまりそうな気が、ちょっと前から……って、あ）」

「（な、なんですか？　わ、分かったんですか、貴女の僕に対する立ち位置）」

　何か思いついた様子のアグリさんに、僕は少し緊張した面持ちで訊たずねる。どうしよう、もし変な結論に至って今後ギクシャクするようなことになったら、ホントいやだな──

「（元嫁よめ）」

「（それだ）」

　超ちようしっくりきた。僕は遂に出たその「正解」を受け若じやつ干かん興奮混じりに応じる。

「（いやマジでそれですよアグリさん！　その微び妙みように上からな感じといい、マンネリ感といい、愛あい憎ぞう入り交じった理解者感といい、相手を友人として応おう援えんしつつも上手うまくいきそうだと微妙にイラッとくる感じ……完全に『元夫ふう婦ふ』のそれですよ！）」

「（だよね！　いやぁ、ポイントは『元カノ』『元カレ』じゃないところだよね。そっちほど、青あお臭くさい恋れん愛あいの残のこり香が的なものがないっていうか？）」

「（ですね！　なんなら十年ぐらい結けつ婚こん生活続けた上で、子供も作らず別れた夫婦ぐらいのテンションですよね）」

「（分かるわー。それだわー。あまのっちって、なんか凄すごく『元夫』だわー。うだつのあがらない、けれどなぜか放ほうってもおけない、超厄やつ介かいな『元夫』だわー）」

「（いやアグリさんこそ『元嫁』ですよ。僕の趣味とか全然理解してくれない上に小言が超五月蠅うるさいクセに、ほんのり世話は焼いてくれるから嫌きらいにもなりきれないその感じ、マジで『元嫁』です）」

　いや結婚したことないけどね。離り婚こんもしたことないけどね。

　僕らがそんな結論に至り感かん銘めいを受けていると、ゲームの話が一段落し、なおかつこちらの会話が盛り上がっているのを見た天道さんが「お二人は、何を話されていたんですか？」と無む邪じや気きに訊ねてくる。

　その問いに対し、僕らは。上原君とチアキも見守る中……二人、てへへと後頭部を搔かきながら声を合わせて答えたのだった。




『僕ら（亜玖璃達）、この度たび晴れてバツイチになりまして……』




『ホントになんの話!?』

　目を白黒させて訊ねてくる三人。まあ当然と言えば当然だ。仕方ないので僕とアグリさんは二人、懇こん切せつ丁てい寧ねいにこの美しい結論に至る流れを説明してあげたのだけれど、なぜか三人の理解は最後まで得られなかった。というか全員ぶっちゃけ不ふ機き嫌げんだった。なぜだ。

　さて、元夫婦話も一段落したところで、時間もいい頃合いだったので今日の同好会活動はお開きという運びになった。

　全員が帰宅の身み支じ度たくを始める中、突とつ然ぜん上原君が「あ」と声をあげ、何かを思い出したように自分のカバンをごそごそと漁あさり始めた。

　ほんのり全員の注目を集める中、彼はカバンから何かを取り出すと……なぜか僕の方に歩み寄ってきて、それを「ほらよ」と手て渡わたしてきた。

　戸と惑まどいながらも受け取る僕。それはよく見てみれば……。

「パラダイムオブファンタジア……」

「おう。一年前に俺がクレーンゲームで取って、お前に攻こう略りやく情報を訊きいたゲーム……つまりは、俺達を繫つないでくれたゲームだ」

「うん……勿もち論ろん、よく覚えているよ」

　パッケージの表面を撫なで、思わずあの頃ころを懐なつかしむ僕。

「でも……これがどうかした？」

「ん？　ああ……その、やるよ、それ」

「え？」

　キョトンとする僕に対し、上原君は照れ臭くさそうに頭を搔く。そうして、一いつ瞬しゆんなぜかちらりとチアキの方を見ると、改めて僕を見み据すえて、告げてきた。

「その、ちょっと小耳に挟はさんだんだけどよ……お前、そんなにゲーム好きの割には、その……『色々』あって、昔のゲームソフト、あんまり保持してないんだろ？」

「へ？　あー……そうだっけ？」

「いや、そうだっけって、お前……。ほら、光こう正せいの件で……」

「？　光正の件？　なんだっけ、それ」

「なんだっけも何も……」

　呆あきれた様子で見つめてくる上原君。なぜかチアキも嘆たん息そくする中、僕は照れ笑いを浮かべて答える。

「い、いやぁ、確かにうちソフト少ないんだけど、その理由って……お恥はずかしながら、確かどっかのタイミングで一度、僕がまとめて売ったからだったと思うんだよね」

「ああ、だから聞いてるよ。それは偏ひとえに、弟のための……」

「ま、結局そのお金って、何に使ったのかイマイチ覚えてないんだけどさ」

『えぇ!?』

　素すっ頓とん狂きような声をあげる上原君とチアキ。彼らは目を見合わせた後……なぜか、チアキの方が僕に訊ねてくる。

「い、いやいや、なんでですか！　あんなカッコイイことしておいて……！」

「か、カッコイイこと？　いやゲーマーを自じ称しようする人間がゲーム売るのはあんまり褒ほめられたことじゃないと思うけど……。だからほんのり隠かくしてたわけだし……」

「そ、そうじゃなくて！　その、お金の使い道です！」

「はぁ……？　う……うーん？　使い道？　えっと……流石さすがの僕もそれを親に渡わたす程いい子ではなかったハズだから、当時はあくまで自分の欲望のために使ったと思うけど？」

「じ、自分のためって。い、いやいや、ケータは……」

「星ノ守」

　チアキが更に食い下がろうとしたところで、なぜか上原君がストップをかけた。

　彼は一度とても優やさしい眼まな差ざしで僕を見つめると……もう一度チアキに視線を戻もどして、苦笑い混じりに告げる。

「雨野は昔っから、芯しんから雨野ってことだろ。こいつにかかれば、それさえも『普ふ通つうに』『自分のため』っつうカテゴリだったんだろうよ」

「……はぁ。やれやれ、です。そりゃ光正君もああなりますよ……結局全部、罪作りなケータのせいじゃないですか」

　なぜだかチアキが心底呆れた様子でこちらを見つめてきた。こ、光正がどうしたって？　っていうか、なんなの、この一連の流れは。まったく意味が分からないんだけど。

　しかも気づけばそこになぜか、さっきまでこの話に関係なさそうだった天道さんとアグリさんまで加わってきていた。

「そちらの事情はよく分かりませんが、雨野君の言う『自分のため』が、結局全然自分のためじゃないというのは、私も身に染しみて理解しておりますよ」

「だよねー。ってかさ、あまのっちってすぐ自分のことを『普通』って言うけど、そもそもその『普通』の基準を、現実の一いつ般ぱん人じゃなくて『ゲームの主人公』とかに置いちゃってるんだろうねぇ。ホント、馬ば鹿かだよねぇ」

　なんか全体的に雰ふん囲い気きが優しいから褒められる流れなのかと思ってたら、言葉的にはやはり普通に小馬鹿にされていた。なにこれ。いじめ？　新手のいじめ？

　状じよう況きようについていけず僕が涙なみだ目めになっていると、上原君がこほんと咳せき払ばらいして話題を元に戻してくれた。

「なんにせよ、とにかくその『パラダイムオブファンタジア』、いい機会だからお前にやるよ。俺はこういうＲＰＧは、基本ノンリプレイ派だしな。……なにより、お前が持ってた方が、そのソフトも幸せだろう」

「ありがとう上原君」

「おう」

「……多分、売らないよ」

「いや絶対売るなよ！　なんでほんのり売る可能性示し唆さしたんだよ！」

「い、いや、以前の僕もソフト売るのは絶対イヤだったハズなんだけど、気がつけば何な故ぜか売ってたとこ見ると、どうもかなり心が弱い人間だと思われるわけで……」

　僕の自信のなさはこういうところに端たんを発している。要は根本的な部分で自分がどうも信用できていないのだ。まあこんなに小市民感性なんだから、当然なんだろうけどさ。

『……はぁ』

　……なぜか、全員が僕を見てため息をついていた。なんなんだよ、今日、マジで。

　とはいえ、思い出のソフトを上原君から譲ゆずって貰もらえたことは、心から嬉うれしいわけで。

　僕は胸にぎゅっとソフトを抱だきしめると、上原君に最高の笑え顔がおで切り返した。

「ホントに嬉しいよ。一生、大切にするね！」

「え、あ、お、おぅ……」

　瞬しゆん間かん、顔を真っ赤にして頭を搔く上原君。次の瞬間、同好会女性陣じんが声を合わせて一いつ斉せいに呟つぶやいた。

『そ、その線もまだ充じゆう分ぶんありそうなんだ……』

　？　その線？　なんの話だろう。まあいいか。早く帰ろう。

　僕はゲームソフトを大切にカバンの中にしまう。と、そこでアグリさんが何か纏まとめるように声をかけてきた。

「あはは、こりゃあまのっちは、ゲームから一生離はなれられないね」

「？　なんで急にそんなことを？」

「いや、だって今やゲームって、あまのっちにとって、『絆きずな』をもたらすものでもあるじゃん。つまり、前以上に、もうゲームなしじゃいられないんだろうなーって」

「ああ、なるほど、そういうことですか。確かに……」

　アグリさんの言葉に一度は納なつ得とくしつつ、カバンの中に収めた思い出のゲームソフトを眺ながめる。…………。…………うん。

「いえ……やっぱりそれは、ちょっとだけ違ちがいますね、アグリさん」

「ん？」

　思うところあって、反論させて貰う僕。

　皆みんながこちらを振ふり返ってくる中。

　僕は……この一年で得た、新しい結論を、語る。




「別に絆なんて繫いでくれなくても、僕は変わらずゲームが大好きですし。逆にゲームに対するスタンスの違いなんかまるで関係なく、僕は皆のことが大好きですよ」




『…………』

　僕の言葉に、一瞬呆ほうける同好会のメンバー達。しかし彼らは一度目を見合わせると……次の瞬間、それぞれに、言葉を返してきてくれた。

「私もゲームと貴方あなたが大好きよ、雨野君」

「じ、自分は自分は、誰だれととは言いませんが、ゲームが絆を繫いでくれたことにも深く感謝してますよ！　はい！」

「俺は『変わらずゲームが好き』である自信はねぇなぁ。……ま、後者はさておき」

「亜玖璃はゲームもあまのっちも安定して嫌きらいだけどね」

　約一名の言葉は無視することにした上で、感動し、ちょっとだけ涙ぐんでしまう僕。

　……一年前の、独りぼっちだった自分に、自じ慢まんしてやりたい。

　それは、ただ単純に友達やカノジョができたことも、そうだけど。なにより。




　今、こんなに素す敵てきな人達が、僕の傍そばにいてくれることこそを、誇ほこりたくてたまらない。




「さて、いい加減そろそろ行くぞ、お前ら」

『はーい』

　上原君を先頭にＦ組の教室をゾロゾロと出て行く同好会仲間達。

　僕もまた涙を拭ぬぐうと、彼らの背を追いかけて、教室から一歩を踏ふみ出したのだった。




　　　　＊




　僕はゲームが好きだ。テレビゲームやビデオゲームと呼ばれるものが、心から好き。

　そこに特別な理由なんてない。気づいた時には無条件に好きだった。

　面おも白しろいゲームをしている時がとにかく幸せで、それさえあれば、まあ大たい概がいの嫌いやなことは乗り越こえられる。

　剣けんも魔ま法ほうもなければドランゴンもいない、そんな酷ひどく味気ないこの世界だけれど。

　でも

　剣も魔法もあればドラゴンもいる、そんな夢に溢あふれたゲームを沢たく山さん遊べるのも、この世界ならば。

　その夢を誰かと存分に共有し、笑い合えるのもまた、この世界の日常で。

　だから。




　だから、そんな僕が、これからも語り続けていきたい、この物語は。

　僕の未いまだに夢みがちな物語嗜し好こう的には非常に不本意で、大変遺い憾かんなことながら。

　なんだかんだで、結局のところ。




　ゲームを愛する少年が、ゲームによる繫がりを辿たどった先に、遂ついにゲーム以外の愛する者を見つけ、そしてその結果──

　──前よりも、もっともっと、ゲームを大好きになる。

　そんな、実に地味で、退たい屈くつで、けれどとても愛いとおしい──




　──ゲームの、物語なのである。
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あとがき






　どうも、ゲームをクリアすると達成感より寂さびしさが先に立つ人間、葵あおいせきなです。

　で、その寂しさを紛まぎらわすために他のゲームを始めるも、チュートリアルの多い序じよ盤ばん等はハマれず、前のゲームへの気持ちを引きずり……。

　しかし操作に慣れて試行錯さく誤ごを始める中ちゆう盤ばんあたりから、急激にのめり込み始め。

　終しゆう盤ばんに至ってはもうそのゲームが大好きになっていて、そしてクリア時にはまた寂しい気持ちになるという、無限ループ。

　そこから抜ぬけ出せないまま、気がつけば大分いい大人になってしまいました。

　……うん、こう書くとなんか悪あく循じゆん環かんに囚とらわれているみたいに思えますね！

　いや、別にネガティブな意味のつもりは全くなくて、むしろそれは幸福なことだと思っているという話です。毎回寂しくなるっていうことは、イコールでずーっとゲームを楽しく遊べているということでもありますから。

　常に進化を繰くり返し続ける「ゲーム」という娯ご楽らくの制作に携たずさわってくれている方々には、頭が下がる思いです。

　そういう意味では今作「ゲーマーズ！」が本編最終巻を迎むかえた今、読者の皆みな様さまに多少なりとも「達成感」なり「寂せき寥りよう感」を覚えていて貰もらえたら、いちゲーマーとして、いちクリエイターとして、これほど嬉うれしいことはございません。




　はい、というわけで「ゲーマーズ！」は今巻が最終巻でございました。

　長い間応おう援えんありがとうございました。

　葵せきな先生の次回作にも是ぜ非ひご期待下さい。

　それでは皆みな、またね！




　──ぐらいの端たん的てきなテイストで、このあとがきは本来ならば終われるハズでした。

　なぜなら、最初に提示されたページ数が「二ページ」でしたからね。ええ。

　……二ページ。二ページ……最終巻の二ページ……。

　生徒会……理論上最高値…………うっ、頭が……！

　と、いうわけで。




　今回のあとがきは、十六ページ増量して、十八ページになりましたとさ。




　……なにこれ。ねぇ、なに、これ。

　ここで、まとめも兼かねて一応「あとがき」のシステム説明をしておきますと。

　ファンタジア文庫ってその構造上、基本的には十六ページ単位で作られているものなんですね。かといって物語の文章を毎回そこにキッチリ収めるのが難しかったりするので、「あとがき」や「広告」といったもので微び調ちよう整せいを行うわけで。

　ただ、私は広告を入れない主義（こう言うと無む駄だにカッコイイ！）であり、それでいて本編の文章量が調整出来ない作家（こう言うと最悪にカッコ悪い！）なので基本その「微調整」を全てあとがきで賄まかなうことになり、結果とんでもない分量になることがしばしばあるわけで。

　その影えい響きようが最も顕けん著ちよに出たのが「生徒会の一存」というシリーズであり、十ページ越ごえのあとがきを何度も続けた結果、「長文あとがきに苦しむ」というのが「お家芸」みたいになってきてしまい（とはいえ「わざと」の回はマジで一度もないです）。

　で、そんな流れで迎えたシリーズ最終巻のあとがきに割り当てられたページ数が……なんと二ページでしてね。長文あとがき芸が期待されるシリーズの、最終巻が、二ページ。……これはなんか空気的に「ない」ことが察せられたため、私は自主退職を促うながされた窓際社員のような面持ちで、プルプル震ふるえながら「あくまで自分から」十六ページの増量を要望。完全に自己責任の体ていで、ある意味で理論上最高値ページ数たる「十八ページあとがき」を書くハメに陥おちいったという経験があり。

　で、話は現代に戻もどって来て、この「ゲーマーズ！」最終巻ですよ。

　ここでまた私の前に現れた、二ページという悪あく魔まの数字。

　いや完全に油断してましたよ。ぶっちゃけ「ゲーマーズ！」シリーズ、言う程馬ば鹿かみたいなあとがきのページ数にはなってないじゃないですか。基準が多少おかしいですが、生徒会程の惨さん状じようにはなっていないわけで。

　だからまさかここに来てあの悪魔のページ数……二ページが提示されるとは、想像だにしておらず。

　って、こんな風に書くと長い付き合いの読者様方なんかは「いやいや、二回目のそれは流石にちょっとあざといわー。仕込み感出てるわー」と思われるかもしれませんが。

　何度か言っておりますように、マジで成分無調整です。し、信じて。

　いや分かりますよ、私だって、その感じ。なんかあざといですよこのページ数。「やってる感」バリバリですよ。でもだからこそ、個人的に「やる」のならば更さらに一ページ増量して十九ページぐらいが正直一番美味おいしいです。最高記録を更こう新しんする感じも含ふくめて。

　なのにこの「二ページにプラス十六するか否かを迫せまられる」という、以前と全く同じ選せん択たくをもう一度突つきつけられるこのいやな感じね！　誰だれが一番「うわー」と思っているかと言えば、まず間ま違ちがいなく私だからね！　実際書かなきゃいけないことも含めてね！

　いやマジな話、別にそのまま二ページでも良かったわけですよ。このシリーズに関しては、そこまで「長文あとがきがお約束」な流れもなかったですし。

　けどなんだろうね、この……長文あとがきがあまりなかったシリーズだからこその、昔からの読者様方からヒシヒシと感じる無言のプレッシャーというの？

　なんかこう書くと「葵せきなは読者想いだなぁ」「なんだかんだ言って、あとがき書くの好きなんだろうなぁ」みたいに良い解かい釈しやくしてくれる方もいるかもしれませんが、それはマジで違ちがいますからね。その証しよう拠こに「読者さんに情報を届け、交流する」目的のハズのブログとか、最近じゃ一ヶ月に一回更新したらいい方ですからね、私。

　要は私、出来るだけこういう文章書きたくない側の人間なわけです。更に読者さん愛とか読者さんへの誠実な気持ちとかにもめっぽう欠けるクズ人間なわけです。ブログ書かずにまさかのテ○リスで延々遊べちゃう人間なのです。この令和に。

　そんな人間に突きつけられた「二ページだけど……どうする？」という選択肢し。

　そりゃホントならやりたくないですよ、十八ページ！

　引きこもりのクズ人間が、十八ページにも亘わたってその人間性を晒さらしまくる作文を書かせられるとか、地じ獄ごくの一つに加えられておかしくないレベルの苦行ですよ！

　けど、ここで日和って二ページを選択したら、絶対「あーあ」感を出してくるでしょう、皆さん！　私それが怖こわくて怖くて！　いじめ!?　いじめなの!?

　とにかくそんなわけで、私に選択肢があるようでなかった、脅きよう威いの十八ページあとがきに相成りましたとさ。

　……いやしかしこんだけ愚ぐ痴ち書いても、まだ消費六ページだよ？　震えるね。




　とはいえ始めてしまったものは仕方ありません。とりあえず、シリーズを総そう括かつする語りでもしましょうかね。……例の如ごとく、タメになる話も裏話も薄うすいですが。だ、だって、本編に全部注ぎ込んでしまっているんだもの……！

　こほん。で、では、シリーズの始まりから順を追っていくとしましょうか。あ、色々既き出しゆつの情報があると思いますが、そこは何なに卒とぞご容よう赦しや頂けると！

　さて。

　今では自分でもほんのり忘れてしまっていましたが、この「ゲーマーズ！」という作品、元々は「ファンタジア・ビヨンド」という、現在のカクヨムの前身的ウェブサイトに掲けい載さいされた、短編小説（第一話）が始まりでした。

　あれですね。一巻収録の、雨あま野のが天てん道どうにゲーム部に誘さそわれるけど断るって話。……今いま更さらですけど、端的に書くとおおよそエンタメ小説とは思えない話ですね。なにその話。素敵なボーイミーツガールを主人公が台無しにする話って、なに？　よくそれをウキウキと読者さんに届けようと思ったな葵せきな。

　まぁなんにせよ、本来ならばこの「一話」だけの話だったんですよ。少なくとも第一話書いた時点では、私の中であんまり「その先」がある話ではなく。

　ですが当時の担当さんに割と普ふ通つうのテンションで「じゃ、二話を」と言われ「ふぇ？」となりながらも二話を執しつ筆ぴつ。一話の裏側を描えがくみたいなノリで、上うえ原はら祐たすくを主人公にした「あっちからはこう見えた」をやって、よぉし綺き麗れいにこれで一区切りと……。

担当「じゃ、三話を。そしたら、そろそろ本一冊出せますので」

葵「ふぁ？」

　というわけで、まだまだ「シリーズを書いている」という意識のないまま、第三話を執筆。第一話、第二話の語り部同士で楽しく話しつつ、新しく存分にゲームの話が出来る人物（クリエイターであり、気が合うオタクでもある）も加えよう。あと上原と亜あ玖ぐ璃り周りも描こう。そういや雨野と亜玖璃は絡からんでないから……とやっていると、なぜか第三話は結果として「すれ違いコメディ」風に。これはこれで一話、二話とテイスト違って良かったなと満足し、よぉしこれでおしまいと……。

担当「じゃ、二巻どうしましょうか」

葵「ほへ？」

　……というわけで、実にぬるーっとシリーズ化が始まった感じでした。

　ちなみに二巻あたりまでビヨンド先行の「短編」の意識でやっているので、あまり一冊としてのまとまり的なものがなかったりします。二巻中盤あたりの原げん稿こうから徐じよ々じよに「文庫で出る」ことが意識されたので、そこからは一冊単位で何かが進展していたりしますが。

　あ、こういう始まりなので、当然最初の時点では「ヒロイン」とか「恋れん愛あいの結末」みたいなのが決まってはいませんでしたよ。そこはある意味ご安心を。……ご安心を？　いや物語としてはちゃんと決めておけよですけど、なんていうか、少なくとも登場人物達が予定調和の恋愛をさせられたりしたわけではないという意味で。

　なんにせよ三巻あたりからは普通に文庫シリーズの意識で書いていました。が、世間的によく言われる「すれ違い、勘かん違ちがいコメディ」みたいなのは、実は作者的にはあまり意図して描いていたことではなかったり。それこそ一巻の第三話こそそのテイストでしたけれど、基本的には「ゲーム」を主題にした「ゲーマー」達の物語であり。タイトルも「すれ違いーズ」ではないので、当初そこをメインとして意識は全くしておらず。読者さんから感想貰って初めて自分で「なるほど、すれ違ってるか」と思ったぐらいで。

　五巻ラストとか確かにすれ違いの極きよく致ちみたいな話なのですが、作者としてはすれ違いというよりかは、無む邪じや気きに「ピタゴ○スイッチ」を組んでいる意識でした。……今登場人物達から猛もう抗こう議ぎを受けている気がしますが。

　そのようなわけで元々「すれ違い」意識は割と薄めだったのですが、特に六巻あたりからは更にそこを薄れさせたイメージですね。

　いや、ほら、だって、五巻ラストで大分可哀かわい想そうな目にあっているじゃないですか、彼ら……。そこはもう、心の優しい作者としては、追い打ちとかかけられないですよね……。……今登場人物達から投石された気がしますが。

　冗じよう談だんはさておき、全体通して「それぞれがそれぞれに、それぞれの意図で全力」のシリーズなので、やはり終しゆう盤ばん戦せんはちゃんと気持ちを伝え合い、その上で各自の答えを出して欲しく、結果、六巻～十二巻はこういうテイストという感じでしょうかね。「すれ違い」が好みだった人には申し訳ないです。ただ十二巻までコメディ調にすれ違うと、そろそろ国の一つも滅ほろぶ展開になっていた気がするので、多分良かったんだと思います。人道的に。

　ちなみに私はあまりシリーズ途と中ちゆうで主要登場人物を増やさないタイプなのですが、今回は魔ま王おうが出てきましたね。あ「ぼくのゆうしゃ」にも魔王（ガチ）が出てきましたが。

　とはいえ最後まで読んで貰もらえると分かると思うのですが、彼女は別に「ラスボス」ではないのです。元々この物語がゲームの腕うでで世界一を目指す物語なら、彼女がラスボスにもなり得たんですけどね。実際「ぼくのゆうしゃ」の魔王より全然邪じや悪あくですけどね。そしてよく考えたら「ぼくのゆうしゃ」でも魔王はラスボスじゃなかったですけどね。じゃあ誰がラスボスなのかは、「ぼくのゆうしゃ」（全八巻）でチェックだ！（唐とう突とつな宣伝）

　話を戻して。

　そもそもラブコメって「ラスボス倒たおして終わり」とはならないから辛つらいですよね。物語の終わり方として、「諸悪の根源を倒す」ことほどスッキリ爽そう快かいな展開はそうないですから。だから今作の場合は、雨野と上原という「罪作り」二名をタコ殴なぐりにすれば、ある意味それに近いスッキリ感を持って物語を終えられた気もしますね。……いや、最後に主人公格二名がタコ殴りに合うエンタメって、なに？　それは本当にハッピーなの？

　ちなみに十二巻構成に決まったのも、大分終しゆう盤ばんでした。十巻書いているあたりで、ようやく「あと二冊かなぁ」ぐらいの想定だったので。恋愛物語的には十一巻で締しまるのですが、「ゲーマーズ！」としてはそれだけでは掬すくい取れないものだらけでしたので、一冊足して十二巻構成、という感じです。もし蛇だ足そくに感じてしまっていたらごめんなさい。けど今巻にも描きたかったことは詰つまっておりますので、お受け取り頂けたら幸いです。

　シリーズ語りとしては、これぐらいでしょうか。




　ではゲーム話でも。

　こんだけゲームが好き好き言ってきておいてなんですが、実は私、小、中学生あたりの頃ころはそこまでゲーム好きでもありませんでした。

　勿もち論ろん嫌きらいでもなかったんですが、あくまで数ある遊びの一つぐらいだったというか。

　それが、高校あたりで割と一気にのめり込んだ感じですね。

　え、理由？　えーと……その、まぁ、なんていうか……




　そりゃ高校時代に友達がいなかったからですよね！




　ぼっちが一人でも超ちよう楽しく遊べるんだもの。そりゃテレビゲーム好きにもなりますって。当時は今みたいにそこまでネットの娯ご楽らく（動画とか）も浸しん透とうしてませんでしたから、ネットで誰かと繫つながって楽しむとかもなく、ただただ一人でゲームに打ち込んでいて。

　かといってテレビドラマとかで過か剰じよう演出される「暗い部屋にひきこもってピコピコゲームしては親に当たり散らす」みたいなのめりこみ方でもなく……。

　なんていうか、「学校のぼっち生活で使い果たした精神力を、家でゲームをすることで癒いやして、それを活力に、翌日もなんとか学校に通う」みたいな、ある意味精神的救済度が非常に高い接し方をしておりまして。

　まぁそりゃ「好き」にもなりますよね。ゲームというジャンル自体が。

　でもそれは、一いつ生しよう懸けん命めいｅスポーツに携たずさわる方々や、熱意を持ってゲーム制作に携わるクリエイターさん達のような「打ち込む」とは、また少し別の「好き」なんですよね。

　誰かを倒したいとか、トップに立ちたいとか、このジャンルを極めたいとか。

　そういう熱い気持ちのある「好き」とはまたちょっぴりだけ違ちがう「好き」。

　既き存そんのゲームをテーマにした作品だとあまり主題には取とり扱あつかって貰えていなかった、そのなんとも言えない「好き」を、この作品で少しでも伝えられていたら嬉うれしいです。

　…………。

　いやまぁ、ネット対戦で負けたら普通に「こんちくしょう！　こんなもん二度とやるか！　馬ば鹿かめ！」という気分になりますけどね、私。なんかふんわりした文章で「葵あおいせきな、いい人感」出そうとして申し訳ありませんでした。高難易度の死にゲーに取り組んでいる時なんかも、同じボスに何十戦と負けた際は「ふっざけんな！　判定おかしいだろう！　二度とやるか！　馬鹿め！」の態度ですし。一分後には再戦してますけどね。

　いやぁ、これが癒しとしての「好き」のヤバいところですよね。暴力を振ふるう夫を最低と分かりながらも離はなれられない妻の心境と、若干近いです。一応いい話風に纏まとめようとしていましたけれど、この「好き」は中々に闇やみの深い側面も持ちますので、皆みなさんもゲームに対する「好き」はほどほどに。

　あ、私はもう手て遅おくれなので、今後も開き直って遊びまくりますけどね、ゲーム。




　また、私は時折ボードゲームも好きだと言っていますが、これに関してはテレビゲームの「好き」とはまた少し違ちがう「好き」かもしれません。

　まあそもそも「他人とわいわい遊べる」という時点で「ぼっちゲーム」とは別種の楽しみがあるわけですが。

　それともまた別に、個人的には実は「ルールを頭に入れる」のが好きだったりするんですよね。これ、案外共感してくれる人少ないんですけど。

　ボードゲーム自体を遊ぶことと同じぐらい、ボードゲームを調べたり買ったりして、そのルールを読んで「なーるほーどなぁー」「よく出来てんなー」と感心している時間が好きというか。妙みような嗜し好こうなのですが。

　で、この感覚何かに似ているよなと思っていたら、アレでした。子供の頃の、テレビゲームを買って実際にプレイするまでの間に「説明書を読む」時間。あのワクワク感が、ボードゲームには未だにある感じなんでしょう。

　いや、最近のゲームって分厚い説明書ないじゃないですか。それが不満という程でもないんですが、あの独特の高こう揚よう感かんみたいなのはなくなってしまったかなと。まぁその分ＰＶやら体験版がお手軽に配信されるんで、今の時代の方が全然いいんですけどね。

　ボードゲームに関しては流石にＰＶとか体験版とかはあまりなく、レビューとかは勿もち論ろんありますけれど、やはり「実際に触さわってこそ」の部分が大いにあるため、買って来た際のワクワク感が昔のゲーム体験に少し近く。それが楽しくて。

　あとまぁ単純に「よく出来たルール」というのも好きなんです。そのルールの中でプレイヤー達がわちゃわちゃ出来る様を想像するのが楽しいというか。

　あ、この辺の感性は、大いに「ゲーマーズ！」のテイストに関かん与よしてきているように思います。それこそ五巻の《シュピール王国》のくだりなんかは、その嗜好がもろに出ているんじゃないでしょうか。……ま、《キズナダンジョン》は確実にクソゲーですけどね！（私に「ゲームクリエイター」の才能が無いのが証明されてしまいました）




　一方で、ゴリゴリの最新テレビゲームも大好きなので、お得な感性です。……いや罪深い感性とも言えますが。おかげでいくら趣しゆ味みの時間があっても足りない……。

　そうそう、私ぐらいの年代のゲーム好きの方と話すと、皆さん当然の如ごとく子供時代のドットゲーム体験が原風景としてあるためか、クラシックなテイストのものが殆ほとんど全員大好きだったりするのですが。

　私は前述したように小、中学校あたりにそれほどのめり込んでないせいか、ドット絵とかクラシックテイストにそこまで深い思い入れはなかったりします。勿論、嫌きらいとかでもないので、普ふ通つうに楽しむんですけどね。ただ同年代の方に「ゲーム好き」と言うと当然の様に「昔のゲームは良かったよね」話にスライドしてしまう感あるので、そこがちょっと悩なやみ所です。私は今のゲームも超好きだし、なんなら私個人の思い入れとしてはむしろＣＧ時代に差し掛かかってからの方がほんのり強かったりするので、こう、微び妙みように同じテンションでは語れないという。

　この現象はアニメとかでもあって、私は子供時代かなり田舎に住んでいたのもあり、テレビの放映局数が少なく。当然ネットも普ふ及きゆうしてない時代ですので、あまり子供時代にリアルタイムで同世代に受けていたアニメに親しんでいなかったり。

　結果、同世代の同じ趣味仲間と話しても、なお若干の疎そ外がい感があるという、中々に詰んだ感性に育ってしまっております。く、私のぼっち感はまだ続くのか……！　いやフォローしておきますが、これ周囲は何一つ悪くないですからね。というかむしろ私に超優しく教えてくれますからね、昔のトレンド。そしてそういう時間は、私の中で子供時代の私が手を叩たたいて超喜んでおります。ここに来て急激に情報が補完されていくわけで……！

　あ、そういう意味で、他者の「好き」を聞く時間もホント好きです。

　それも、ネットなどで「元々評判がいい」ものの話ではなく。個人の嗜好をバリバリ含ふくめた「好き」の話って、妙に聞き応えありますよね。そいう感想って、もうある意味完全にその人の物語というか、創作物にさえ近いので。

　私が「ボードゲームのレビューサイト」とかが好きなのも、この「個人の感想バリバリ感」が未だに強いからかもしれません。いいですよね、個人の「好き」語り。

　おっと、そんなこと言ってたらもう結構なページ数埋うめてました。やったね。




　では、最後に謝辞を。

　まず、シリーズの表紙や口絵、モノクロイラストを描えがいて下さった仙人掌サボテン様。あらゆる意味でどれほどそのイラストに助けて頂いたか分かりません。ここ数年の私の人生における大きな楽しみの一つが、仙人掌さんのイラストでした。本当にありがとうございました。

　次に現担当様及および歴代担当様方。今作はこれまでのシリーズ以上に「次の展開をどうするか」が重要な作品であったにもかかわらず、相も変わらずの「先のことは作者にも分かりません」スタンスで大変ご迷めい惑わくをおかけ致いたしました。しかしおかげ様で本シリーズは非常にのびのびと執しつ筆ぴつさせて頂くことが出来ました。ありがとうございました。

　そして最後に、読者様方。こんなにも面めん倒どう臭くさいこじらせ群像劇に十二巻もお付き合い頂き、本当にありがとうございました。ゲーマー達の青春物語はひとまずこれにて終幕でございます。

　月並みではございますが、彼らのこの先の物語は、皆みな様さまの中で補完して頂けると幸いです。あとがき中にも書きましたが、元からして「最初から決まった結末」に向かって進んでいた様な物語ではございません。そのため本作は特に、この後彼らにどんなことが待ち受けるのか、私が決めるようなことでもないのだと思います。原作者としては、各自がとにかく幸せになってくれていればそれで満足です。……すいません、噓うそつきました。ほんのり常にトラブっていて欲しいかもです。

　ま、そんなこと言いつつ、どこかで私が次回作なり短編なりで本作のキャラの行く末を描く可能性もありますが、それもまた原作者の二次創作ということで。

　なにはともあれ、繰くり返かえしになりますが本当にありがとうございました。




　今度は次回作、もしくはなんらかのゲームのオンライン対戦中に出で遭あえたら幸いです！（本人なりに真面目にはやっている風だけど、それでもすげー弱いヤツがいたら、多分それが私ですので）

　ではまた！
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